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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　天下の中心たる大おお阪さか城の中腹──将軍御ご座ざ所しよで、変事が発生していた。

『大奥』序列十位『女じよ王おう蜂ばち』が、壁かべのなかから次々と鉄骨を引っこ抜ぬく。

　一本一本が馬ば鹿かげた重量にちがいない鉄のかたまりを軽々と持ちあげると、『女王蜂』は「ふんぬ」と気合をいれ、それらを豪ごう快かいにぶん投げた。

　鉄骨は不協和音を響ひびかせながら積み重なっていき、大阪城の中腹──将軍御座所の出入り口を塞ふさぐ強固な障バリ壁ケードとなる。さらに鉄骨や、部屋中の家具なども追加していき、すっかり出入り口の木戸や障子が見えなくなったあたりで、『女王蜂』は満足の吐と息いきを漏もらした。

「ふうう……」

　厚あつ化げ粧しようをしたかのような白いおでこに流れた汗あせを、手ての甲こうで拭ぬぐって。

「この程度では、時間稼かせぎにしかならぬだろうが──」

　奇き妙みように反はん響きようする独特の声こわ音ねで、そう言った。

『女王蜂』は見あげるほどの巨きよ軀くの女である。

　肥満しているわけではなく、均整のとれた体型を、そのまま拡大したような案配だ。手足など、すべての身体からだの部分が常人の二倍から三倍のおおきさ。長々とした黒くろ髪かみと身にまとうおおげさな十じゆう二に単ひとえも相あい俟まって、やたらと存在感がある。

　乱れた前まえ髪がみを、うるさそうに指先でかきあげて。

『女王蜂』は己おのれが築きあげた障バリ壁ケードの向こうを、きつく睨にらみつける。

「けほっ、こほっ」

　朦もう々もうと舞まう埃ほこりに咳せきこんでいるのは、『女王蜂』のそばに立つ序列三位『蛍ほたる』だ。

　現将軍である豊とよ臣とみ秀ひで影かげの影かげ武む者しやとしてこの将軍御座所に詰つめ、怪人カメ二十レオン面相シードという特とく殊しゆな種で己の見た目も秀影そっくりにしていた『蛍』だが。その役目を始めてから一週間以上も経過し──種は自然に排はい出しゆつされたのか、元通りの見た目になっている。

『女王蜂』どころか平均と比べてもやや小こ柄がらな体たい軀くで、昆こん虫ちゆうの触しよつ角かくのような跳はねっ毛はちからなく垂れている。大奥女学院の制服をきちんと身にまとい、頭部には鎧眼鏡ゴーグルと補聴ヘツド器フオン、両手には武骨な手て甲こうを嵌はめており、完全武装の態ていである。

　同年代の少女に比べて発育のよい胸むな元もとに、不安そうに手を添そえて。

「な、何なの急に──どうかしたの、『女王蜂』？」

「子細は不明である」

『女王蜂』は身構えたまま、『蛍』のほうを見ずに応こたえた。

「何者かが、この将軍御座所に近づいてくるのがちらりと見えた。どうも武装していたようなのでな、踏ふみこまれてはまずいと判断して障バリ壁ケードを築いたのである」

「武装した、何者か？」

　えへんと胸を張るすこし可愛かわいらしい『女王蜂』のそばで、『蛍』が耳元に手を添え、補聴ヘツド器フオンを調整して気配を探さぐる。

「たしかに、大勢の足音が聞こえるね──」

　おそらく十数名か、それ以上か。

　人数以上のことはわからないが──物々しい、殺気立った雰ふん囲い気きが伝わってくる。

　当然、この場に武装したものたちが近づいてくる理由には、思い至らない。

　ここ一週間ほど、将軍御座所は何事もなく平へい穏おんだったのだ。急に警備が強化されて武装した生徒が派は遣けんされる──などの理由はないし、そんな連れん絡らくも受けてはいない。

「何者なんだろ？　『黒船』が攻せめてきたの？」

　考えられるのは、それしかなかった。

　現在、『大奥』──その所属するこの国の執しつ政せい機関である豊臣幕府は、『黒船』と俗ぞく称しようされる外敵と緊きん迫ぱくした状じよう況きようにある。いちど襲しゆう撃げきされ、生徒を誘ゆう拐かいされたりしたし、ほぼ敵対関係といっていい。

　ゆえに攻めてくるとしたら『黒船』しかないと、『蛍』は思ったのだけど──。

「まだ断定はできぬ」

『女王蜂』は慎しん重ちように、推論を述べる。

「妾わらわも一いち瞥べつした程度ゆえ、きちんと観察はできんかったのだが──近づいてきているものたちは、『大奥』の制服をまとっているように見えたのである」

「つまり、『大奥』の生徒？　どうして生徒が武装して近づいてくるの？　将軍さまが私し闘とうを禁じたんだから、『大奥』内部での戦せん闘とう行こう為いはできないはずでしょ？」

　青ざめて、『蛍』は下した唇くちびるを嚙かみしめると。

「そんな生ぬるい現状に不満を抱いだいた、えぇっと過激派──みたいなのが、将軍さまの不在の隙すきをついて革クー命デターを起こし、政権を奪だつ取しゆしようとしている……とか？」

「否いな。将軍さまが不在であることは、妾や『蛍』、汝なんじを含ふくめた少数にしか知らされていないはず──そのような革クー命デターというか、内戦が発生するほど幕府内部が動どう揺ようしていたとは思えぬ」

『女王蜂』も不可解そうに、首を傾かしげるだけ。

「だいたい、序列の低い生徒はこの将軍御座所のある大阪城には踏みこむこともできん。あのように武装して結けつ託たくし、蜂ほう起きなどできるわけがないのだ。まず入り口で、門番に止められるはず。特別に、権力をもつ何者かに招待されたなら話は別だがな」

「権力をもつ、何者か？」

『蛍』は考えるのが苦手なので、いちいち『女王蜂』の言葉を反はん芻すうして。

　頭のなかでそれを咀そ嚼しやくし、直感的に。

「……もしかしたら、『蠅べるぜ王ぶる』かもしれない」

　現在の『大奥』序列一位、つまりこの国の女王の名を口にする。

『蠅王』は地じ獄ごく耳みみの情報通だ、この世に知らぬものなどないとすら思える。将軍が不在であることは嗅かぎつけているだろうし、だいたい『大奥』の頂点である彼女にはすでにそのむね正式に報告がされているはずだ。

　その情報に基もとづいて、この一週間──武装を整え、練兵を終え、準備万ばん端たん整えて何かの目的のために将軍御座所を攻めてきた？

「『蠅王』？　なぜ『蠅王』が？」

『女王蜂』が意外そうにするが、『蛍』にはうまく答えられない。

　現在、現将軍である豊臣秀影と行動をともにしている『百手むかで姫ひめ』から、気になる連絡が届いているのだ。すべての黒幕が『蠅王』かもしれない。この国の基き盤ばんを根底から覆くつがえすような、悪意に満ちた陰いん謀ぼうを巡めぐらせている主犯が──彼女かもしれない、と。

『蠅王』は城下町で暗あん躍やくする幕府内部監かん察さつ局『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』頭領『冥土ほとと鳥ぎす』などを己の端たん末まつとして操あやつり、きな臭くさい動きをしているというのだ。

　まだ確たる証しよう拠こはないようなのだが、じゅうぶん気をつけるように──と『百手姫』には釘くぎを刺さされている。

『蛍』はかつて生徒どうしが殺しあう地じ獄ごくだった『大奥』を平和に導いてくれた『百手姫』を、尊敬しているし、信じたいと思う。

　けれど、いまだに自分たちの長おさである『蠅王』が敵であるなんて、実感が湧わかない。

　何を信じたらいいのか。どうしたらいいのか──わからなくて、『蛍』は戸と惑まどう。

「仮に『蠅王』が敵で、黒幕だとしても、不可解なやりくちである」

『女王蜂』はすこし心配そうに『蛍』を見てから、語った。

「政権を簒さん奪だつするなら、こうして将軍が不在のうちに将軍御座所を襲おそう──などと、まだるっこしい真ま似ねをする必要などない。『蠅王』は序列一位だ、将軍の寝しん所じよに侍はべる権利もある。吞のん気きに眠ねむっている将軍さまの寝ね首くびをかくほうが早いし、そっちのほうが確実である」

　語れば語るだけ、不可解さが増していく。

「そもそも、あえて危険な橋を渡わたらずとも──『蠅王』はこの国の女王である、政治をある程度は思うがままにできる立場だ。革クー命デターなど起こす必要はなかろう。それでは、まるで自殺である。己の国に己で刃やいばを突つき立ててどうする？」

「ぼ、ぼくに難しいこと言われても、わかんないよ～」

　頭がごちゃごちゃしてきて、『蛍』は泣きそうになった。

『蛍』は体育会系だ。あれこれ考えるのは得意ではない。

　性にあわぬ推論などをしても、馬鹿の考え休むに似たり──と思い、『蛍』は己の頰ほおを叩たたいて気合をいれると臨戦態勢になる。

「と、とにかくっ──将軍さまが帰ってくるまで、この御座所を守るのがぼくの役目！　近づいてきてるのが何者か知らないけど、この大阪城の平和を乱す不ふ逞ていの輩やからは、序列三位『蛍』の名にかけて打ち破るよ！」

「うむ、汝はそれでよいと思うぞ」

『女王蜂』はむしろ微笑ほほえましそうにそう言うと、腕うでまくりをして。

「とはいえ、今のところ立てこもるしかすべがなさそうだ──敵は多いし、もし『大奥』の生徒ならば将軍さまの許可なく戦えぬ」

「ぼくと『女王蜂』なら、たいていの敵には勝てるよ！」

「そうだが。もしも敵が『蠅王』なら──いまだに、実力が未知数なところがある。あまり戦せん闘とうに秀ひいでているという噂うわさは聞かぬが、楽観視はできんだろう。仮にもこの『大奥』で序列一位となった女だ。油断はできん、あの『絲あら妃くね』と同格ということなのだからな」

『絲妃』、という名に『蛍』は背筋が冷えるような恐きよう怖ふを覚える。

　かつて、『大奥』を血と涙なみだで浸ひたした魔ま性しようの女──『絲妃』にはねじ伏ふせられ、屈くつ服ぷくしつづけてきた苦い思い出が『蛍』にはある。あの『絲妃』と同格の女が敵にまわる、それは考えるだけでも肝きもが冷える事実だった。

『女王蜂』もさすがに血の気を失って、歯は嚙がみしている。

「さいあく、この御座所は放ほう棄きして戦略的撤てつ退たい──というのも、考えておくべきだ。我らが玉ぎよく砕さいして討うち死になど、将軍さまも望んではおらんだろう」

　そうだろう、と『蛍』も思う。

　あの若き新将軍は──とても優やさしい、心配になるぐらいに。そばで、ずうっと支えてあげたくなるぐらいに。ここで状況もわからぬまま、『蛍』たちが死ねば、彼はきっと哀かなしむ。だが、御ご座ざ所しよを守れという彼の言いつけも果たしたい。

　二ジ律レ背ン反マに揺ゆれる『蛍』を、『女王蜂』は肩かた越ごしに呆あきれたように眺ながめてくる。

「立てこもるにしても、逃にげるにしても、そう猶ゆう予よはないぞ。『蛍』、序列としては汝のほうが上位だ──妾は、汝の判断に従う。どうする？」

「『どうする？』って言われても、えぇっと」

　現実的に考えれば、敵の正体も規模も不明な今、交戦するのは得策ではない。

　いまは政治的に極きわめてびみょうな時期だ。血が流れれば、それが後々にどんな影えい響きようを及およぼすかわからない。

　だが退たい避ひするにしても、ここは大おお阪さか城の中腹──けっこう高い位置である。出入り口は塞ふさいでしまったし、気軽に飛びおりられる高さではない。着地に失敗すれば、そのままあえなく潰つぶれて死ぬ。

　慎重に、縄なわか何かを用いて降りれば無傷で済むだろうが、その間に攻こう撃げきを受けたら目も当てられない。

　いかにも追いつめられている──焦しよう燥そう感かんだけが、『蛍』の矮わい軀くに渦うず巻まいている。

「どうして……？」

　思わず、『蛍』は愚ぐ痴ちを零こぼしていた。

「どうして、こんなことに？　『絲妃』が、暴君たちが倒たおれて、ようやく平和になったと思ったのに──これからは、みんなで幸せに、仲良く暮らせる『大奥』になるんだって思ってたのに。いったい何で、どうして、こんなふうになっちゃうの？」

「……『蛍』!?」

　泣き言を漏もらしていた『蛍』に、『女王蜂』が鋭するどい声をぶつけてくる。弱音を叱しつ責せきされたのかと思って、ひやっと肩かたをすくめた『蛍』だが、同時に気づいた。

　己おのれの背後に、何か得体のしれぬ禍まが々まがしいものが立っている。

　気配もなく、いつの間にか──悪夢のように。

「簡単な話だよ」

　声が、背後から『蛍』の心臓を鷲わし摑づかみにするみたいに、絡からみついてきた。

「まず前提から間ま違ちがってんだ。平和になんてなってなかったんだよ──人類がこの世に誕生して幾いく星せい霜そう、ほんとの意味で争いのない平和な時代は一いつ瞬しゆんたりともなかった」

　嘲ちよう笑しようするような、臓ぞう腑ふを引っ搔かくような声こわ音ねだった。

「どこかで必ず血が流れてる。どこかで誰だれかが泣いている。それを忘れたみたいに幸せな夢を見ていたって、いつか現実が平手を食くらわせて『目ぇ覚ませ』って言ってくんのさ。諸行無常、うたかたの夢はまぼろし──心地ここちのよい微睡まどろみは、すぐに終わる」

『蛍』は、硬こう直ちよくして動けない。

　動いたら、殺される。そんな気がする。背中に、刃を突きつけられている感覚。脂あぶら汗あせがじっとりとにじみでて、心臓が激しく脈打つ。

　声もだせない『蛍』を無視するみたいに、背後に立つ何者かはせせら笑った。

「『女王蜂』、おまえの判断は正しい──迅じん速そくで、適切だ。さすがは百ひやく戦せん錬れん磨まってとこか。だがまだ甘あめぇよ、おまえら『大奥』でいったい何を学んできたんだ？」

　甘ったるい声とは裏腹に伝法な、喧けん嘩かを売るちんぴらのような口調だった。

「おまえら、あたしの通り名を言ってみろ──『大奥』の亡ぼう霊れいだよ。亡霊に、物理的障バリ壁ケードなんて屁へでもねぇ。この世界に、あたしの侵は入いりこめない場所はねぇよ」

「………っ！」

『蛍』は這はい回るようなその物言いが我が慢まんできず、恐怖を押し殺し、起死回生の決意をこめて背後に立つ何者かに鉄てつ拳けんを叩きこんだ！
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『蛍』の拳こぶしは自分でもなかば予想していたとおりに、空を切った。

　勢いのままに「ぐるん」と回転し、慌あわてて転ばぬように床ゆかをしっかり踏ふみしめて、『蛍』は油断なく格かく闘とうの構えを取る。

　そして向かって正面──思ったよりもずっと近くにいたその何者かを、直視した。

　奇き妙みような女である。

　背せ丈たけは、『蛍』よりもやや高い程度──平均的な少女の態ていだ。胸むな元もとの起き伏ふくも控ひかえめで、どこか異国風の顔がん貌ぼうは整っているが、美少女ばかりが集められた『大奥』ではさほど際きわ立だつものではない。

　個性派揃ぞろいの『大奥』のなかでは、むしろ地味とすらいえる印象であった。

　毒々しい紫むらさき色いろをした髪かみの毛が、昆こん虫ちゆうの節くれだった足のように垂れている。『大奥』の制服はお上品に改造され、これも卵を孕はらんだ昆虫の腹部のように腰巻きスカートはおおきく膨ふくれており、肩のあたりにも綿が詰つめられているのか──舞ぶ踏とう会の衣装ドレスのようだった。

　非常に動きづらそうな格好で、実際ほとんど棒立ちのままだ。悠ゆう然ぜんとこちらを眺めている彼女は、まるでよくできたお人形のようだった。

「ん、ばぁ♪」

　少女は顔の左右で両手を広げる、あまり意味のなさそうな仕草をすると。

「──お化けだぞぉ♪」

　茶ちや化かすようなその態度に、直情径行な『蛍』は「かっ」として怒ど鳴なった。

「何者だ!?　ここが将軍御座所と知っての狼ろう藉ぜきかっ!?」

　問いかけながら、相手が隙すきを見せたらまた殴なぐりかかろうと『蛍』は全身に気合をこめる。

　だが、隙がありすぎて──逆に仕し掛かけづらい。

　間合いを測りあぐねていると、少女は「く、ふふ」と虫の羽音のように笑った。

「『何者だ!?』って？　おいおいおい、無む駄だな話をさせんなよ──っていうか、そんな偉えらそうな態度がとれる立場かよ？　頭ずが高いなぁ、あたしの名前を言ってみろよ？」

「おまえなんか知らない！」

「知ってるよ。知ってるはずだよ。それとも知りたくないのかな？」

　少女は惑まどわすように言うと、胸元に手を添そえて。

「化け物の名前を呼ぶと化け物がでる、あたしは──そういう類たぐいの化け物だ」

「序列一位、『蠅王』か」

　将軍御座所の出入り口に積みあげた障バリ壁ケードを背にして、状じよう況きようを見守っていた『女王蜂』が──呆あつ気けなくその名を呼んだ。

　彼女の全身に仕込まれた武器の安全装置が解除される、耳みみ障ざわりな音が響ひびく。

　むしろ心地よさそうに、『蠅王』と呼ばれた少女は目を細めると。

「ん～、『女王蜂』ちゃんの、その竹を割ったような物言いは好きだぜぇ？」

　お淑しとやかな見た目に似合わぬ、伝法な口ぶりでそう言った。

　序列一位『蠅王』。

　様々な事件の陰かげにその名を見え隠かくれさせながらも、決して表おもて舞ぶ台たいに立たずに暗あん躍やくをつづけていた──現在の『大奥』の頂点。

　正体不明の、謎なぞ多き少女。

　すべての黒幕かも知れぬ、忌いまわしき『大奥』の女王。

　ついに、姿を見せたのか。

『蠅王』は、昆虫の節足のごとき髪の毛先を、指で弄いじくりながら。

「『女王蜂』ちゃん、老ろう婆ば心しんながらに忠告しとくぜぇ？　どんな難敵にも逃げずに立ち向かう、己を盾たてにしてあえて死地に赴おもむく、その態度は勇ましいけどな──きっと、長生きできないぞ？」

「おおきなお世話である」

「く、ふふ──『おおきなお世話』、おまえにこそ似合いそうな言葉だねぇ？」

　あくまで飄ひよう然ぜんとした『蠅王』の態度に耐たえかねたのか、『女王蜂』は会話を諦あきらめると、その十じゆう二に単ひとえの奥から彼女の切り札たる断裁チエーン機ソーを出現させる。

　野や獣じゆうのごとき唸うなりをあげて、断裁チエーン機ソーが激げき震しんする。

　そのまま突とつ貫かんした。

「んん、いい判断」

　己に迫せまる獰どう猛もうな凶きよう器きを見ても、『蠅王』は動かなかった。

「痺しびれるねぇ？　相手が序列一位と知りながら、迷わず挑いどんでくるか？　自分の頑がん丈じようさを過信してる──って、わけでもねぇな？　最悪、自分が気を引いてるうちに『蛍』ちゃんだけでも逃がすってか？」

　まるで他ひ人と事ごとのように。

「いやぁ、すんげぇよ。咄とつ嗟さにそうやって己を捨てられるやつは──いいや他人のために尽つくせるやつは、そうはいねぇよ？」

　吞のん気きに拍はく手しゆをしている『蠅王』に、『女王蜂』は果か敢かんに突とつ撃げきを敢かん行こうして。

　巨きよ大だいな全身をおおきく旋せん回かいさせ、真一文字に断裁チエーン機ソーを振ふるった。

　森林を伐ばつ採さいするために用いられる器具は脆もろい人体など容易たやすく抉えぐる。その刃やいばは『蠅王』の華きや奢しやな腹部の肉に、音を立ててめりこんで──。

　何の抵てい抗こうもなく、『蠅王』が胴どう体たいから一刀両断にぶった切れた。
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「………!?」

　攻撃を仕掛けた『女王蜂』のほうが、むしろ意外そうに目を丸くした。

『蠅王』は胴体から上と下に分断され、血ち飛沫しぶきと骨片を飛び散らせながら下半身は床を跳はね、上半身は高々と吹ふっ飛んでいき──。

「んは♪」

　その上半身が、宙で不自然に静止した。

「ひっでぇなぁ……」

　切断面から内臓を垂らし、最初からそういう生き物だったみたいに、浮ふ遊ゆうしている。下半身も足だけで器用に起きあがると、ぱたぱたと靴くつを高鳴らせて移動。部屋中に飛び散った血液なども羽虫の大群みたいに浮うかびあがり、上半身に向かって集まってくる。

　怪奇ホラー映画、そのものの光景だった。

「んん～？」

　上半身と下半身が再結合し、傷口が異音を響かせて繫つながっていく。

　ずれた衣装をあわせるみたいに『蠅王』は身を揺ゆすって、不気味に滞たい空くうしたまま毒々しいくちびるを笑えみのかたちにした。

「あまり気持ちよくはねぇなぁ──おいおい、武器はずるいだろ。こちとら見てのとおり、丸まる腰ごしの非ひ戦せん闘とう要員だぜぇ？」

　何事もなかったかのように陽気に話す『蠅王』を見て、『蛍』はあらためて、この女の異名を思いだした。

『大奥』の、亡霊──。

「ぼうっとするな、『蛍』！」

　寒気をおぼえて震ふるえていた『蛍』を、断裁チエーン機ソーを唸らせながら、『女王蜂』が叱しつ咤たした。

「こやつを一目見て理解した！　やはり、『蠅王』はあの『絲妃』と同質の女だ！　我らの目指す平和な『大奥』とは相あい容いれぬ、乙女おとめたちの生き血を啜すする魔ま物ものである！」

　狭せまい将軍御ご座ざ所しよでは思うように動けないのか、『女王蜂』が柱をいくつか切断して倒たおし、己の戦闘領域を確保する。

「妾わらわはもう二度と！　この身を悪意あるものの好きにはさせぬ！」

　木で偶くの坊ぼうのように突つっ立っていた『蛍』も、頼たのもしい同どう胞ほうの鬨ときの声に「はっ」と我を取り戻もどす。『女王蜂』の邪じや魔まにならぬ位置取りで身構え、鎧眼鏡ゴーグルと補聴ヘツド器フオンをあらためて調整し、感度をあげる。

　いまだ混乱しているが、頭のよくない自分がどれだけ考えたって無駄だ。

　生理的嫌けん悪お感かんに忠実に、不ふ愉ゆ快かいなやつをぶっ飛ばしてもいいだろう。

　あとで後こう悔かいしたっていい──もう、独りぼっちで戦っているのではないはずだった。

　独特の呼吸法、息い吹ぶきを用いて集中する『蛍』の横で、『女王蜂』が眉まゆをひそめる。

「しかし、どういう理り屈くつだ？　妾の奥の手、断裁チエーン機ソーが直ちよく撃げきしたのに平然としておる──妾も頑丈なほうだが、さすがに胴体を切断されては生きてはおれぬぞ？」

「『鎌かま切きり』の能力に似てるけど」

『蛍』は慎しん重ちように、そう答こたえた。

『大奥』序列二位にして『蛍』と同じ家臣団レギオンである『執しつ行こう部ぶ』の頂点、つまり直属の上司であるあの可愛かわいらしい女の子を思い浮かべる。『鎌切』とは親しいし、ともに任務をこなすことも多いので、その能力については詳くわしく知っていた。

　だが『鎌切』の空気を操作し、五感を騙だまして幻げん覚かくを見せる能力ともちがう気がする。同様に、敵の攻こう撃げきをすりぬける分子操作の能力をもっていた『金きん獅じ子し』のそれともちがう。もっと異様で、禍まが々まがしいちからだ。

「肉や骨を切り裂さいた感覚はあった。手て応ごたえはあったのである、幻覚ではない──と思うのだがな」

『女王蜂』がこちらの意見を受けて、それを補強してくれる。

　能力を用いた戦闘は互たがいの腹の探さぐりあいだ。情報通である『蠅王』にはこちらの能力は筒つつ抜ぬけだろう、一方的に有利な立ち位置から攻撃されているに等しい。

　その不利を、すこしでも覆くつがえすために──考えるのは苦手だが、『蛍』は推理を重ねる。

『蛍』の補聴ヘツド器フオンによって強化された聴ちよう覚かくは、不気味な、「ぶぶぶ……ぶぶぶ……」という虫の羽音のようなものを拾っていた。

　それが何なのかも、わからないけれど。

「とりあえず、血がでるなら殺せる！　『鎌切』と同種の能力なら──広こう範はん囲いをまとめて吹き飛ばせる、ぼくの爆ばく弾だん化能力で攻こう略りやくできるはず！」

「おぉ、怖こわ」

『蠅王』が何もない空中に、腰こしかけた。

　名前のとおり虫のように、先ほどから不自然に滞空している。

「元気がいいねぇ、若者はそうでなくっちゃあ。よってたかって殺す殺すってよぉ、けれど亡ぼう霊れいを──すでに死者の名で呼ばれるあたしを、二度も殺せるもんかよ？」

「おまえが『大奥』に、幕府に、……将軍さまに、その未来に仇あだ為なす存在なら」

『蛍』は覚かく悟ごの据すわった表情で、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。

「ぼくは、殺す。それが、ぼくの役目だ」

　手て甲こうに刻まれた梵ぼん字じを、見せつけるように突きだして。

「極ごく楽らく往生なんて望んでない、ぼくの拳はもう血まみれだ。だからこそ、この穢え土どで苦しむ無む辜この民たみに不幸をもたらす害悪は──ぼくが滅めつする！　それが、僧そう兵へいであるぼくに御み仏ほとけが与あたえてくれた聖せい務むなんだ！」

「はは、暑苦しいねぇ。さすがは『大奥』の爆ばく弾だん魔ま、焦こげついちまいそうだよ」

『蠅王』は実際、暑そうに胸むな元もとを手のひらで仰あおぐ仕草をして。

「おまえみたいな真っ直すぐな子を茶化すのは気分もよくねぇし。……あたしも、ちっとは真ま面じ目めに相手してやるよ」

『蠅王』はやはり見えない足場があるかのように、将軍御座所の天てん井じよう付近に滞空したまま立ちあがると。

　その膨ふくらんだ腰巻きスカートに、そっと手を添そえる。

　そして貴婦人の礼そのものに、腰巻きスカートをつまんで持ちあげるような仕草をした。

　同時に、腰巻きスカートの中心に隠されていた切れ目が露ろ出しゆつし──垂れ幕カーテンのように、左右に開いていく。舞ぶ台たいの幕が開くように。あるいは、魔物が大おお顎あごを開くみたいに。

　はしたなく広げられた腰巻きスカートの内側から、薄うす衣ぎぬのひとつもまとっていない生足を覗のぞかせて──股またぐらから腰こし元もと、おへそのあたりまでも、己おのれの肌はだを見せつけてくる。

　破は廉れん恥ちなその振る舞まいに、『蛍』は「かっ」と真っ赤になって怒ど鳴なった。

「な、何のつもりだ!?」

「まぁ、そう興奮すんなよ。同じ女だ──おまえも、毎日同じもん見てんだろ？」

『蠅王』が可愛らしいものを見るように目を細めて、腰をおおきく前へつきだした。

　下品に、淫いん靡びに。

　瞬しゆん間かんである。

　さながら『蠅王』がこの場で出産したかのように、腰巻きスカートの内側──彼女の股ぐらのあたりから大量の羽虫が「どっ」と出現した。
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　まさに雲うん霞かのごとき、膨ぼう大だいな羽虫の群れ。

　蠅はえである。巨大な複眼と、厚ぼったい体たい軀くと節くれだった足。

　耳みみ障ざわりな羽音を轟とどろかせ、それらは黒雲のごとく絡からみあって──ひとつの巨大な生き物のように動いた。

　それらは『蠅王』の腰巻きスカートの内側から無む尽じん蔵ぞうに湧わきだし、得体のしれぬ事態に咄嗟に対応できなかった『蛍』に殺さつ到とうした。

「………!?」

　一いつ瞬しゆんで、『蛍』の全身が蠅の大群に吞のまれる。

「わぶっ!?」

　濁だく流りゆうに流されるように、『蛍』は踏ふんばれずに後ろ向きに倒れる。とにかく気持ちが悪くて手足を振り回まわして抗あらがおうとしたが無む駄だで、目に口に耳にと、身体からだのあらゆる穴に蠅どもは嫌いやらしく侵は入いりこもうとしてくる。

　痛みはほとんどなかったが、異様に不快で、『蛍』は藻も搔がく。殴なぐりつけても手応えはなく、振り払はらってもすぐに執しつ拗ように再集合してこちらの肌を這い回り、髪かみや服のなかでぞわぞわと蠢うごめいてくる。

　何も見えない。聞こえない。すべてが闇やみに閉とざされている。

　けれど『蛍』は勇ゆう敢かんだった。悲鳴を口のなかで押し殺し、無数の蠅にたかられながら床ゆかを転がって──気合をこめる。

「こんの！」

　短たん絡らく的に、己の爆弾化能力で蠅をまとめて吹っ飛ばそうとした。

　だがそれを察し、『女王蜂』が切せつ迫ぱくした声で呼びかけてくる。

「よせ、『蛍』！　冷静になれ、自分自身も吹っ飛ぶぞ！」

　おおきな手を伸のばして、『蛍』の位置を探り当てるとその制服の襟えりを摑つかんで。

「いま、妾が引きずりだしてやる！」

　そのまま怪かい力りきで、『蛍』の全身を蠅の海から引っぱりあげてくれた。さらに洗せん濯たく物ものの水気を散らすように上下左右に振り回してくれる。

　蠅はそれでも執しゆう念ねん深く、『蛍』を追って寄り集まりながら飛来してくるが──。

「名前は虫っぽくても、ぼくはおまえたちの仲間じゃない──虫と戯たわむれる趣しゆ味みはないよ！」

　身体と視界の自由をやや取り戻した『蛍』は、今度こそ、と胸元に隠かくしていたお手玉を取りだして己らに迫せまる蠅の群れに放った。

　すでにそのお手玉は、『蛍』の能力で爆弾化している。

「弾はじけろ！」

　瞬間、お手玉は最大威い力りよくで破は裂れつする。

　蠅の群れの中心でおおきな爆ばく発はつが発生し、虫たちは焼やけ焦げて木こっ端ぱ微み塵じんになる。将軍御座所がびりびりと震しん動どうした。すこし距きよ離りを置いたとはいえ『蛍』の爆弾は強力だ、衝しよう撃げきと火の粉がこちらにも伝わり、『女王蜂』がうるさそうに目を細める。

「ぺっ、ぺっ！」

　口のなかに這入った蠅を嚙かみ殺して、唾つばとともに『蛍』は吐はく。

　そんな『蛍』を片手で抱だきあげたまま、『女王蜂』が心配そうに覗きこんでくる。

「だいじょうぶか、『蛍』？　何だこの蠅の大群は──攻撃、か？」

　ただの嫌がらせ、とすら思えた。物理的な破は壊かい力はほとんどなかったのだ。

　理解不能な『蠅王』のやりくちに、経験豊富な『女王蜂』も困こん惑わくしていた──。

　その瞬間である。

『蛍』が、己を抱きあげた『女王蜂』の腕うでを摑んだ。

　そして、その怪力で呆あつ気けなくへし折る。

「ぐ……!?」

　思わず『蛍』を取り落として、『女王蜂』が目を白黒させた。そんな彼女のそばで『蛍』は独こ楽まのように回転し、無防備な『女王蜂』の腹部に強きよう烈れつな張り手を打つ。巨きよ大だいな『女王蜂』が、軽く宙に浮うくほどの容よう赦しやない一いち撃げきであった。

　折れた腕から骨をつきだし、おおきく吐と血けつした『女王蜂』の首筋に──。

『蛍』が、ちいさな身体を跳はねあげるようにして回し蹴げりを炸さく裂れつさせる。

「がっ……!?」

　あえなく吹ふっ飛び、『女王蜂』が自ら築きあげた障バリ壁ケードに激げき突とつする。鉄骨が歪ゆがみ、おおきく軋きしんで音をたてた。満足せずに、『蛍』は弾だん丸がんのごとく接近して何度も何度も『女王蜂』の全身を殴おう打だする。

　一撃ごとに骨が砕くだけ、血が飛び散る。

　頑がん丈じような『女王蜂』がぐったりするまで『蛍』は連れん撃げきを繰くりかえし、障バリ壁ケードが音をたてて崩くずれていく。『女王蜂』は失神寸前の曖あい昧まいな顔をあげて、『蛍』を不思議そうに見た。

「ほ、『蛍』？　何を──？」

　そんな『女王蜂』の正面で『蛍』は両手を腰こしだめにし、首を切り落とすように、左右から交差するクロス手刀チヨツプを叩たたきこんだ。

　頸けい椎ついと食道、大動脈など主要な器官が詰つまった脆もろい首筋を強打され──『女王蜂』が今度こそ白目を剝むいて、頭を垂れる。長い黒くろ髪かみが、床でとぐろをまいた。

「あ、あれ……？」

『蛍』は、きょとんとした。

　目の前の『女王蜂』と、己の手のひらを交こう互ごに眺ながめて、自分自身が為なした凶きよう行こうが理解できずに小首を傾かしげる。

「何で、ぼく、『女王蜂』を……？」

　そして口元に手を添えて。

「う、うげぇえ……！」

　その場に膝ひざを折ると、嘔おう吐とした。
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　胃液までたっぷりと吐いて、それでも嘔吐感に苦しみ、『蛍』は喘あえいだ。

　身体を折って我が身を抱だきしめ、痙けい攣れんする。

「げえ、ええ、うぇえ──」

　自らの吐と瀉しや物に顔を埋うずめるようにして突つっ伏ぷした『蛍』の全身には、異様に血管が浮かび、複雑怪かい奇きな文様が描えがかれているようだった。思うように身体が動かず、起きあがろうとしてまた転てん倒とうし、目を白黒させる。

「な、何を」

　口くちの端はしから涎よだれを零こぼし、それを拭ぬぐうこともできずに。

「ぼくに、何をした……？」

　掠かすれきった声で、そう問うた。

　悶もだえ苦しむそんな『蛍』を、うっすらと微笑ほほえんだ『蠅王』が傲ごう岸がんに見下ろしている。その周囲には蠅の大群が天てん女によの羽は衣ごろものようになびいていた。

　やはり不自然に宙に浮かんだまま、優ゆう雅がに腰こしを降ろすような仕草をして。

『大奥』の女王は、露出したままの両足を組んだ。

「免アナ疫フイ過ラキ剰シー反・シ応ヨツク、ってぇ表現は語ご弊へいがあるけど──そんな感じかなぁ？」

　出来の悪い生徒を教え諭さとすように、滔とう々とうと。

「覚えてるかぁ？　以前、おまえは『黒船』の大幹部『モモ』と交戦し──その武器である『零ぜろの太た刀ち・妖よう刀とう村正』によって手傷を受けた。そのときに、毒を流しこまれたのさ。あいつが毒をよく扱あつかうことは、おまえも知ってんだろ？」

　耳障りな蠅の羽音のなかで、不気味に語る。

「爆発物を扱うおまえにはわかりやすいだろうが──それは、時限爆ばく弾だんだったんだ。蠅の卵と、その成長を猛もう烈れつに促うながす薬液で構成されていた『モモ』の毒は、どんな内科・外げ科かの医術でも摘てき出しゆつできずにおまえの体内に残存し、休きゆう眠みんしていた」

　そうだ。

『蛍』は以前、将軍御ご座ざ所しよで『黒船』大幹部『モモ』の奇き襲しゆうを受け、からくも退けたが──手傷を負っていた。

　太ふと股ももを串くし刺ざしにされ、深い傷を受けたのだ。

　再生能力の高い『蛍』は疵きず痕あとが塞ふさがったことで安心し、完治したものと思っていたが──甘かった。あのときすでに、『蛍』の体たい内ないには『黒船』の悪意が仕込まれていたのだ。

　そういえば疵痕には、何度も違い和わ感かんをおぼえていた。むずむずする、痛つう痒よう感を。

　それは己の体内に蠅の卵が息づいていたから、だったのか。

「その無数の蠅の卵は先ほどあたしが放った蠅の群れに触ふれることで刺し激げきを受け、活性化し、一いつ斉せいに孵ふ化かした──ってわけだ。孵化した蠅の子供たち、蛆うじ虫むしたちはおまえの豊富な生命力を糧かてにして無限に繁はん殖しよくし、おまえの体内を食くい荒あらしている」

　それは、ぞっとしない事実だった。

　己の肉のなかで羽虫の群れが蠢き、喜んで交雑し、繁殖している。今すぐ全身を搔かきむしって卵を搔きだしたいぐらいだが、指先すらも動かせない──。

「それらの蠅は特別製でね、ほとんど目では見えないほどちんまりとしていて、細さい胞ぼうのひとつひとつに寄生して乗っ取る。無限に増えつづける蠅はいずれおまえの体内すべての細胞を支配し、占せん拠きよする。脳まで達すれば、おまえはあたしの可愛かわいい操あやつり人形さ」

「それが、おまえの──能力か？」

『蛍』は全身を食い荒らされる激痛と不気味さに、正気を失いそうなほどだったが、それでも必死に問うた。

　状じよう況きようは極めてまずい、だがせめて情報をすこしでも集める。

　敵を知り、把は握あくして──対策を見いだし、倒たおす。

　それが『大奥』の戦いだ。

「あたしの能力で、できることのひとつ──ってとこさ。長生きしてっとね、いろいろ小こ技わざが増えるもんさ。退たい屈くつしのぎに覚えた芸も、研とぎ澄すませば武器になるってね」

　のらりくらりと、『蠅王』はのたまう。

　まぁ、圧あつ倒とう的優位に立ったからといって、油断してくれる相手でもなかろう。ぺらぺらと、娯ご楽らく小説の悪役のように、何もかも語ってくれたらよかったのだが。

　だが『蛍』にはもうひとつ、聞いておくべきことがあった。

「ぼくの体内に蠅の卵を仕込んだのは、『モモ』だと言ったな──つまり、おまえは『モモ』と協力関係にあるのか？　外敵と、『黒船』と手を結んでいるのか？」

『百手姫』の報告は正しかったのだ、と『蛍』は遅おそまきながらに納なつ得とくした。

『蠅王』がすべての黒幕かもしれない。城下町に武器をばらまき、国内の情勢を乱し、異国の勢力とすら繫つながって何かを目もく論ろんでいる。

　そんな荒こう唐とう無む稽けいとすらいえる陰いん謀ぼう論を、もっと真ま面じ目めに検討しておくべきだった。

　でも、『蛍』には信じられなかったのだ。

　ありえない、話だったのだ。

「なぜ、そんなことを？　異国の勢力と、『黒船』と共きよう闘とうするなんて、誇ほこりはないのか！　お、『大奥』を、幕府を──この国の四百年の泰たい平へいを、売り払うつもりか！　裏切るつもりか、『大奥』の女王なのに！」

「ぎゃんぎゃん喚わめくなよぉ、負け犬の遠とお吠ぼえっぽくて恥はずかしいぜぇ？」

『蠅王』はまるで悪びれずに、節足のような己おのれの髪かみの先を、指先で弄いじくりながら。

「まぁ、あたしの考えてることなんか、わざわざ聞かなくてもすぐに理わ解かるさ──おまえの脳みそが孵化した蠅でいっぱいになったら、な。何の疑問も抱かずに、いい気分になって、すべてがど～でもよくなるよ？」

　蟲むしの羽音とともに、耳みみ障ざわりな笑い声を響ひびかせる。

「脳みそが蛆虫に貪むさぼり食われる音を聞きながら──いい夢見なよぉ、『蛍』ちゃん？」

「ぐ、うう……うあ」

『蛍』は恥はじ知しらずな『蠅王』をせめて面めん罵ばしたかったが、そんな余よ裕ゆうすらない。身体からだの内側で次々と蠅が孵化し、肉をうまそうに囓かじって啜すすり、新たな卵を産みつづける。

　気持ち悪くて、『蛍』は何度も吐いた。

　身体が懸けん命めいに、蠅の支配に抗あらがおうとしている。

　だがいずれ耐たえきれなくなり、この身体も、脳も、心もすべて蝕むしばまれ占拠される。

　嫌いやだ。

『大奥』を裏切り平和を穢けがした邪じや悪あくの、手先になんかなりたくない。

　ようやく──平和な時代が訪おとずれるはずだったのに。

　誰だれもが笑って幸せに暮らせる、『大奥』になるはずだったのに。

　そのために、おおくの血が流れてきたのに。

　すべてを台無しにし、波乱と死をばらまくこの毒婦の──従順な下僕になど、なりたくなかった。それだけは、魂たましいが拒きよ否ひした。

『蛍』は懸命に御み仏ほとけに祈いのる。念仏を重ね、信しん仰こう心と輝かがやく誇りを胸に、立った。

　舌を嚙かみ己に活をいれ、くちびるの隙すき間まから血を垂らして、息も荒あらく身構える。

　感心したように、『蠅王』が「おっ」という表情で目を丸くした。

「おお、すげぇ根こん性じよう。でも寝ねてろよ、無理して気が触れても知らねぇぞ？」

「黙だまれ、売ばい国こく奴ど！」

　叫さけぶと、『蛍』は己の腹部に左の拳こぶしを添そえて、爆弾化能力を使用した。

　左拳の梵ぼん字じが刻まれた手て甲こうは、常に爆弾化してある。それが己の身体と密着したまま炸裂する。血が、肉が削そげて弾はじける。体内で渦うず巻まくいやらしい蠅や卵ごと。

『百手姫』は、『鎌切』との対決の最中──己の身体に仕込まれた『蛍』の爆弾すら武器にして戦い、そして勝利した。

　彼女に憧あこがれている。

　すべてを捨てて、たったひとつの願いを摑つかむために、もがれた腕うでを伸のばす彼女を。

　哀かなしみを痛みを刃やいばにして、愛のために戦っている彼女を。

『蛍』も、彼女のようになりたい。

　ともに肩かたを並べ、支えあうことができなくても──せめて、その背を追いたかった。

　夢と憧れをこめた自傷行こう為いが、『蛍』の体内を震しん撼かんさせる。それは、ただの自や棄けっぱちではなかった。『蛍』の体内で蠢うごめいているのは蠅──生物だ。生物は、体内に水分を抱かかえているため、あまねく震しん動どうに弱い。

　体液の循じゆん環かんが阻そ害がいされ、機能不全を起こすのだ。

　激げき震しんさせられ、生命活動に支障をきたし、すくなくとも数すう瞬しゆんは活動を停止する。

　爆ばく発はつが直ちよく撃げきした部分の蠅は蒸発し、あるいは焼やけ焦こげ吹ふっ飛び無に帰し、そこ以外の場所に巣食った蠅もまともには動けなくなる。

『蛍』の体内を捕ほ食しよくするのを、ほんのわずかでも──中断する。

　その刹せつ那なのみは、自由になれる。

「あ、あああ……！」

　失神するほどの激痛を、けれど『蛍』は堪こらえて吼ほえる。

　同時に両の靴くつ裏うらに仕込んだ爆弾も、破は裂れつさせた。足の裏が焼け焦げ、爪つめが砕くだけ指が折れる。もはや、まともに歩くことも困難になったろう。

　けれど、爆発の衝しよう撃げきで、『蛍』は弾だん丸がんのように飛ひ翔しようした。

　錐きり揉もみ回転し、傲ごう慢まんにこちらを見下ろす『蠅王』へ向かって、真っ直すぐに飛ぶ。

　厳しい修練を積んだ『蛍』は己の足を砕き散らしながらも、空中で器用に姿勢を制せい御ぎよして、唯ゆい一いつ──無傷の右拳をおおきく引いてちからをこめた。

「仏敵、誅ちゆう滅めつ！」

　右拳を装そう甲こうした手甲の梵字が、熱に反応して真っ赤に染まる。膨ふくれあがった熱量は最大威い力りよくの爆弾化能力の証あかし──瞬しゆん時じに、破裂した。手甲を、拳を潰つぶして放つ『蛍』の奥の手、爆ばく竜りゆう拳けんが『蠅王』の澄まし顔に炸さく裂れつする。

　手て応ごたえはあった。

　己自身を吹っ飛ばした勢いを推進力とし、全身でぶつかるようにして放った爆竜拳だ──『蛍』に、これ以上の出力はだせない。

　全身全ぜん霊れいをこめた一いち撃げきが、『蠅王』の顔面を砕いて、首から胸むな元もとまでも吹っ飛ばす。

　けれど──。

「んお、びっくりした」

　吞のん気きな声が、響く。

　宙を滑かつ空くうしながら『蛍』は見た。首を失った『蠅王』は平然と、腰かけたまま。その欠落した部分に蠅の群れが寄り集まり、ぐちゃぐちゃと不気味に融ゆう合ごうする。

　完成したのは、『蠅王』の生首である。

　それを自らに接着し、『蠅王』は元通りになってしまった。

　先ほども『女王蜂』の断裁チエーン機ソーで真っ二つにされながら、呆あつ気けなく復活していた。不死身か、この女。だが、それも『蛍』の想定内だ。

　爆竜拳で倒せていれば、最善だったが──。

　こちらを確実に制することができると判断したからこそ、警けい戒かい心しんの強い『蠅王』は姿を見せたのだろう。勝てない。たとえ死力を尽つくしても。

　倒せない。殺せない。ならば──せめて、次に繫ぐ。

『蠅王』が爆ばく散さんし、再集合して復活するまでのわずかの間に、『蛍』は勢いのままに将軍御座所の壁かべを貫かん通つう──屋外へと飛びだしていった。

　倒せないなら、撤てつ退たいする。そういう判断だった。

　豪ごう雪せつが吹きすさぶ外へ。

　将軍御座所は大おお阪さか城の中腹だ、かなりの高さがあった──落ちて無事に済むはずもないが、『蛍』は死のキル・領域ゾーンからからくも脱だつ出しゆつできたのだ。
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　重力に従って、『蛍』が真っ逆さまに落下していく。着地点は大阪城の周りをぐるりと取り囲む堀ほりである。わずかなあと、着水音とともに、水柱があがった。

「へぇ──」

『蛍』があけた壁の大穴から、『蠅王』は興味深そうにそれを覗のぞきこむ。

「なぁんだ、ちったぁ考えてるじゃん」

　吹きこむ雪のなか我が身を抱だきしめ、ぶるぶると震ふるえると。

「勝てぬと判断すれば、退くか。猪ちよ突とつ猛もう進しんなやつだと侮あなどってたよ──『蛍』ちゃんよ」

　けらけらと笑って、『蠅王』は手て拍びよう子しを打った。

「だが、その体内では無限に蠅が繁殖をつづける。内側から貪り食われつづける地じ獄ごくの苦しみに、どこまで耐えられるかねぇ？」

　だがすぐに、真顔になると。

「ろくに動けもしねぇはずだが、放置しとくのも気分がよくねぇかな──」

　何やら思案している『蠅王』のそばに、気配が発生する。

　気づいて『蠅王』が視線を向けた先──将軍御ご座ざ所しよの入り口付近に、いくつもの人ひと影かげがいつの間にか出現していた。

　入り口を塞ふさいでいた障バリ壁ケードは、先ほど『女王蜂』が激げき突とつしたことで崩くずれている。その奥、廊ろう下かの向こうから次々と、異形のものたちが姿を見せていた。

　どれも、少女に見えた。大奥女学院の制服をまとっている。だが奇き妙みようなことに、その頭部や露ろ出しゆつした腕や脚あしにぐるぐると革帯ベルトを巻きつけており、その素す性じようが知れない。革帯ベルトの隙間、唯一──露出した口から、べろりと舌を垂らしている。

　妖よう怪かいじみた少女たちは、失神した『女王蜂』を手て際ぎわよく荒あら縄なわや鎖くさりで拘こう束そくし、主人の命令を待つ子犬のように『蠅王』に顔を向けた。

　革帯ベルトで完全に視界が塞がれている態ていなのに、その動きには淀よどみがなく、よく訓練された兵隊のようだった。

　この少女たちは、『蠅王』が産みつけた卵によって脳まで食いつくされ、操あやつり人形となった存在だ。便べん宜ぎ的に、『蠅王』はこの己の手て駒ごまたちを『蟲むし兵へい』と呼んでいる。

『蛍』も全身が食いつくされれば、この『蟲兵』として再調整し、己の下僕とする予定だ。

　完全にこちらの制御下にある『蟲兵』たちは、一糸乱れぬ動きで『蠅王』の周りに集まって、ひれ伏ふす。露出した舌から涎よだれを垂らすその少女の成れの果てたちは、みじめだ。

　そんな木で偶く人形たちを、『蠅王』は優ゆう雅がに眺ながめた。

「よぉしよし、可愛かわいいあたしの子供たち──よく働いたら死なせてやるから、尻しつ尾ぽをふって従いなよ？」

　蠅の群れがつくった玉座に、気怠げに寝そべると。

　指をふって。

「うう、寒ぃ……。何人かで、将軍御座所の修復をしろ。しばらく、ここを拠きよ点てんにして動くつもりだし。『女王蜂』は厳重に拘束して──そうだな、地下監かん獄ごくにでも放ほうりこんどけ。『絲妃』がつくった牢ろう獄ごくだ、あそこに閉じこめときゃあ誰も逃にげらんねぇ。『吸ばん血ぱい姫あ』ちゃんがあけた脱出経路──穴も、もう塞いであるんだろ？」

　首しゆ肯こうし、機き敏びんに動く『蟲兵』たちを、『蠅王』は気分がよさそうに眺めると。

　口元に手を添えて、思案げに。

「『蛍』ちゃんはどうすっかな──手負いとはいえ、捕ほ獲かくすんのは大変そうだな。あたしは寒いの嫌だから、外にはでたくねぇし。『蟲兵』じゃあ、細かい判断ができねぇから、うっかり殺しちまうかもしんない。『蛍』ちゃんは、生きたまま奴ど隷れいにしたいんだよな」

　すこし考えこんでから、いいことを思いついたように、艶えん笑しようを浮うかべる。

「そうだ──本来の用よう途ととはちがうけど、あれを使ってみるか」

　手を打ち鳴らし、呼びかける。

「おい、『雹ひよう』はいるか？」

　その言葉に反応し、『蟲兵』たちが左右に引いて、道をあける。

　やや遅おくれて、のっそりと──禍まが々まがしい少女が、姿を見せた。

　美しい少女だった。

　二は十た歳ちにすこし届かないぐらいか、幼いたい気けさと成熟を均等にあわせもつ、まさに思春期の少女──ほんのわずかな青春の、最後の一いつ瞬しゆんを切り取ったようだった。

　けれど、周りの『蟲兵』たちと同じく──脳まで蠅に食いつくされているのか、その双そう眸ぼうは虚うつろで、肌はだにも血の気がなく、うそ寒い無表情だ。動きも、どこかが壊こわれた機械のように、ぎくしゃくとしている。

　基本は『蟲兵』と共通の雰ふん囲い気きだが、細部が異なる。

　特別製の、『蟲兵』──というふうな、風ふう貌ぼうである。

　ほとんど全ぜん裸らだ。艶なまめかしい起き伏ふくのある身体からだの、局部のみを革帯ベルトで巻いて隠かくしている。頭部は『×』のかたちに交差した革帯ベルトで巻いているが、双眸や鼻筋、口元は見えていて、その少女の麗うるわしい顔立ちはほとんど隠されていない。

　凍いてついたような氷色の髪かみも晒さらされていて、吹きこむ風にそよいでいる。

　ぺたぺたと裸足はだしのまま歩いてくる少女を、『蠅王』は満足そうに見やった。

「『雹』、おまえが『蛍』ちゃんを追え。『蟲兵』を何人かつけてやる」

　愉ゆ悦えつに満ちた笑え顔がおで。

「『蛍』ちゃんはちょうど、序列三位だったか──かつて地獄の第三位が代名詞だったおまえと、新旧対決ってのも気が利きいてんだろ？」

「…………」

『雹』と呼ばれた美しい少女は、無言で頷うなずいた。

　その口を、おおきく限界まで開く。

　だらりと舌が垂れて、喉のどの奥から何かがせりあがってくる。

　それは、巨きよ大だいな蠅である。『雹』の華きや奢しやな身体のどこに収まっていたのか不可思議な、彼女の頭部よりもおおきな蠅は得体のしれぬ体液に濡ぬれたまま、ぼとりと床ゆかに落ちる。

　そして、空気を吸いこむように身み震ぶるいして、瞬時に膨れあがった。

『雹』と同じぐらいのおおきさにまで巨大化した蠅が、濡れた羽をおおきく広げる。その蠅の黒光りする背中に、『雹』は両足を乗せた。

　瞬しゆん間かん、蠅は『雹』を乗せたまま飛びたち──壁にあいた大穴から、発進する。

　同様に己おのれの体内から巨大な蠅を吐はいた『蟲兵』たちも何人か、あとにつづく。

　無む慈じ悲ひな追っ手が、孤こ立りつ無む援えんの『蛍』を駆かり立てるために放たれた。

　それを見送り、『蠅王』は愉しげに目を細めると。

「さぁて、これで『大奥』は片付いた──皇居襲しゆう撃げきで時間を食った秀影くんたちは、何もかもに間にあわない。『黒船』がちと心配だが、まぁ『モモ』ちゃんも必死だ、巧うまくやってくれるだろ。……これで詰つみだ、すべて終わる」

　空腹をおぼえたみたいに、舌なめずりをすると。

「決して誰だれにも邪じや魔まはさせない。四百年も待ったんだぜぇ、そろそろ良い目に遭あわせてくれよ？　すべての夢を食くらって、あたしはあたしの夢を産さん卵らんする。文句があるなら、かかってこいやぁ──」

　世界のすべてに宣戦布告するように、そう言った。




　歪ゆがんだ歴史の最果て、血まみれの現代。

　再びこの世の地獄と成りはてた『大奥』の頂点で──亡ぼう霊れいが、悲劇の火ぶたを切る。







　第一幕　白河夜船　うたかた
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　さくらは両目を、うっすらと開いた。

　見えたのは天てん井じようだ。

　盆ぼん状の照明から垂れた紐ひもスイッチの先せん端たんには、桜の花びらの飾かざり。

　枕まくら元もとで甲かん高だかい騒そう音おんを響ひびかせているのは、とぐろを巻いた蛇へびのかたちをした目覚まし時計。寝ね返がえりをうちながら、さくらは眉まゆをひそめて手を伸のばす。億おつ劫くうがって寝ね床どこからでないまま手て探さぐりしたが、指先は何も摑つかめずに「あぁもう」と唸うなって起きあがる。

　そっと撫なでて、目覚まし時計を停止させると。

　添そい寝ねしていた銀色の犬だか狼おおかみだかのぬいぐるみを抱だきよせ、欠伸あくびを漏もらした。

「ふあ──」

　目元を擦こすって、あらためて己の周囲を見回した。

　そして一瞬、不思議な感覚に囚とらわれる。

　前後不覚、のような。自分がどこの誰で、これまで何をしていたのか一瞬よくわからなくなってしまったのだ。どうも、まだ寝ね惚ぼけているのだろうか。

「んん……？」

　骨が軋きしむような倦けん怠たい感をおぼえながら、ベッドに「ぺたん」と女の子座りしたまま。

　ちいさな部屋だ。全体的にこぢんまりとしている。よくいえば可愛らしい雰囲気。本ほん棚だなに並ぶのは園芸や農業などの関連書しよ籍せきや、図ず鑑かんなど。少女漫まん画がもちらほらと。

　きちんと整理された学習机。あんまり触さわっていないような型遅れのパソコン。

　穏おだやかな桜色の壁かべ紙がみ。吊つられている制服。小型の扇せん風ぷう機きがゆるやかに回頭している。

「………？」

　やはり何かが、足りないような。あるいは根本的なところで、ずれているような。

　奇妙な感覚に当とう惑わくしながらも、やはりまだ寝惚けているのだろう──と結論する。

　ここは自分の部屋だ。幼いころは姉といっしょの部屋だったけど、お年とし頃ごろになって自分も一人部屋がほしいとねだったのだ。母は渋しぶったけれど、剛ごう毅きな父がかんたんに許してくれた。部屋の真ん中に仕切りを立てて、北側が姉、南側がさくら──。

　ちゃんと、覚えている。

　そのはずなのに──どうして、しっくりこないのだろうか。

「ん～……？」

　さくらは首を傾かしげ、しばし己の身にまとっているパジャマを指先で弄っていたが。

　まずは顔を洗ってしゃっきりしよう、考えるのはそれからだ──とベッドの横に置かれていたもふもふのスリッパに足をいれる。そして立ちあがった。

「うあっ？」

　バランスを崩しかけて、何歩か蹈鞴たたらを踏ふんでしまった。どうにも、身体が重たい。

　疲つかれているのだろうか。

　思いつつ、己の指先を眺め、くるぶしのあたりを撫でた。どうにも馴な染じまない、というか不自然な感じがする──自分に、血の通った両手や両足があるなんて。懐なつかしい、ちいさな子供のころに着た服に袖そでを通したみたいだ。

　しばし手のひらを開閉したり、のびをしたりした。

　そして、己自身を反はん芻すうする。自分の名前は、さくら。どこにでもいる、ごく平へい凡ぼんな中学生。お勉強はそれなりに真ま面じ目めにやっているが、教科によって得意不得意の差がおおきい。どちらかというと、身体を動かすほうが好きだ。

　ぶつぶつと、口のなかでそんな己の情プロフ報イールを転がしながら、部屋の出入り口まで歩いた。

　並べられた観葉植物。

　そっと扉とびらを押し開けた。その動作も、目に見える光景も何もかも──慣れている、はずなのに。夢を見ているみたいに、どこか現実感が希き薄はくだった。

　寝惚けていても、目を瞑つぶっていても慣れた自宅だ、どこに何があるかはわかる。扉の向こうにちいさな洗面台、そこで顔をじゃぶじゃぶと洗った。冷水をタオルで拭ぬぐいながら、顔をあげる。正面の鏡に、自分自身が映っていた。

　そこそこ自信のある、それなりに整った己の顔。猫ねこのような双眸。

　寝ね癖ぐせでやや乱れた、長い黒くろ髪かみ。

　あれ──と、またすこし不思議な感じがして目を瞬しばたたかせた。洗面台に置かれていた、桜の花びらを模した髪かみ飾かざりを拾いあげて、頭に添えてみる。これで、いつもどおりの自分。そのはずなのに。

　やや寝ね乱みだれていたパジャマを、そっと直した。まろび見えていた肩かたのあたりには、もちろん継つぎ目などない。つるりとした、血色のいい肌だ。継ぎ目……？　どうにもやっぱり寝惚けている。溜ため息いきまじりに廊ろう下かを進み、階段を降りた。

　まだ身体のバランスがすこしおかしい気がして、ふらふらと、階段を踏み外さないように気をつけながら進む。すぐ正面に我が家のリビング兼けんダイニングがあった。

　扉をそっと開いて、踏みこむ。

「おはよう～」

　ぼんやりと挨あい拶さつしながら、室内を見回した。

　おおきな窓から差しこむ朝あさ陽ひ。ここにも観葉植物がいっぱい。いい匂においがして、さくらは鼻を動かした。こんがり焼いたトーストと莓のジャム。ベーコンエッグ。ミルクをたっぷり注いだ珈コー琲ヒー。つけっぱなしのＴＶでは朝の占うらないだの芸能人だの天気予報だの──。

　部屋に面したベランダでは、大おお柄がらな父がプチトマトとかアスパラガスなんかに水をやったりしている。煙草たばこをくゆらせ、さくらにも遺伝した朝の弱さで眠ねむいのかぼんやりと、右に左に揺ゆれながら。

　それを、すこしほっとして眺ながめてから──ダイニングテーブルに置きっぱなしにしていたスマートフォンを、そっと手に取る。新着メールはあるかしらん。

「さくら、まずは朝ご飯を食べちゃいなさいよ」

　涼すずやかな声がした。

「さっきからたくさん着信してたわよ、また彼氏くん？」

　興味なさそうに言いながら、姉が先に朝食をとっている。ちょうどよくきれいに食べ終えて、新聞を広げていた。小難しげな政治面だの何だのを読んでいる。すでに制服姿で、生き真面目そうな風ふう貌ぼう。短めの黒髪。ちょっと可愛かわいらしい眼鏡めがねをかけている。

「お姉ちゃん」

　呼びかけつつ、さくらは着席した。自分の部屋からもってきてしまったぬいぐるみを膝ひざのうえに置き、姉が食べ残した自家栽さい培ばいのプチトマトをつまんで口にいれる。

「いつも早起きだね、何か秘ひ訣けつとかあるの？」

「べつに、規則正しい生活をしてるだけなんだけど」

　姉は素そっ気なく応こたえながらも、ちょうど焼けたトーストをお皿にのせて、ジャムまで塗ぬってこちらに差しだしてくれる。珈琲に角砂糖も添えて、さりげなく。

「ありがとう、お姉ちゃん」

　至いたれり尽つくせりだ、ありがたく朝ご飯をいただく。

　トーストに豪ごう快かいにかぶりついていると、姉は苦にが笑わらいをした。

「仕方ない子ね、さくら。いつまでも、世話が焼けるんだから」

　何だかその口調も、態度も、見た目も──やはり違い和わ感かんがあるけど。

　寝惚けているのだ、まだ。さくらはそう思った。このひとは、自分のお姉ちゃんだ。

　うんうん頷うなずいているさくらを、姉は可愛らしいものでも見るように眺めてから──さっさと新聞を折りたたみ、立ちあがった。

「あたしは先に学校行くから、あなたも着き替がえてさっさと準備しなさいよ」

　学生鞄かばんを軽かろやかに拾って。

「宿題はちゃんとやったんでしょうね。あなたがしっかりしないと、なぜかあたしまで先生に怒おこられるんだからね？」

「しゅ、宿題？　やったよ～？」

　たぶん、と小声で応えると、姉は呆あきれたように眉をひそめてから台所に向き直った。

「行ってきます」

　台所では、母がフライパン片手にベーコンエッグをつくっている。

　いちどだけ振ふり向むいて、行ってらっしゃい、と手をふった。

　和なごやかな、家族の団らん。

　幸せな、日常。

　そのはずなのに、やっぱり何だか違和感があって──さくらは、不安になった。

　さくらはトーストをくわえて、玄げん関かんに向かう姉の背中を子こ猫ねこのように追いかける。靴くつを履はいている姉が、不思議そうにこちらを見た。

「なぁに？　見送ってくれるの？」

　変な子ね、と言いながらさくらの寝癖を直してくれる。

　くすぐったい。

「行ってらっしゃい、お姉ちゃん」

「うん。あぁ、見送りはここまででいいわよ。パジャマのまま外にでないでよ、みっともないんだから」

　優ゆう雅がに立ちあがると、姉はこちらに向き直った。

「身だしなみを整えてから、あなたの行くべきところに行きなさい」

　そして微笑ほほえんだ。

　それを見て、さくらは何だか理解してしまった。本能が、心がすべてを察した。そうだ、自分は姉についていってはいけない。見送るぐらいしか、できない。まだ、自分は姉と同じところに行くべきではないのだ。

　姉の夢見たこの平和な日常を、現在を、自分は否定してしまったのだから。

「ちいさな、可愛い──あたしの、さくら」

　そっと、姉が顔を寄せてきて、内ない緒しよ話でもするみたいに小声でつぶやいた。

「あたしは、ほんのすこしだけ時空間を超ちよう越えつした存在になっている。だから、あなたの未来についても、わずかに知っている。警告するぐらいしかできないけど、気をつけて──あなたは、これまでのすべてがぬるま湯だったと思えるぐらいの困難に、直面する」

　早口で、息せききって。でも、心配そうに。

　けれど、さくらは姉のくちびるにそっと指を添えて、首をふった。

「わたしは、まだ現在を生きてるよ。未来のことなんか、知りたくない。ううん、未来は自分で摑つかみ取るよ──お姉ちゃんを否定した瞬しゆん間かんに、わたしはそんな人生を選んだんだ。だから心配しないで、お願いだから」

「そっか」

　そうだったわね、と姉は困ったように肩をすくめた。

　そして笑った。

　姉妹だから、さくらとよく似た笑え顔がおだった。

「あたしはいつでも、あなたの幸せを祈いのってる。もう、見守ることもできないけど。あなたのなかに、あたしは生きてる。それがあなたを守ってくれることを願うわ。ほんとに苦しくなったら、いつでも逃にげてきていいからね」

　お小言のように告げてくると、最後にいちどだけ抱だきしめてくれた。

　体温。肉親のあったかさ──そこには、ほんのわずかの違和感もなかった。

「幸せにね、さくら」

「うん」

　さくらも、姉をそっと抱きしめた。

　すぐに離はなれて、それでお別れだった。

「行ってきます」

「行ってらっしゃい」

　どちらがどちらの言葉を口にしたのかは、わからない。

　姉妹の道は永えい劫ごうに分かたれ、けれど心はいつでも繫つながっている。

「さよなら、お姉ちゃん」

　そっと告げると、踵きびすをかえす。

　あったかもしれない輝かがやかしい日常に、背を向けて。

　さくらは戦場へと、進みゆく。

　己おのれの人生へと。
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　さくらは、おおきく目を開いた。ぱちくりと瞬まばたきする。

　夢を、見ていた気がした。あったかくて輝いていて、けれど何だかすこしだけ哀かなしい夢を──そう、夢だ。夢にしておこう。

　想像はできる。姉は──『モモ』と名乗っていたあのひとは、『黒船』の旗き艦かん『黒曜石』を第二の『時空間爆ばく弾だん』とすることで歴史の改変を目もく論ろんだ。時空を歪ゆがめ、己の望む歴史を紡つむごうとしたのだ。母に愛されたかった、たったそれだけの、けれど切実な理由で。

　たぶん、いまだ余よ韻いんの残る先ほどの不思議な夢は──。

　あのひとが望んだ未来を、あるいは現代を、垣かい間ま見みていたのか。

　そこでは、あのひとは平へい凡ぼんな女の子で──ふつうに愛し愛されて、日常を満まん喫きつしているようだった。それならいい、そうであってほしかった。ほんのわずかにも救いがなく、望みが果たせず痛みと苦しみだけを味わって、死んでしまうよりは。ひとつの願いも叶かなわないよりは。そんな絶望よりも、この時空間での実際よりも、ずっとよかった。

　あのひとは、あのひとが望んだ人生のなかで、現代のなかで満足して生きている。

　もう手の届かない、どこかのべつの世界で。時空間で、あのひと自身が並パラ行レル世ワー界ルドなどと呼んだ──どこか遠くの、ＩＦもしもの世界で。

　そう信じた。期待し、祈った。

　そして、さくらは己の人生に向き直った。

「……ん、んん？」

　何度か確かめるように瞬きしてから、さくらは当とう惑わくした。

　己の置かれた状じよう況きようが、よくわからない。

　お湯のなかにいるようだった。

　ほかほかとした湯気で、視界が判然としない。お風ふ呂ろに入っているのだろうか、自分は。口元あたりまでお湯にひたされていて、うっかりすると溺おぼれそうだ。

　半身を起こした状態で、いわゆる半身浴をしているようだった。

　慌あわてて立ちあがろうとしたが、無理だ。両手両足の感覚がない。義ぎ肢しを取り外されているようだった。苦労して顔を動かして確かく認にんすると、肩かたの付け根のあたりに包帯がぐるぐると巻かれており、その先は欠損している。

　わりと見慣れた、四し肢しの欠落。そうだ、自分は両手両足を失っており、義肢を接続することでようやく人並みの生活を営める、という不自由な身体からだだった。

　たしか『黒船』との決戦前に新たな義肢──敬愛すべき姉貴分だった『水蛇みずち』が遺のこした技術の結けつ晶しようである、『強化義肢』を繫いだはずだ。

　そこまで考えて、連想的にいろいろと思いだしてきた。

　夢から脱ぬけだし、己自身の現在を──人生を、ようやく取り戻もどせた。

　己は、さくら。『大奥』での源氏名は『百手むかで姫ひめ』。序列四位。諸事情あって『大奥』から離れて活動し、『黒船』勢力との決戦のために愛いとしいひとと別れて死地に臨のぞんだ。そして『黒船』旗艦『黒曜石』に乗りこみ、己の姉である『モモ』と相対し、殺しあった。

　その結果、どうなったのだろうか──結末を見届ける前に、意識を失ってしまったようだ。暴れる『モモ』を羽は交がい締じめにし、己の命を投げだすようにして押し留とどめていた──ところまでは、覚えているけれど。

　その後、どうなったのだったか。まず間ま違ちがいなく死んでいたような状況だったと思うのだが──どっこい生きている、よくわからない。

　もしかして先ほどまで見ていた夢はいわゆる臨死体験だったのかしらん、とぞっとしない想像をしていると。

「あら」

　耳元で、甘やかな声が響ひびいた。

　どうも今さら気づいたが、自分は誰だれかに後ろから抱だきよせられている。ぬいぐるみのように。柔やわらかなものが、後頭部に当たっている。正体不明のものに触ふれられているのは落ちつかず、さくらは苦労して後ろを見ようとした。

　無理しておかしな姿勢をとったせいで、背中と首が引き攣つりそうになる。

「動いてはいけませんよ」

　声が、優やさしく諭さとしてくる。

　己を抱きしめている、誰かの声なのか。

「あなたはまさに、九死に一生を得たのです。生死の境をふらふらとして、しょうじき死んでいないのが不思議なぐらいなのですよ──安静に、していてくださいませ」

　語りながら、こちらの意図に気づいたか腋わきのしたに手をいれられ、後ろに向き直らせてもらえた。口内に溜たまっていたお湯を、さくらは咳せきこみながら吐はく。

　そんな己の口元を、そっと拭ぬぐってくれるのは──。

「お加減は如何いかがでしょう。痛むところや違和感をおぼえるところなどがありましたら、遠えん慮りよなく仰おつしやってくださいまし」

　心配そうに、麗うるわしい女がこちらを見み据すえている。

　赤ん坊ぼうのように、軽々とこちらを扱あつかいながら。

「あなたは──」

　さくらは目をぱちくりとさせて、まだ夢うつつながら、その女の名を舌にのせる。

「『一ゆに本こ角おん』、さま」

「以前にも言いましたが、『さま』などと畏かしこまらなくてもよいのですよ」

　ほんのりと、お淑しとやかに笑っている。

　その女は元『大奥』序列五位──伝説の薬くす師しと名高い、『一本角』である。

　うっとりするような白はく髪はつの、うつくしい女である。眉まゆや睫まつ毛げまでもが白い。おでこから、象ぞう牙げのようなこれも白い角が神秘的に生えている。純白の麗れい人じんは、相も変わらず浮うき世よ離ばなれしていた。

　そうだ、この清せい楚そな貴婦人と──『黒船』での決戦の前、自分は顔をあわせている。

　そして自分は『黒船』の内部へ向かい、『一本角』はこちらの信しん頼らいできる姉貴分である『銀ぎん狼ろう』とともに外部から『黒船』を押し留めるために、残った。戦場はわかれたものの、ともに戦っていたのだ。

　そんな自分も彼女も、こうして無事に生きている。吞のん気きに会話を交かわすことができる。ならばきっと、自分たちは勝ったのだ。

　ようやくその実感がわいてきて、さくらは安あん堵どの吐と息いきを漏もらした。

　同時に痛みを自覚して、呻うめく。『強化義肢』は身体に酷ひどく負ふ荷かをかける。ゆえにこその筋肉痛もあったが──皮ひ膚ふといわず内臓といわず、全身に激痛。とくにお腹なかのあたりが痛むので、触さわって状態を確かめたかったが、四肢のない今はそれも不可能だ。

「あなたの義肢は──『強化義肢』というのでしたか。あれは損傷が激しく、また健康な胴どう体たいなどにも負荷をかけつづけるため、取り外させていただきましたよ」

『一本角』が丁てい寧ねいに、診しん察さつするみたいに告げてくれる。

「あれは、摩ま訶か不ふ思し議ぎな代しろ物ものですね。わたくしも薬師です、医学の心得はありますが──どう扱あつかっていいものかわかりませんでした。専門家に任せるより仕方ありませんね。しばらくはご不便でしょうが、我が慢まんしてくださいまし」

「はい、お手数かけました。おそらく『阿あ呆ほう鳥どり』さんなら『強化義肢』の修復などもできるのでしょうけど」

　実際、『強化義肢』は身体からだ中じゆうから生命力を吸いとるようにして稼か動どうする。装着したままだと快復するものもしない、取り外してもらえていたのは幸いだった。

　ぼんやりと覚えている。『黒船』での決戦で、己は身体が蒸発するほどの衝しよう撃げきと熱量をもろに浴びたはずだ。よく生せい還かんできたものだ。痛みをおぼえるというのはまだ幸いなほうだ──何となく、姉が己を守ってくれたような実感があるけれど。

　同時に、己が口にした『阿呆鳥』という名前から、思いだす。そうだ、『阿呆鳥』や『吸ばん血ぱい姫あ』たち、『大奥』に残った『蛍ほたる』や『女じよ王おう蜂ばち』たち、帰参した『鎌かま切きり』、ともに『黒船』との決戦に臨んだ『銀狼』や『ピカドール』たち、そして誰より秀ひで影かげは無事であろうか。その安否が気になった。戦っているのは自分だけではないのだ。自分が吞気に寝ねている間にも歴史は、状況は動いていたはずだ。戦局は？　現状は？

「わたしは、どのぐらい眠ねむっていたんですか？」

　不安になって問うと、『一本角』は矢も楯たてもたまらぬさくらを制するように、そっと抱きよせてくれる。

「だから動いてはいけません。今のあなたは、休むのが仕事でございますよ」

　窘なだめるように、すこし怖こわい顔をして。

「たいした時間は経過しておりません、せいぜい一昼夜といったところでしょうか」

　心配そうに、こちらの顔面をその胸むな元もとに押しつけてくれるものだから、危あやうく窒ちつ息そくしそうだ。何となく屈くつ辱じよく的だし。

　そうして今さら気づいたが、どうでもいいが──『一本角』は水着姿だった。湯船のなかにいるのだから、ふつうに衣服をまとっていないのは当然だが。『一本角』の神こう々ごうしいともいえる印象に反して、やけに大だい胆たんな水着だ。ちいさな布地から彼女の立派な乳ち房ぶさなどが溢あふれだしてしまいそうだ。さくらはすこし、どぎまぎした。

　そんなさくらの視線に気づいたか、『一本角』がやはり丁寧に語ってくれる。

「あぁ、この湯船にはわたくしの異能力の結晶──治ち療りようの効果がある角の粉末が溶とかしこんであるのです。本来は服用したり、塗と布ふするべきものですが、これでも効果があります。薬湯でございますね、お湯加減は如何でしょう？」

　こちらを気き遣づかうように、そっと支えたまま。

「薬湯には即そつ効こう性はありませんが、まんべんなく全身をゆるやかに治療できます。意識がないあなたに粉末を飲ませるのは難しいですし、急激に快復させては内臓などへの負ふ担たんがおおきいのです。薬も過ぎれば毒となりますからね」

「あぁ、そういうことでしたか──はい、かなり具合がいいです」

　このお湯につかっているだけで、全身が揉もみほぐされるように心地ここちよかった。傷が塞ふさがり、疲ひ労ろうがとろけていくようだった。『一本角』は薬師として最善の判断をしてくれた。

　さすがは『大奥』に名高い伝説の薬師だ、と感心して眺ながめていると。

『一本角』は困ったように、はんなりと胸元に手を添そえる。

「『百手姫』さん、そう見られましても──さすがのわたくしでも、『ない』胸を『ある』ようにはできませんよ？」

「よ、余計なお世話です！　というか誰もそんなこと言ってないでしょう！」

　真っ赤になって叫さけぶと、『一本角』はにっこりと笑った。

「その元気があるなら、大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　そして愛おしそうに頭を撫なでてくれた。

　かなわない。偉い大だいなる、『大奥』の先達──今は安心して彼女に身を任せておけばいいだろう。やはり休むのが、今のさくらの仕事なのだ。

　四肢を取り外された状態では自分だけでは動けない、誰かの世話になる必要があるし。たとえ義肢を装着していようとも、まともに動けないほど疲労困こん憊ぱいしている。

　いい案配の薬湯の温度に安らぎをおぼえながら、『一本角』に頼たのんでまた身体を向き直らせてもらって、自分のいる場所の全体を眺めた。
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「これは──」

　不可思議な光景が、広がっている。

　てっきり銭湯のようなところかと思ったが、どちらかというと海辺のようだった。白い砂すな浜はま、南国風の樹木。そこに打ち寄せる波。潮の香かおり……。豪ごう華かな、貸プしラ切イりベートのビ砂ー浜チといった趣おもむきである。

　だが、どうも屋内である。壁かべや天てん井じようで、四方が囲まれている。ほのかに震しん動どうも感じるし、どうやら全体が動いているようだった。

　船のなか、といった感じなのだが──よくわからない。船内に砂浜があるなんて、見たことも聞いたこともなかった。

　不思議な技術で攪かく拌はんされ、打ち寄せては返す海の水。その只ただ中なかに、さくらの入浴している薬湯がある。ちいさな箱状の湯船だ。透とう明めいな素材でできていて、全体がよく見み渡わたせた。

「えっと……？」

　潮しお騒さいが響くなか、さくらは目を白黒させる。

「不思議でしょう、やはり異国の技術というものは未知なるものです」

『一本角』がやはり赤ん坊に語り聞かせるように、ゆっくりと説明してくれる。

「ここは『黒船』が所有する船せん舶ぱくのひとつ──いわゆる遊覧船、のようでございますね。船の名前はたしか、『紫あめ水じ晶すと』」

『黒船』、という単語に思わず緊きん張ちようするさくらに、『一本角』は「あら、あら」と困ったように苦にが笑わらいした。

「その名のとおり、全体が水晶のように半はん透とう明めいの、淡あわく紫がかった美び麗れいな船でございますよ。そんな『黒船』遊覧船『紫水晶』で──海路にて、我らは大おお阪さか城へと向かっている途と上じようでございます」

「大阪城へ……」

　いろいろ聞きたいことはあったが、とりあえずその点にはさくらは納なつ得とくした。

　それは、必要な行程だ。

　自分の我が侭ままから愛いとしいひとと別れ、さくらは『黒船』へと向かった。そしておそらく、目的を果たした。『黒船』に勝利したのだ。ならば迅じん速そくに踵きびすをかえし、大阪城にて──『大奥』にて己おのれの宿命と相対しているだろう、秀影のもとへと馳はせ参じたい。

　一刻も早く。その意図を、『一本角』などは汲くんでくれているのか。

「ええ」

『一本角』は相あい槌づちをうつだけのさくらの内心を、察してくれているらしい。

　打てば響ひびくというように、ほしい情報を与あたえてくれる。

「あなたはどこまで覚えているかわかりませんが、先だっての騒そう動どうは──『黒船』の大幹部『モモ』の反逆、でございました」

「ええ」

　さくらの姉、『モモ』と名乗っていたあのひとは己の大願成じよう就じゆのために、主君に背そむき恩義をかなぐり捨てて、反逆を起こした。だが、その恐おそるべき野望は潰ついえた。否いな、自分が阻はばんだのだ。

　姉と相対し、血まみれで殺しあって、打ち倒たおすことで。

「結果として『黒船』旗き艦かん『黒曜石』は轟ごう沈ちんし、大破して瓦が礫れきの山と成りはてました。幸い、あなたがたの活かつ躍やくのおかげで本土に被ひ害がいはほとんどなく──最悪の事態は、免まぬかれたのですけど」

　そうだ、下へ手たをすれば『黒曜石』は第二の『時空間爆ばく弾だん』となって、この国の全土どころか歴史そのものを破は壊かいし歪ゆがめ、取りかえしのつかぬ惨さん事じをもたらしたはずなのだ。

　だが、その悲劇のみは避さけられた。

　あれだけの騒さわぎが起きながらも、おそらく落命したのは姉ひとりのみ──。

　それは誇ほこってもよい、戦果のはずだったが。やはり、さくらは心中複雑ではあった。

　それに、自分は『モモ』を止めただけだ。被害が最小限に抑おさえられたのは、『ピカドール』や『赫あか竜とんぼ』などともに戦ってくれたものや、必死に『黒曜石』を押し留めてくれた『銀狼』や『一本角』がいてこそだ。彼女らこそが立役者だ、本心からそう思った。

　自分がしたことは、姉と向きあったことだけだ。重要な一手ではあっただろうが、自分がすべてを救ったとは思えない。できるかぎりに、最善を尽つくしただけである。命をかけて。

「結果として『黒船』は旗艦を失い、為なすすべがなくなり降こう伏ふく。『黒船』勢力は、旗艦『黒曜石』で祖国に帰き還かんすることを目的とした集団──凍イてンセつクトい・ケたー霧ジを突とつ破ぱできる唯ゆい一いつの可能性が潰えた今、彼らは拠よって立つものを失ったのです」

　やはり、自分たちは勝利したのだ。

『黒船』は大幹部の反逆、というほとんど自じ滅めつのようなかたちで終しゆう焉えんを迎むかえたわけだ。

　おおくの犠ぎ牲せいを払はらって、自分たちは恐るべき外敵『黒船』を撃げき退たいしたのである。勝利したのだ。いまだ、あまり実感はないけれど。

　同時に『大奥』『黒船』『新しん撰せん組ぐみ』の三つ巴どもえの様相を呈ていしていた現状は、『黒船』勢力の降伏・敗退によってその一角を失い、様変わりすることになる。

　その結果として、歴史がどう動くのか。

　さくらには、想像することもできない。黙だまって、『一本角』の言葉に耳を傾かたむける。

「凍イてンセつクトい・ケたー霧ジを突破できるほどの船舶はもはやなく、また動かすための動力源もなく、『黒船』勢力は立ち往生するしかありません。彼らはもはや、この国に骨を埋うずめるしかないでしょう。彼らは我らに降伏し、追従し媚こびを売ってでも、この国で生きていくしかありません。それが、彼らの選せん択たくでした」

　もともと『黒船』は事故によってこの国に流れついた異国の船団で、この国の統治者たる幕府──『大奥』どころか、一いつ般ぱん大衆を巻きこみ肥大化している『新撰組』と比べても戦力としては少数だった。

　異国の技術によって優位性を保っていたものの、最大の目的を失った今、意地を張って徹てつ底てい抗こう戦せんしても徒労でしかない。傷が浅いうちに降伏し、最善の未来を模も索さくする。『黒船』勢力はそのような判断をしたのだ。

　もちろん『黒船』のものは全ぜん滅めつしたわけではないが、被害はおおきく、また旗艦を失い目的をなくして、戦力として成りたたなくなってしまった。すくなくとも『大奥』や『新撰組』と真っ向から対たい峙じできるほどの余力は、もはやないのだろう。

　内乱によって疲ひ弊へいし、せめて完全に瓦が解かいせぬように肩かたを寄せあって、慎つつましく生き延びるしかすべがなくなったのだ。

『黒船』は、ひとつの勢力としての規模を保てずどこかの勢力の傘さん下かとして吸収されるか、あるいはゆるやかに衰すい退たいしていくしかないのだろう。

　それを思うと哀あわれではあるが、勝者が敗者を哀れむほどに恥はじ知しらずなことはない。さくらは、彼らの今後について考えるのをいったん棚たな上あげした。

　他人の心配ができる余よ裕ゆうもないのだ。

「『黒船』勢力への処置については、わたくしたちで判断できることではありません。『黒船』の最高指導者を捕ほ虜りよとして、大阪城に持ち帰るしかありませんね」

　そうだ。自分たちも『大奥』で序列を得て、それなりの権力はある。だが、打ち負かした異国の勢力の処しよ遇ぐうをどうするかなど、高度な政治的判断が必要な案件だ。自分たちでは処理できまい。持ち帰って検討する、しかない。

　さくらも、また『一本角』なども幕府に──『大奥』序列一位『蠅べるぜ王ぶる』などに対してはびみょうな立場だ、勝手に動きすぎれば潰つぶされる可能性もある。慎しん重ちようにことを運び、せっかくの勝利が水の泡あわとならぬように努めるしかない。

「まぁ、上の判断を仰あおぎましょう。あなたの愛しい新将軍さまならばご温情を示されるかとは思いますけど──『大奥』も、波乱を抱かかえています。今はとりあえず『黒船』については先送りにするしかないでしょう、すべては政権が安定してからですね」

　そうだ、『大奥』もまた一枚岩ではない。『大奥』序列一位『蠅王』が暗あん躍やくし、また新将軍たる秀影にはまだ実際的なちからはほとんどない。せめて手て土産みやげとして持ち帰る『黒船』勢力への勝利が、秀影の助けになればいいのだが。

　勝利すれど、いまだ未来には暗雲が立ちこめ──すこし間ま違ちがえば奈な落らくの底まで真っ逆さまの綱つな渡わたり、という現状は変わっていないのだ。

「その新将軍さまと合流するためと、『黒船』最高指導者の移送、などなど含ふくめて当面は大急ぎで大阪城へ向かっているわけですね。幸いに『黒船』が船舶のひとつを提供してくれましたので、大過なく移動できておりますが」

「まぁ、幕府への反感が高まっている今──陸路は危険ですからね。こちらが幕府関係者と知られたら襲しゆう撃げきされる危険もあります。みんな負傷・疲ひ労ろうしているため荷馬車などで移動するのも避けたいところですし。船でのんびりと、は都合がよいと思いますよ」

　さくらは、そう答こたえた。『黒船』の船舶ならば未知なる異国の技術によって建造されているはずだ、速度もでるだろうし安心だ。沈ちん没ぼつなどもしないだろうし、万が一、海かい賊ぞくなどに襲おそわれてもかんたんに追っ払ぱらえそうだ。

　つい先日まで敵対していた相手の船を利用して移動、というのも不思議な感じだが、勝者の特権であろう。『黒船』勢力をくだしたことにより、自分たちはその協力を得られるようになった。異国の技術を活用できるようになったのだ。

　それは、おおきな戦果といえよう。

　自分たちが新たに手にいれた、ちからだった。可能性であり、未来への布石だった。

「海路にて、急いで大阪城へと向かう。治ち療りようをしながらね。これが現状、取り得る最善の方策と思って勝手にそう決めてしまいましたが──よろしかったでしょうか？」

「いやいや、よい判断をしてくれたと思いますよ。というか『一本角』さまの判断に異議など差し挟はさめるわけがありません、わたしなどが」

　畏かしこまっている『一本角』に、さくらは慌あわてた。たしかに『一本角』はもともと序列五位、さくらは今のところ序列四位だ。地位としては上だが、それも『一本角』などが『大奥』から去り繰くりあがりで得た地位である──本来のさくらは序列十位だ。それに、『一本角』は偉い大だいなる先達である。

　互たがいの立場がややこしく、どういう態度をとっていいかわからない。困り顔のさくらに、意地悪な言いかたをしましたかね、と『一本角』はにこやかに微笑ほほえんでいる。

「まぁ、そんなわけなので──ごゆるりと、大阪城に辿たどりつくまでは骨休めをしてくださいまし。死力を尽くした決戦のあとです、あなたは自覚している以上に疲労しているはずでございますよ」

　そのとおりだ。いざ鎌かま倉くらと意気ごんで急いで駆かけつけても、身体からだがこの状態では何の助けにもならない。足を引っぱるだけだ。今は、休息する。そして戦うちからを取り戻もどすのだ、気は焦あせるが仕方ない。

「しばらくは海路にて、そして大阪城が近づいたら空路をとります。この船、飛べるらしいのですよ。『黒曜石』も不自然に飛んでおりましたが、まこと異国の技術というものは奇き々き怪かい々かいでございますね？」

「飛ぶんですか、これ。わたしはまだ、これが船だというのも実感がわかないのですが──はぁ、たいしたものですね？」

「ええ。わたくしも理り屈くつはよくわからないのですが、船内に海水を循じゆん環かんさせてこいるなるものを回転させて云うん々ぬんと、『黒船』のものは言っておりましたよ」

「まぁ、問題なく大阪城に辿りつけるようでしたら──わたしには言葉はありません」

　難しいことを考えると、頭が痛くなりそうだ。

　理屈は後回しでいい、いまは迅速に移動し大阪城に向かうのみだ。

「ええ、ゆっくりと静養なさってくださいまし。おそらく、大阪城では『黒船』との戦い以上の死し闘とうが、待ち受けているでしょうから」

『一本角』が神しん妙みような表情となって、告げてくれる。

「あなたが気絶している間に、ご丁てい寧ねいにも『蠅王』から宣戦布告をされたのですよ。『大奥』で待ってる、くるならこい、などとね──」

　不快そうに、全身に殺気を満たして。

　彼女もまた、血まみれの『大奥』を生き抜ぬいてきた戦士なのだ。

　高潔に、『一本角』は語る。

「用よう意い周しゆう到とうなあの女が、何の算段もなく挑ちよう発はつなどするわけがありません。おそらく、兵備と罠わなを整えてわたくしたちを待っていましょう」

「確実に勝てる、と踏ふんだから宣戦布告などしたのでしょうね。侮あなどられたものです。せいぜい鼻をあかしてやりましょう──権力を恣ほしいままにする、幕府に巣くった毒虫を駆く除じよしてやりましょう。秀影さまのために、この国の未来のために」

　さくらが決意をこめて、そう言い放った瞬しゆん間かんだった。

「その　いき　や　よし」

　不意に、可愛かわいらしくも抑よく揚ようのない声が響ひびいた。

　聞き覚えのある声だ。

　同時に、透とう明めいな浴よく槽そうの側面にちいさなお手々が「ぺたり」と張りついた。しばし取っかかりを求めて指先が彷徨さまよっていたが、面めん倒どうに思ったのか不意に引っこむ。そして、ちいさな女の子が浴槽の真下──海中から飛びだしてきた。

　潮水を突つっ切って、高々と跳ちよう躍やく。湯船のへりに、ちょこんと『お座り』の姿勢で乗っかった。

「姐ねえさん！」

　さくらが喜色を浮うかべて、呼ばわる。

　うむ、とそれに頷うなずきでかえして、その女の子はほんのりと笑った。

「おきた　か　さくら」

　胸を撫なでおろして、湯船のうえで犬のように身み震ぶるいをして水気を飛ばしている。

　輝かがやく銀色の髪かみ。あどけない肢し体たい。爛らん々らんと輝くおおきな双そう眸ぼう。特とく徴ちよう的な八や重え歯ば。なぜか水着代わりなのかさらしに褌ふんどしで、ほとんど起き伏ふくのない身体を惜おしげもなく晒さらしている。

　水に濡ぬれたしっぽ髪をうるさそうに指先で払いのけながら、その幼女──に見えるがさくらよりも年長の頼たよれる姉貴分、『銀狼』はこちらを見下ろしている。

　髪にまぎれこんだらしい小魚を、とくに警けい戒かいなく口にいれて、苦かったのか「ぺっ」とすぐに吐はいたりなど無む駄だな動きをしてから──。

　野や趣しゆ溢あふれる彼女は、穏おだやかな笑えみを浮かべている。

　表情筋がほとんど動かない『銀狼』にとっては、最大限の「よかった」という感情表現だろう。大事そうに、さくらの頭をそっと撫でてくれた。

「よくぞ　くなん　を　のりこえ──いきて　かえった」

　そっと顔を近づけて、頰ほおをぺろりと舐なめてくれた。

　熱い舌先。

「せっしゃ　さくら　を　ほこり　に　おもう　で　ござるよ」

　その言葉で、さくらは報むくわれた。

　積み重ねてきた苦労も何もかも、吹ふっ飛ぶかのようだった。思えば将軍御ご前ぜん試合からこっち、『大奥』を出しゆつ奔ぽんしていた彼女とこうして向きあうのも久々だ。『黒船』との決戦前に遭そう遇ぐうしたが、ゆっくり話す余裕もなかったのだ。

　あらためて向きあう。生きてまた巡めぐりあえて──心の底から、ほっとした。

「姐さん、『銀狼』姐さ～ん！」

　さくらは感極きわまって、四し肢しがない状態で芋いも虫むしのように這はった。そのまま『銀狼』にむしゃぶりつこうとしたが、彼女は「うわっ」とびっくりした顔で避よける。

　たまらず勢いよく湯船から滑すべり落ちて、さくらは海中に没ぼつした。
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「ごめん」

『銀狼』は申し訳なさそうに、濡れた髪を垂らして手をあわせた。

「きもい　うごき　で　ちかづいて　きたから。とっさ　に　よけちゃった」

　てへ、と舌をだして可愛らしいが、さくらは溺おぼれそうである。船内を循環しているという海水は思ったよりも大量で、びっくりするほどに深く──もしかしてほんとうの海と繫つながっているのではないか。底が見えない。

　さくらは姿勢を整えることもできず、身み悶もだえしてぶくぶくと沈しずむ。

　何とか海面に顔をあげて、必死に『銀狼』に近づこうとして藻も搔がいた。

「あぁん姐さんの意地悪！　せっかく再会できたんですから抱だきしめさせてくださいよ！　いや腕うでがないから抱きしめるのは無理か──じゃあペロペロします！　ペロペロ！　がぼごぼっ……！」

「むだ　に　うごくな。しずむぞ　まじで。そういうところ　は　かわらぬな」

　微笑ましそうに言うと、『銀狼』はこちらに手を伸のばしてくる。

「まってろ。いま　ひきあげて　……む？」

　だが、『銀狼』の手のひらが届く寸前に、さくらの身体がもちあがる。海中から出現した何かに、押しあげられたかたちだ。水を飲んださくらは咳せきこみながら、ぎょっとして己おのれを支えるものを見る。

　それは、ちいさな女の子だ。

　全身でさくらの身体を抱かかえて、海中からでようとしている。だが本人もあまり泳ぐのは得意ではないのか、足がつかない深さゆえに自分も溺れそうになって困っている。

　さくらには、見覚えのない女の子だ。水を吸っていないようにすら見える、金属質な檸檬レモン色の髪。陶とう器きのような肌はだ。虚うつろな双眸──異国風の、きれいな顔がん貌ぼう。なぜか学童が用いるような愛あい想そうのない水着を身につけている。

　水着の胸むな元もとに貼りつけられた表示ゼツケンには、『でんき』と殴なぐり書きされている。

「…………」

　不思議な少女は、重たそうにさくらを両手でもちあげて。

　でもそれ以上は動けずに、むしろゆるやかに水すい没ぼつしていく。さくらを助けようとしてくれたようだが、本人が危機に陥おちいっている。海中に頭が沈んでも呼吸のあぶくがでない、どこか生物感に欠けた女の子だった。

「えっ、と？」

　水面ちかくでじたばたしている異国風の女の子を、さくらは「まじまじ」と見た。

　やはり、見覚えがない。知ち己きではない、と思うが。

「何ですか、このちっちゃくて可愛らしい女の子は──ははぁん、わたしと『銀狼』姐さんの子供ですね！」

「ごめん。ちょっと　いみ　が　わからない」

『銀狼』が異星人でも見るように、さくらを眺ながめている。

　騒さわいでいると、それを聞きつけたのか──ゆっくりと近づいてくるものがいた。

「『デンキ』」

　低い声だ。やや、発音がおかしい気がする。

　聞き覚えがあって、さくらは寒気をおぼえながらそちらを見た。

「アラ、『百手姫』──起キタノネ、相変ワラズシブトイワネ？」

　鼻で笑うように言いながら、海水をかきわけて近づいてきたのは大おお柄がらな女だ。くすんだ金色の三つ編み。童女のようなそばかす。凶きよう悪あくな三白眼。局部をわずかに覆おおい隠かくしたのみの破は廉れん恥ちな水着姿。そうだ、乗りこんだ『黒船』のなかで、さくらは彼女とも遭遇していたのだ。そして、一時的に共きよう闘とうすらした。

　見み間ま違ちがえるわけがない、それはさくらを何度も死の淵ふちに叩たたきこんだ不ふ俱ぐ戴たい天てんの宿敵──元『大奥』序列二位、『赫竜』である。

　警戒して身を固くするさくらを無視するように、『赫竜』はさくらと『デンキ』と呼ばれた少女を片手ずつで摑つかんで引きあげた。相変わらずの馬ば鹿か力だ。

　しかし、『デンキ』といったか。どこかで聞いた名前だ。

　当とう惑わくするさくらを、かるく湯船に投げいれて。両手で、『赫竜』は『デンキ』とやらを抱だきあげる。『デンキ』はされるがまま、おとなしくしていた。

　表情をまるで動かさずに、ぼんやりと『赫竜』を見あげている。

　お人形さんのような彼女に、『赫竜』は呆あきれて小言を漏もらした。

「アンタモ怪け我が人ナンダカラ、遊ンデナイデ安静ニシテナサイヨ」

「えっと、『赫竜』さん──その、『デンキ』ってあの？」

　恐おそる恐る、湯船に戻もどったさくらが呼びかけると、『赫竜』はこちらを睨にらんできた。

　相変わらず、こちらに対しては刺とげ々とげしい。『デンキ』に向きあっているときは、どこか優やさしげですらあったのに。

　さくらはその眼光に怯ひるみながらも、『赫竜』に抱っこされた『デンキ』を見み据すえる。

『デンキ』。

　そんな珍ちん妙みような名前の人物が他ほかにいるわけがない──このちいさな女の子こそ、これまで敵対していた『黒船』勢力の最高指導者、敵の大将である。異国の勢力『黒船』を牽けん引いんし、この国に喧けん嘩かをふっかけてきた張本人。

　どんな禍まが々まがしい怪かい物ぶつ的な存在かと思ったが、意外とちいさくて可愛らしい。むしろ、無害そうだった。触さわっただけで折れてしまいそうな、儚はかなげな子供ではないか。

　こんな幼子が、ひとつの勢力を背負っていたのか。

　見知らぬ異国の土地で、部下たちをまとめあげ、立派に振ふる舞まっていたのか。

　それを思うと、むしろ痛ましい。彼女は城下町に隕いん石せきを降らせ、悲劇を巻き起こした張本人である、あまり同情してもいけないのだろうけど。

　身内の反逆という痛ましい事情から勢力を敗退させてしまったゆえにか、どこか『デンキ』には元気がなく、しょんぼりとしている。
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『銀狼』よりもなお無表情なので、その内心はあまり窺うかがい知れないが。

　生きて動いているのが不思議なぐらいの生気のなさで、『デンキ』はこちらを見る。

「気をつけるがよい」

　舌足らずながらも、どこか偉えらそうな口調だった。

「客人を怪我させたとあっては、『黒船』提てい督とくの名折れである」

「えっと──」

　やはり、この愛らしい少女が『黒船』提督『デンキ』なのか。いまだに、実感がないが。

　面と向かってあらためて見れば、ほんとうに幼く無力な子供なのだ。

　だが、先日までは殺さつ伐ばつとした関係だった勢力の親玉だ──自然と、さくらは身構えてしまう。無言で見据えると、『デンキ』は困ったように眉まゆをひそめた。

「そう警戒するな」

　不本意そうに、けれど決然と。

「われらは負けた。降こう伏ふくし、おぬしらの傘さん下かとなったのだ。その結果が、すべてである。われらは、できるかぎりおぬしらの機き嫌げんを損そこねぬように──おとなしくしている。従僕として、あるいは麾き下かとして好きに用いるがよい」

　抱っこされたままで格好がつかないが、それでも気品のある態度で。

「われは『黒船』提督として、最高責任者として──そちらに従おう」

「チッチャイノニ、無理シチャッテ」

『赫竜』が面めん倒どうくさそうに、湯船に手を添そえてぼやいている。何をしているのかと思えば、彼女は異能力で湯船をあっためてくれているようだ。ぽかぽかとしてきて、さくらは吐と息いきを漏らした。どうも、定期的に『赫竜』がお風ふ呂ろを熱してくれていたらしい。

　しばらく見ないうちに、みょうに生活臭しゆうのする異能力の使いかたを覚えたものだ。

　感心しながら見ていると睨まれたので、さくらは『赫竜』にあらためて向き直った。

「えっと、あなたはどういった立場なのでしょうか。見たところ、『デンキ』さんとやらとそれなりに親しいようですが、あなたは『大奥』？　それとも『黒船』？　それともどこの勢力にも所属しない、ただの狼ろう藉ぜき者ですか？」

「フン」

『赫竜』は『デンキ』を軽々と抱えたまま、不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「今サラ『大奥』ニモ戻もどレナイ、友達面づらスルツモリハナイワ──ゴタゴタガ片付イタラ殺シアッテヤルカラ、アンマリ馴なレ馴なレシクシナイデヨネ？」

「いつでも　こい」

　湯船のへりに腰こしかけたままの『銀狼』が、威い嚇かくするように唸うなった。

　そうだ、成りゆきで行動をともにしてはいるが──自分たちは、あくまで宿敵である。こちらは、朋ほう友ゆうだった『水蛇』を殺されている。同時に、『赫竜』の最愛の姉貴分を手にかけている。憎ぞう悪おは、因いん縁ねんは、そう簡単に水に流せはしないのだ。

　だが、今は『赫竜』とやりあっている場合でもなかった──『赫竜』もどうも当座はおとなしくしているようなので、事を荒あら立だてても仕方あるまい。

　びみょうな緊きん張ちよう感かんを孕はらみながらも、互たがいに牽けん制せいしあいながら行動をともにするしかない。『黒船』では共闘できたし、場合によっては彼女は心強い戦力になりうるのだ。

　もちろん心から信用はできないが、今のところは下へ手たに刺し激げきせずにいたほうがよさそうだ。仲良しこよしとはいかないが、いまはもっと優先すべき敵がいる。

「休戦ッテトコネ」

『赫竜』はこちらに背を向けて、億おつ劫くうそうに言う。

「アタシトシテハ、チビクロ──黒くろ姫ひめヲ、大おお阪さか城ニ送リ届ケル。ソレヲ優先スルワ、アイツヲ居場所ニ戻もどシテヤル。ソレマデハ護送スル。コッチノ都合デ勝手ニツレ回シタ責任ヲトル、ッテワケジャナイケドネ。ソノ後ハマァ、好キニスルサ」

　すこし寂さびしそうに言う『赫竜』に、さくらはすこし驚おどろいた。

『黒船』で遭そう遇ぐうしたときも思ったが、彼女はどこか雰ふん囲い気きが変わった気がする。相変わらず、触ふれれば爆ばく発はつしそうな危あやうさがあるが、どこか態度がやわらかくなったような。

　こちらの視線を厭いとわしそうに振り切って、『赫竜』はそのまま『デンキ』を砂すな浜はままで運んでいく。大事そうに、母親のように。

「まぁ、ともかく」

　傍ぼう観かんしていた『一本角』が、咳せき払ばらいをする。

　なぜか彼女は先ほどから可愛かわいらしい水着を両手に掲かかげて『銀狼』に着せようとして、ものすごく嫌いやがられて「うふふ……♪」と逆に嬉うれしそうにしていたが。

　恍こう惚こつとした表情で写真を撮とったりしつつも、口調だけは気品たっぷりに。

「疲ひ労ろうと怪我の治ち療りようをしながら、決戦の地に赴おもむきましょう。いくらでも、積もる話もあるでしょうし──せいぜい、まったりとね」

　歴史は絶え間なく揺ゆれ動き、こうしている今も他のものは死地で奮戦している。

　それを思うと、吞のん気きにしてはいられないが。焦あせっていても仕方ない。

　さくらは仲間たちと、愛いとしいひとの安否を気き遣づかいながら──やはり疲つかれきっている、そっと目を閉じたらすぐに眠ねむりに落ちてしまった。

　束つかの間の、最後かもしれない休息を甘受した。







　第二幕　鎌切帰参　かむばっく☆ひろいん
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「にゃんにゃにゃんにゃ～ん♪　にゃんにゃにゃにゃにゃにゃ～ん♪」

　可愛らしく歌いながら、ひとりの少女が歩いている。

　長い薄うす緑みどり色の髪かみ。昆こん虫ちゆうの複眼にも見える紅玉の髪留め。星くずいっぱいの双そう眸ぼうはきらきら輝かがやいている。大奥女学院の制服を、ゆったりと着ている。楽しそうに両手を広げ、ときおり視界を横切る蝶ちよう々ちようなんかを目線で追いかけながら、のんびりと……。

『大奥』序列二位『鎌かま切きり』である。

　かつて少女たちの血まみれの殺しあいが行われていた『大奥』において武名を馳はせ、泣く子も黙だまる刑けい罰ばつ執しつ行こう人として恐れられる純じゆん粋すい戦士──そんな世評がまるで似合わない、平和的な雰囲気を漂ただよわせている。

「にゃひっ、ひひんっ♪」

　鼻歌交じりに、無意味に「くる、くる」と回転しながら、『鎌切』は歩く。

　先んじての皇居での騒そう動どうにおいて『百手むかで姫ひめ』と死し闘とうを演じ、脇わき腹ばらから呼吸器を貫つらぬかれる重傷を負ったはずなのだが、いたって元気そうである。

　天下分け目の関ヶ原の合戦において豊とよ臣とみ側に勝利をもたらした禁断の兵器『時空間爆ばく弾だん』によって、国土は汚お染せんされ、遺伝子に影えい響きようを受けた子供たちが多く生まれるようになった。

『時空間爆弾』による副産物である新ミユ人ータ類ントたる子供たちは、様々な異能力を授さずかり、またそれに基もとづき肉体が変化して生まれてくる。治ち癒ゆ・再生能力も一いつ般ぱん人に比べて発達しており、『鎌切』もほんの短い期間のうちに傷口が塞ふさがり快復しているようだった。

　まだ全治はしていないが、ふつうに動くのには支障がない、といったところか。

「にゃひひっ♪」

　違い和わ感かんは残っているのか脇腹を指先で撫なでながら、『鎌切』は真上を振り仰あおぎ、陽光に眩まぶしそうに目を細める。

「よ～やく、到とう着ちやくだもんっ☆」

　その視線の先には、この国の中心──大阪城が鎮ちん座ざしている。

　先日の『将軍御ご前ぜん試合』によって半はん壊かいした大阪城だが、民たみの不安を抑おさえるために上っ面つらだけは早めに修復されており、外から見るぶんには元通りの威い容ようを取り戻もどしている。

　派手好きな豊臣将軍家の伝統によりけばけばしく飾かざりたてられた城じよう郭かくは、政治機関というよりも、悪あく趣しゆ味みな観光拠きよ点てんのようだった。

　大阪城をぐるりと取り囲む八百八町を抜ぬけ、参勤交代のために広めにつくられた大通りの最果て──『これより下馬すべし』の看板のそばで、『鎌切』はいったん立ちどまる。

　ん～、と子こ猫ねこのように愛らしく伸のびをすると、肩かたをぐるぐると回して。

「あぁ、遠かったもん～」

　常に体力満タンに見える『鎌切』も、さすがに疲ひ弊へいしているのか、溜ため息いきをつく。

「けっきょく、皇居からずっと徒歩だったもん。人力車とかお馬さんとか、乗り物を借りられたら楽だったんだけど──」

　諸事情あって、乗り物が調達できなかったのだ。

　現在、この国は政治不安に揺れており、民は幕府への反感を抱いだいている。考えなしに『鎌切』は幕府の関係者である、と名乗ってしまったため、誰だれも乗り物を貸してくれなかった。

　とくに外敵『黒船』勢力による隕いん石せき落としの被ひ害がいを受けた城下町では弱よわ腰ごしの幕府への批判の声が高まっており、『大奥』の生徒が惨ざん殺さつされる事件も起きたという。

　堂々と『大奥』の制服を着ている『鎌切』は、むしろそういった不ふ穏おん分ぶん子したちに襲おそわれる危険性すらあったのだが──見た目が幼い『鎌切』がまさか『大奥』のお偉えらいさんとは思われなかったらしく、子供の冗じよう談だんとして流されてしまった。

　まぁ、たとえ襲われても、武装した一般人ごときに遅おくれをとる『鎌切』ではないが。

　ともあれ予想以上に、大阪城への旅路には難なん儀ぎしてしまった。

　皇居と大阪城はだいぶ離はなれている。『鎌切』の健けん脚きやくをもってしても、こうして帰参するまでにずいぶんな日数を要してしまった。

　くたびれた様子で、『鎌切』は駄だ々だっ子のようにくちびるを尖とがらせる。

「ん～、やだな～。帰るの遅おそくなっちゃったもん、叱しかられちゃうかも～。任務も失敗しちゃったし～、気が重いもんっ」

　ぶつくさ言いながら、その場でしばし足あし踏ぶみしていた。

　足あし下もとの小石を蹴けったりして、うじうじと迷っていたが。

「他ほかに、帰る場所もないもん──」

　すこし寂しそうに言ってから、覚かく悟ごを決めたのか、大阪城へと向かっていく。

『鎌切』は規則を遵じゆん守しゆし、上位者からの命令に絶対服従する。そんなふうに良い子でいることが、『鎌切』にとって最もたいせつなことだった。

『大奥』の生徒でありながら将軍以外の男性と恋こいに落ちた母、将軍の所有物である『大奥』の生徒を愛した父──そんな両親の間に生まれた『鎌切』は、悪あく罵ばと嘲ちよう笑しようを浴びて育った。

　不義の子。罪の子。薄うす汚ぎたない、盗人ぬすつとと売女ばいたの子……。

　そんな出生を否定するように、両親と自分はちがうのだと、だから酷ひどいことを言わないでほしいと必死に主張するみたいに──『鎌切』は、誰に恥はじることのない良い子としての人生を選んだ。

『百手姫』との戦いと、そのとき交かわした会話は、『鎌切』のなかに波は紋もんを広げているけれど。そう簡単に、ひとの心は変わらない。

　積みあげてきたものを、なかったことにはできない。

「でもまぁ、『吸ばん血ぱい姫あ』ってひとを誘ゆう拐かいするとこまでは上手にできたもん。あとで奪うばいかえされたのは、『鎌切』のせいじゃないし～。『百手姫』ちゃんだって、たくさん痛めつけたもん。殺せなかったけど──やることはやったもん、うんうん」

　そんなことを自分に言い聞かせながら、『鎌切』は進んでいく。

　自分の為なしたことが、どんな政治的な意味あいをもっていたかはわからない。興味もないし、どうでもいい。ひたすら上位者の命令に従い、それを上手にこなすことのみを考える。それだけで、よかった。これまでは、ずうっと。

『鎌切』にとって大事なのは、良い子でいること。

　きちんと、偉いひとの命令を聞くこと。

　巧うまくやれたら褒ほめられるから、嬉しい。

　失敗すれば叱られるから、哀かなしい。

　ただ、それだけ。

　それだけだった、はずなのに。
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「──ありゃりゃっ？」

　のろのろとした歩みで大阪城の程ほど近くまで歩み寄った『鎌切』は、きょとん、として小首を傾かしげる。目の前には、戦国時代の名残なごり──敵兵の侵しん入にゆうを防ぐために城の周りに巡めぐらされた堀ほりがあり、清らかな水面の奥で黄こ金がね色の錦にしき鯉ごいが泳いでいる。

　それは、まぁいい──いつもどおりだ。

　疑問なのは。

「何で橋が架かかってないもんっ？」

　大おお阪さか城の周囲を取り囲む堀には、日中は東西南北におおきな橋が渡わたされている。夜間は引きあげられるような仕組みになっているが、まだ日も高い時刻だ。

　大阪城は仮にもこの国の政治中ちゆう枢すうである、ひとの出入りも多い。橋が渡されていないと、通常業務にも支障をきたすはずなのだが。

　地域住民には嫌きらわれがちな昨今だが、大阪城に勤務するものはいまだ幕府への忠誠心を保っている。職務怠たい慢まんならば容よう赦しやなく罰ばつ則そくを受けるか解かい雇こだし、戦時中でもあるまいし、橋をきちんと渡さぬ道理はないはずなのだが。

「ん～？」

　すこし不思議そうにしたものの、物事を深く考えぬのが『鎌切』である。

「ぱた、ぱたぱたっ♪」

　両手を広げて、鳥が羽ばたくように、上下に動かした。

　瞬しゆん間かん、ふわりと『鎌切』のちいさな身体からだが宙に浮うく。おおきな気流が発生しているのか、その周りで枯かれ葉や砂すな埃ぼこりが舞まいあがった。

　空気を操作する能力をもつ『鎌切』は、己おのれの身体を風で運ぶことが可能である。他人や大荷物を背負って運べるほどの出力はだせないし、浮ふ遊ゆうに能力を用いている間は他のことができず無防備になるので、あまりやらないが。

　自分の所属する『大奥』のそばで誰かに攻こう撃げきをされることもあるまいと、気が抜けきった表情で、ふわりふわりと浮遊する。

『鎌切』は空を飛ぶ。

「ばびゅ～んっ♪」

　なぜか拳こぶしを突つきだしたかっこいい姿勢ポーズで、『鎌切』はひとっ飛びに幅はば広びろの堀を飛び越こした。堀の水面が揺ゆれ、驚おどろいた錦鯉が宙に跳はねあがって飛沫しぶきをあげる。

　両手で器用に均衡バランスを取りながら、大阪城の正門前──陸地まで滑かつ空くう。

「くるるん、っぱ☆」

　無意味に一回転して、着地。

　長い薄緑色の髪が、奔ほん放ぽうに舞った。

　満足げに「にゃひひっ♪」と笑うと、『鎌切』は制服をやや汚よごした砂埃や泥どろを、手のひらで払はらった。偉いひとに会う前に、身だしなみを整えているのだった。よくだらしない格好のままお偉いさんと謁えつ見けんして、あとで『蛍ほたる』に怒おこられるし。

『大奥』の秩ちつ序じよを司つかさどる家臣団レギオン『執しつ行こう部ぶ』の、あの生き真ま面じ目めな部下を思いだし──『鎌切』は、何となく上じよう機き嫌げんになって微笑ほほえんだ。

「『蛍』ちゃん、元気にしてるかなぁ？　ずいぶん留守にしてたから、寂さびしがってるかもっ♪　にゃひひっ、お土産みやげでも買ってくればよかったもんっ！」

　独り言をつぶやきながら、そういえば、と今さら気づいた。

「任務についての報告をしなきゃだけど、誰に会えばいいんだろ？　お兄ちゃん将軍、いま大阪城にいないんだもんっ？　『絲妃あらくね』ちゃんとかは死んじゃったし──」

『大奥』序列二位である『鎌切』より上位の存在は、今の幕府にはほとんどいない。とはいえ、偉いひとに自分の為したことを報告し、褒めてもらうのは『鎌切』のいちばんの喜びである。誰にも報告をしない、という選せん択たくはない。

　けれど。

「『鎌切』にいろいろ任務を与あたえてくれたのは、『蠅べるぜ王ぶる』ちゃんだけど。あのひと、いつも引きこもってるもん。どこに行けば会えるんだろ？　会って報告したいんだけど～？」

　考えごとは苦手なので、眉まゆをひそめて腕うで組ぐみする。

「ん～、『絲妃』ちゃんのころはよかったな～。怖こわいひとだったけど──じょうずにお仕事すれば、きちんと褒めてくれたもん。今はちょっぴり、やりにくいもんっ？」

　不満をおぼえながらも、『鎌切』はとりあえず立ち往生しても仕方ないと、大阪城の正門へと歩み寄っていく。

　大阪城の正門は参勤交代のときなどに用いられる大門と、従業員などが出入りするための簡易な通用門のふたつがある。

　大門は開閉するために面めん倒どうな手続きが必要なため、『鎌切』もふだんは通用門を用いる──大阪城の正面からやや離れた位置にあるそこへ、てくてく歩いていく。

　その途と中ちゆうで、ふと気づいた。

「にゃひ？」

　異い臭しゆう。

　鋭えい敏びんな感覚器をもつ『鎌切』にとって、顔をしかめるほどの悪あく臭しゆうである。門のそば──暗がりに、何か得体のしれぬものが転がっているようだ。遠目からでは気づかなかったが、あらめて目を凝こらすとすぐ知れた。

「ありゃりゃ？」

　固く閉とざされた正門のそばに、大量の──どうやら人間の屍し体たいが転がっていた。

『どうやら』と一いつ拍ぱく置くのは、それらの屍体が原形を留とどめぬほどぐちゃぐちゃになっていたからだ。肉にく片へんと、砕くだけた骨と、大量の血液。それが、散らばっている。まだ濡ぬれている大腸や肝かん臓ぞう。苦く悶もんの表情を浮かべた、なかば潰つぶれた生首……。

「おや～、何か死んでるもんっ？」

『鎌切』が見た目どおりの可か憐れんな少女なら、悲鳴のひとつもあげて卒そつ倒とうしていたことだろうが、そこは血まみれの修しゆ羅ら場ばを生き抜ぬいた刑けい罰ばつ執しつ行こう人である。

　小首を傾げて、無む警けい戒かいに近づいていく。

　しゃがみこみ、幼子が道ばたの虫けらを見るように、観察した。

「あれあれあれ～？　どうして死んでるもん～、もしも～し？　何があったもん～？」

　落ちている生首を手のひらで転がしたりして、まったく動じていない。

「ん～？　これ、門兵のひとたち～？」

『鎌切』は、そう結論する。

　肉片と血の海のそばには見慣れた正門を守備する門兵の制服と、彼らが主な武装とする槍やりを模した長い棒が転がっている。世間的には徹てつ底ていした廃刀令によって刃は物ものが禁じられているため、門兵はこのような殺傷力の低い武器を用いているのだ。

　けれど厳しい訓練を経へている彼らは屈くつ強きようである。そう簡単に、殺やられはしないはずなのだが。見たところ全ぜん滅めつしているし、屍体の後始末すらされていない。

　ふつうの物盗とりの犯行とも思えぬ。屍体が損そん壊かいしすぎている。まるで『鎌切』の親しいあの『蛍』の爆ばく弾だん化能力で吹ふっ飛ばされたみたいな有様だ。

　それにしても、散らばった血や臓物の量からいって、屍体が少なすぎる気がする。十数人は死んでいるように見えるのだが、屍し骸がいはぜんぶ集めてもひとりかふたりぶん、ほど。まるで損傷の少なかった屍体は、ひとりでに歩いてどこかへ行ってしまったみたいだ。

　不自然、極きわまりない。

　大阪城の守備を任務とする門兵が、無む惨ざんに死んでいる。それに、怪かい死しだ。あからさまな異常事態なのだが、『鎌切』は深く考えない。

　考えるのは、偉えらいひとがやってくれる。

「大阪城の誰だれかに聞けば、わかるもん？」

　あっさりと屍体の観察をやめると、立ちあがる。

　そして「にゃにゃ～ん、にゃ～ん♪」といつもの歌を口ずさみながら、通用門へと向かう。それが、『鎌切』という少女だった。

『大奥』では、大阪城では誰かが死ぬのはよくあること。いちいち哀しんでも、動どう揺ようしてもいられない。ひとは死んだらただの物モ体ノ──それが、『鎌切』の当たり前だった。

　けれど──。

「…………」

　ふと歩みを止めると、すこし黙もつ考こうしてから、『鎌切』はくるりと踵きびすをかえした。

　そして、ちいさなお手々を血で染めて、屍体を一箇か所しよに寄り集める。もはや親でも見分けがつかぬ、無惨な屍体。けれどこの門兵たちも生きていたときは、笑って泣いて、誰かを愛して生きていたのかもしれない。

『鎌切』には理解できぬ、けれど尊くてあったかい気持ちを抱いだいて刃やいばを振ふるい、自らを打ち負かしたあの『百手むかで姫ひめ』と同様に。

　思うと何だかこのまま放っぽりだしておくのも気が咎とがめて、自分でもそんな己の気持ちがよくわからず、やたらと首を傾げながら。

「おりゃ！」

　気合をこめて、口から圧縮した空気のかたまりを撃うちだす。その破は壊かい力で、踏ふみ固かためられた大阪城正面の地面に大穴があいた。そこに、集めた屍体を落として、埋うめる。

　最後に、門兵たちの武器である棒を突き刺さし、簡易な墓とした。

　これでいいのかな？　というふうに『鎌切』は不安そうにしてから。

『蛍』を思いだして、彼女が誰かが死んだとき唱えていた文言を──口にする。

「なむあみだぶつ、だもん？」

　手をあわせて、『鎌切』なりに門兵たちの冥めい福ふくを祈いのった。

　無意味な行動。自分でもそう思った。けれど、『鎌切』は『百手姫』や『蛍』がもっている自分にはない、こういうものをいちばん大事にしている。それに、すこしでも触ふれたかった。近づきたかった、理解したかった。

　こんな心持ちになったのは、初めてだった。

　やや気が済んで、『鎌切』は「むふん」と吐と息いきを漏もらすと。

　どこか懐なつかしい気がする血なまぐささのなか、今度こそ通用門へと向かう。

　切りかえの早い『鎌切』は──満面の笑えみを浮かべ、おでこに手を添そえると。

「ただいま『大奥』っ♪」

　声高らかに宣言して、陰いん謀ぼう渦うず巻まく大阪城へと踏みこんでいく。
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　そのあと。

　大おお阪さか城の最上層──大広間に、『鎌切』はぽつんと座っていた。

　大規模な武士団でもかるく収容できる広々とした空間で、成金趣しゆ味みな原色の孔く雀じやくや黄金をふんだんに用いた屛びよう風ぶ絵が目立つ。最さい新しん鋭えいの設備である冷れい暖だん房ぼうも完備されているのか、肌はだ寒ざむい季節なのにやたらとあったかくて、居い心地ごこちがよい。

　幕府の血族や最高位の重臣のみにしか踏みこむことがゆるされぬ、いわゆる謁見の間である。以前、陰いん謀ぼうを廻めぐらせていた豊臣黒くろ姫ひめが『百手姫』を呼びつけ、『大奥』序列三位の地位を与えんとしたのもこの広間であった。

『鎌切』も、滅めつ多たなことでは踏みこめぬ高貴な空間だ。

　先ほど通用門から無事に入城を果たし、みょうに生気のない目つきをした小間使いのものに案内され、ここで待つように言いつけられた。門の前でひとが死んでいるというのに、城内はとくに騒さわぎになっている様子もなく、さしもの『鎌切』も違い和わ感かんをおぼえたが。

　城のものに話しかけてもうろんな返事しかしないし、『鎌切』はいったん疑問をおいて、ちょこなんと座りこんで言いつけどおりに待っていた。

　この広間に入ったのは初めてだったので、最初は物もの珍めずらしくてきょろきょろしていたが、待てど暮らせど何事も起きないので飽あきてきた。

『鎌切』はまったく、辛しん抱ぼう強くはない。

　緊きん張ちようをといて、いちおう正座していた足を崩くずし、後ろ向きに倒たおれる。

「退たい屈くつだもん～、いつまで待ってればいいもん～、うにゃ～ん」

　大の字になって、高級な畳たたみの感かん触しよくが気持ちよく、左右にごろごろと転がる。

「にゃひひっ♪」

　楽しくなってきて、しばし無意味に寝ね転ころがっていたが。

　旅荷を詰つめた風ふ呂ろ敷しき包づつみをおろすと、なかから買ってきた八つ橋を取りだす。京都の銘めい菓かだ。日持ちがするように、焼いているものを購こう入にゆうしていた。

　だらしなく寝ねそべり、紙かみ袋ぶくろから取りだした八つ橋を囓かじる。

「もぐもぐっ♪」

　食べかすで口元や畳を汚よごし、腰巻きスカートがめくれあがるのも気にせずにごろごろ寛くつろいだ。

　もはや眠ねむくなってきたころ、ようやく奥の襖ふすまが開いて何者かが姿を見せた。

「おう、待たせたな」

　伝法な挨あい拶さつとともに登場したのは、『鎌切』には見覚えのない女である。

　年の頃ころは二は十た歳ちに届くか届かないかの、若い女だ。整った顔立ちをしているが、どこか色あせた美人画のように特とく徴ちように乏とぼしく、地味に見える。紫むらさき色いろの髪かみの毛は昆こん虫ちゆうの節足めいていて、女が歩を進めるごとに不気味に動いていた。

　晴ドれレ着スふうに改造された『大奥』の制服。中央に切れこみの走った腰巻きスカートはふわりと膨ふくらみ、その女をどこか異国の人形のように見せていた。

　片手に煙管キセルをもって、ゆらゆらと揺ゆらしている。

　城内は最新技術である鉄骨なども用いられているが基本的に木造だから禁きん煙えんなのに、気にした様子もなく、紫し煙えんを吐はきだしている。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな女を、行ぎよう儀ぎの悪さではどっこいどっこいな『鎌切』が寝そべったまま、きょとんとして眺ながめた。

　やはり、見覚えのない女である。

　この広間に立ち入ることができるわけだから、かなり高位の権力者だろうけれど。

「おまえは相変わらず楽しそうに生きてやがんな、えぇ？　『鎌切』？」

　けれど女は親しげに呼びかけて、畳を重ねられてすこし高みにつくられた上座に、どっかりと腰こしをおろした。この女は、『鎌切』のことを見知っているようだけれど──。

「にゃひ？」

『鎌切』は口のなかに残った八つ橋を「もぐもぐ」と咀そ嚼しやくすると、小首を傾かしげる。

「あんた誰～？」

　不ふ遜そんというより、無む邪じや気きに問いかける。

　口元の食べかすを拭ぬぐって、足を「ぱた、ぱた」と揺らす。

「あのね～？　『鎌切』ね～、ここで待ってろって言われたんだもん！」

　子供っぽくそう主張すると、正体不明の女は片目だけを見開く独特の表情になって。

「おうよ、悪わりぃな──待たせちまって。ちと、立てこんでてよ。まったく、次から次へと騒ぎが起きて飽きねぇよなぁ、この国は？」

　節足のような髪の毛を指先でいらって、女はあらためて名乗った。

「そういや、ちゃんと挨拶すんのは初めてだな──あたしゃ、『蠅王』だよ」

「あ！　『蠅王』ちゃんだったんだ～♪」

『鎌切』は破顔して、真上に跳はねあがると一回転し、きちんと正座した。

　基本的に、目上のものへは従順なのだ。

　いまだお菓か子しを食べながらで不敬ではあるのだが、『鎌切』なりに態度をあらためて、両目をきらきらと輝かがやかせる。

「初めまして初めまして初めましてっ！　『鎌切』だもんっ☆」

　同じ言葉を連呼する、小こ喧やかましい口調で。

「にゃひひっ、『蠅王』ちゃんってそんな顔してたんだ～っ！　四百年生きてるって聞いてたから、もっとお婆ばあちゃんだと思ってたもんっ！」

「ま、肉体年ねん齢れいでいえば二十歳そこそこだよ。ていうか、老化しないようなやつぁ『大奥』じゃ珍めずらしくねぇだろ──おまえだって、な？」

　身を乗りだす『鎌切』を、『蠅王』は和なごやかに、孫でも見るように眺めている。

「ともあれ任務、お疲つかれさんだったな」

　居住まいを正し、『蠅王』はにこやかに。

「壁かべに耳あり障子に目あり──あたしゃ、あちこちに情じよう報ほう網もうを広げてる。報告しに戻もどってきてくれたんだろうけど、その必要がないぐらい、だいたいのことは聞いてるよ」

「にゃひひっ、地じ獄ごく耳！　やっぱり『蠅王』ちゃんだもんっ！」

　なぜか楽しそうに手を打ち鳴らしてから、『鎌切』は「はっ」と我にかえって、しょんぼりする。

『鎌切』は己おのれの上位者である『蠅王』の与あたえてくれた任務に、失敗したのだ。叱しつ責せきされるのではないか。それは『鎌切』にとって、この世で最も恐おそろしいことだった。

　もじもじと、指遊びをして。

「えっとね～、あのね～、『鎌切』がんばったんだけどね～？」

「あぁ、いい。わかってるよ、釈しやく明めいはしなくていい」

『蠅王』はお小言を受ける幼児のような態度の『鎌切』に、微笑ほほえましそうにする。

「おまえは最善を尽つくしたよ。むしろ、褒ほめてやりたいぐらいだぜぇ？」

　たっぷりと煙管を口にくわえて、溜ため息いきとともに有害物質を吐きだしながら。

「むしろ、謝らなくちゃいけねぇのかな？　『新しん撰せん組ぐみ』やら『黒船』やら、いろんな勢力が絡からみあって不測の事態が連続した──そうなるのを予想できなかった、あたしの不ふ手て際ぎわだよ。おまえは混こん沌とんとした状じよう況きようのなかで、よくやってくれたと思うよ」

「ほんとにほんとにほんとにっ？」

　身構えていた『鎌切』は安あん堵どして、ほっと胸を撫なでおろした。

「よかった～、『蠅王』ちゃんが優やさしくて！　『絲妃』ちゃんだったら絶対たっぷり怒おこられたあと折せつ檻かんされてたもん！」

「ま、『絲妃』に比べたら誰だれでも聖人君子だよ？」

　苦く笑しようして、『蠅王』はすこし遠い目をした。

「『絲妃』は政治より己の欲よく望ぼうを優先させた。ゆえに暴君で、ゆえに純じゆん粋すいなやつでもあったんだがな──」

　すぐに感傷を消して、ある種の無表情のような能面のごとき笑みを浮うかべた。

「あたしゃ、良い子には優しいよ？　だから『鎌切』、おまえのことは評価してんだぜ──今後も、しっかりと励はげめ。そうすりゃ、褒めてやるよ」

「にゃひひっ♪」

『鎌切』にとってそれは、最高のご褒ほう美びだった。

　元気いっぱいに手を挙げて、宣言する。

「それじゃあ『鎌切』、がんばるもんっ！　何でも言って、『蠅王』ちゃん！」

「ほんと良い子だねぇ──涙なみだがでちまうよ、ありがたいねぇ。ほんと、どいつもこいつも反はん抗こう的だからよぉ？　『絲妃』の恐きよう怖ふ政治は真ま似ねしたくねぇんだけど、あれはあれで効率的だったんだなぁって思うぜぇ？」

　そこで、ふと思いだしたように『蠅王』は「ぽん」と手を打った。

「そうだそうだ、『鎌切』──おまえに、任務に従事してくれた報ほう酬しゆうってか、ご褒美があるんだった。忘れねぇうちに、渡わたしとくぜぇ？」

「え？　何なにっ、お菓子がいいもんっ☆」

「ふふ。お安い御ご用ようだ、望むならおまえの部屋をお菓子で埋うめ尽くしてやんよ？」

　目を細めて、『蠅王』は頰ほおを搔かいた。

「とはいえ、命いのち懸がけの任務の報酬がお菓子だけなんてなぁ──他ほかのもんにも、示しがつかねぇし。もうちょい、大おお盤ばん振ぶる舞まいさせてくれ、な？」

「ん～？」

　あまり興味のない話題だったので、『鎌切』の反応は薄うすい。

『鎌切』にとって上位者から認められ、褒められることが最高のご褒美だ。それ以外には何も要いらない。先ほど『蠅王』が良い子と呼んでくれた、それだけで満足である。

　金銭や宝物などにはまったく興味がないし、地位も名めい誉よも、いらない。『鎌切』はすでに最高位に近い位階をもっているし、自分よりも上位の存在がいなくなってしまっては、むしろ嫌いやだった。

　けれど『蠅王』は、褒められるだけで満足する人間がいるなどというのは納なつ得とくがいかないのか、何らかの現実的な報酬を与え──『鎌切』を己の部下として、強固に繫つなぎとめておきたいようだった。

　戸と惑まどう『鎌切』を、『蠅王』は真っ直すぐに見み据すえると。

「猫ねこに小判。豚ぶたに真しん珠じゆ。本能で生きてるようなおまえには、一いつ般ぱん的な報酬は無価値だろうが──そんなおまえが、まだ知らない幸せがある。悦よろこびがある。それを、あたしは与えてやる。そうすりゃあ、おまえはあたしから離はなれられなくなる」

　歌うように、どこか演出的に『大奥』の女王は語る。

「いつまでも、あたしに忠実な良い子でいてくれよ──『鎌切』」

　同時に、開けっ放しにされた襖の奥から、何者かが進みでてきた。
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　どこか演劇的に、開かれた襖の左右から人ひと影かげが進みでてくる。

　男女が、ひとりずつ──『鎌切』から見て右が男性、左が女性である。どちらも地味だが仕立てのよい衣服をまとっていて、裕ゆう福ふくな商家か何かの夫妻、といった雰ふん囲い気きだ。

　男性は髪に白髪しらがの混じった四十がらみの中年だが、女性はまだ少女と呼んでもいい年とし頃ごろに見える。親子のようにも思えるが、互たがいに歩みでて寄り添そい、かたく手を結んだりして──やっぱり夫ふう婦ふ、のようだった。

　どこか、共通の雰囲気があるのだ。

　誰にも侵おかせぬ、絆きずなや愛情のようなものも……。

　男女はどこか躊躇ためらいがちに、立ち尽くしていたが。

『蠅王』が顎あごをしゃくると、おっかなびっくり『鎌切』のほうへと歩いてくる。

「………？」

『鎌切』は、きょとんとしていた。

　見覚えのない男女だったのだ。

「だぁれ？」

　単純に問いかけると、なぜか男女はとても哀かなしそうな表情になった。

　どうしてだろうか──『鎌切』は、何だかとても酷ひどいことを尋たずねた気がして、胸が痛んだ。よく、わからない。身を固くして、あらためて男女を見つめた。

　まじまじと観察したが、やっぱり記き憶おくにない。

　この広間にいるということは、それなりに幕府にとって重要な人物なのだろうけど──そういうお偉えらいさんは、『鎌切』は熱心に覚えたはずなのだけど。

　よくわからなくて、それがとても罪深いことな気がして──『鎌切』は当とう惑わくする。

「ね、ねぇ『蠅王』ちゃん……？　このひとたち、誰なの？」

　我関せずと煙管キセルをくわえていた『蠅王』に問うたが、彼女は片目を瞑つぶると。

　肩かたをすくめた。

「ふふふ、感動のご対面に口挟はさむほどあたしゃ野や暮ぼ天てんじゃねぇんだけど。まぁ、すぐにわかるさ──せいぜい楽しめ『鎌切』、親子水入らずってやつをな？」

　おっと言っちまった、こりゃまた失礼、と『蠅王』は道どう化けた笑い声をあげる。

「おや、こ……？」

『鎌切』は異国の言語のように、その耳に馴な染じまぬ単語を反復した。

　親子。

　親子……？

　頭のなかでその言葉がうわんうわんと反はん響きようして、身動きもとれない『鎌切』を、いつの間にかすぐそばまで近づいていた男女が──痛々しそうに、眺ながめた。

　その場にくずおれるように膝ひざをつけると、ふたりは顔を近づけてくる。

　男女どちらも、両目に涙をいっぱい溜ためていた。

「『鎌切』、と呼ばれているんだったね」

「名前をつける前に別れてしまったから──そう呼ぶしかないのが、哀しいわ」

　男女は距きよ離りをはかるように、途と切ぎれ途切れに、そう言った。

　そして辛しん抱ぼうできない、というように『鎌切』を左右から抱だきよせてくる。小こ柄がらな女性が『鎌切』の胸むな元もとに顔を埋めるように、夢中になって。そんな女性ごと、おおきな男性が包みこむように──。

　正装しているためか、やけに強い化け粧しようとお香こうの匂においが、した。

　知らないひとたちに全身を抱ほう擁ようされて、『鎌切』はどう反応したらいいかわからない。

　すこし怖こわくて、振ふり払はらって逃にげてしまいたくて、けれどできなかった。

　己の魂たましいが、何かを納得していた。

　このひとたちは──。

「わからないわよね。ずうっと、あなたを放ほったらかしにしてた──あたしたちのことなんて。ごめんね、ごめんなさい。長い間、独りぼっちにして……」

　女性が涙で顔をぐちゃぐちゃにして、確かめるように、『鎌切』の頰や髪かみの毛を指先で撫でた。その感かん触しよくが、どこか懐なつかしい気がするのは──どうしてだろうか。

　男性のほうも男泣きに泣いて、『鎌切』のつむじのあたりに頰を添える。

「おまえはきっと、僕たちを憎にくんでいるだろう。許してくれとは言わない、けれど会えてよかった──生きていてくれて、それだけでよかった！」

「あたしの、あたしの可愛かわいい赤ちゃん……！　あたしの子……！」

　発せられた女性の言葉に、『鎌切』は脳天を打たれた気分だった。

　赤ちゃん……？　あたしの子……？

　同時に、『鎌切』のなかに形容しがたい、疼うずきのようなものが生まれた。それは遠い遠いむかし、まだ物心のつかぬ赤ん坊ぼうだったころ──あったかい誰かに、今と同じように抱だきしめられた思い出。

　細さい胞ぼうのひとつひとつが、覚えていた。

　幸せだったころの、原体験。

『鎌切』が永遠に得られないはずだった、輝かがやかしくも尊い──あの感触。

　あまりにも予想外な、けれど無視できぬ衝しよう撃げきに、『鎌切』は指先すらも動かせない。噎むせび泣いている男女を、彼ひ岸がんにでもいるかのように遠く、ぼんやり眺めて。

　何も考えられぬまま、ふと──その言葉を口にしてしまった。

「ちち……うえ？　はは、うえ……？」

　そう己おのれを抱きしめる男女を呼んでから、馬ば鹿か馬ば鹿かしくなった。

　それは、『鎌切』が生しよう涯がい──巡めぐりあうことのないものへ向ける呼こ称しようだった。

　お化けのように、触ふれられぬものへの。どれだけ恋こい焦こがれても、望んでも祈いのっても、けして手の届かぬものへの。

　けれど──。

『鎌切』の頰に、熱いものが伝った。

　本能が流させた、涙であった。
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「生き別れだった親子、感動のご対面ってな」

『蠅王』が悠ゆう然ぜんと座したまま、まるで茶ちや化かすみたいに口こう端たんを歪ゆがめた。

「見つけだすには苦労したぜぇ──でもま、あたしにゃあ情報収集はお家芸だからな。この世に、あたしが知らないことはねぇ」

　むしろ、脅きよう迫はくするような口調で。

「とはいえ、苦労したぜぇ？　『鎌切』よ──おまえの両親は大罪を犯おかし、過去の記録も何もかもほとんど抹まつ消しようされてた、存在そのものを揉もみ消されてたんだよ」

　そうだろう。

『鎌切』の両親は、あってはならない不ふ祥しよう事じを起こしたのだ。

　その事実は厳重に隠いん匿とくされ、闇やみに葬ほうむられてしまった。だから『鎌切』は、両親の顔すらも知らなかった。写真の一葉すらなかったのだ。

「けれど何とか捜しだして、招しよう聘へいした。もちろん、『大奥』から制裁を受け追放された過去がある。警けい戒かいしてたみたいだけど、最後は説得に応じてくれた」

『蠅王』は簡単に語ったけれど、長い時間と労力が必要だっただろう。大罪を犯し『大奥』を追われた男女との接せつ触しよく、交こう渉しよう……それは途と方ほうもなく困難だったはずだ。

　けれど、『蠅王』は成し遂とげた。

　それは彼女の情報収集能力や弁べん舌ぜつの巧たくみさの証あかしだが、それ以上に。

「子供に、会いたかったんだろうなぁ。おまえの、両親も」

『蠅王』のその言葉に、『鎌切』は動どう揺ようする。

　胸のなかで、鼓こ動どうが高まっていく。

　心のなかに広がっていくその感情の名前を、『鎌切』はまだ知らない。

「で、でも──」

　時間稼かせぎをするみたいに、『鎌切』はかたくなに首を振った。

　まだ信じられなかった。世界が引っくりかえったみたいだった。自分は天てん涯がい孤こ独どくで、罪と血にまみれ、ひたすら良い子でいることで存アイ在デン意テイ義テイを保っていた。その大前提が、崩れ去ってしまった。どうしたらいいのか──わからなかった。

　すっかり諦あきらめていたのに。

　こんなぬくもりに包まれることがあるだなんて、期待してすらいなかったのに。

　それに。

「ちち、うえ……死んだ、はずじゃ？」

　まだ舌に馴染まぬ『ちちうえ』という呼びかたを、もごもごと口にする。

　そうだ。将軍さまの所有物である『大奥』の生徒に、母に手をだした咎とがで、父は打ち首にされたと聞いていた。母は、仮にも権力者の娘むすめであり幕府の宝だったから、追放されただけで済んだはずだが──父は、命を、未来をすべて奪うばわれたはずだったのだ。

「表向きは、そうだね」

　応こたえたのは、いまだ『鎌切』を愛いとしそうに抱きよせている父、らしきひとだった。

「けれど実際のところ、僕の犯した罪はむしろ不祥事としての意味あいがおおきかった。大々的に『重罪人め！』と処しよ刑けいするなど以もつての外。当時の幕府としては内々に処理して『なかったこと』にしたい、という意向が強かったんだ」

「ひとが死ねば、大事になるしな」

『蠅王』が言葉を拾って、補足した。

「おまえの父親も、仮にも大おお阪さか城へと踏ふみいることが許可されたお偉いさんだった。幕府といえど、あっさり処刑なんぞできねぇわけよ」

　それは、そうである。

『絲妃』の時代には彼女が権力を濫らん用ようし、あらゆる暴ぼう虐ぎやくを尽つくしたが、父が罪を犯したのは『鎌切』が生まれる直前──十四年ほど前だ。

　その当時はまだ『絲妃』も権力を掌しよう握あくしきっていなかった、のかもしれない。すくなくとも後先考えずにお偉いさんを死し刑けいに、などという蛮ばん行こうはできなかった、のか。

「示談が成立し、おまえの父親は己の為なした罪についてのもろもろを墓までもっていくと約束した。そして固く口をつぐみ、過去を捨て、ひっそりと暮らしていたわけだ」

『蠅王』の言葉どおりの、落としどころで決着したのか。

　十四年前──いまだ長き泰たい平へいの名残なごりがあった時代。それゆえに慈じ悲ひ深い、あるいは波風立たぬよう必死に取りつくろうような判決が、父親にはくだされたのか。

　己の罪を決して口外しない、という条件つきで、死罪を免まぬかれたのか。

　無論、秘密を漏もらさぬように監かん視しなどはついていたのだろうし、公式の記録には父は死罪となった──と記録されていた。けれど父は秘ひ密みつ裏りに助命され、おそらく『大奥』を追放になった母と、どこかで幸せに暮らしていたのだ。

　それは『鎌切』が想像もしていなかった、顚てん末まつだった。

　だからこそ、おとぎ話のようで、いまだ現実感がなかった。

「ごめんなさい」

　母、らしきひとが『鎌切』の頰ほおに、涙なみだで濡ぬれた己のそれを押し当てる。

　夢中で。

　もう二度と、離はなれたくないのだというように。

「ごめんね、『鎌切』……！　できれば、あなたも一いつ緒しよにつれていきたかった、ともに暮らしたかった！　でも、あなたは強い異能力を宿していた──『大奥』がそのちからを欲しがって、置いていくしかなかったの！」

　大罪を犯した母は、我が子を『大奥』に求められれば、拒こばむことはできない。

　泣く泣く、手放したのだろう──責めることはできない、のだろうか。

「けれど──あたしたちは、あなたを捨てたようなものよね。憎んでいるでしょう、あなたにはその権利がある。どれだけ罵ば倒とうされても、殺されたって構わないわ！」

　母らしきひとは、涙なみだ声ごえでつぶやいた。

「けれど、お願い！　これまで、あなたを蔑ないがしろにしてきたぶん──いいえ、それ以上にあなたに尽くさせて！　親として、あなたにしてあげられなかったことすべて、してあげる！　それが、これまであなたを寂さびしがらせてきた償つぐないに、少しでもなるなら！」

「一緒に暮らそう、『鎌切』。親子として。……もしも、赦ゆるされるならば」

　泣きじゃくる妻を、夫らしき男が──そっとかき抱いた。

　いまだ戸と惑まどっている『鎌切』ごと、力強く。

「ま、いま『鎌切』に脱ぬけられると戦力的にきついからよ。両親ともども、大阪城で暮らしてもらうことになるけどな」

『蠅王』が煙管キセルを口端でぷらぷらと揺ゆらしながら、告げてくる。

　その言葉に、『鎌切』はやはり理解が及およばない。

「でも、いいの？　ちちうえと、ははうえは、追放されたんじゃ……？　なのに、大阪城で一緒に暮らすなんてこと、できるの？」

「時代が変わったんだよ、ざっくり言うとな」

　無む垢くな『鎌切』の問いに、『蠅王』は穏おだやかに答える。

「知らねぇようだから教えとくぜぇ。『鎌切』よ、おまえの父親は蘭らん学がく者だ。異国の知識を蒐しゆう集しゆうし研究する、学者だな。十四年前は鎖さ国こくの真っ盛りだ──異国の知識を修める蘭学者は認められてなかったし、表向きは別の立場を名乗ってたみたいだが」

　なぜか苛いら立だたしげに、抱だきあう親子からそっぽを向く。

「だが世間的には鎖国を貫つらぬいてる幕府にとっても、異国の知識は喉のどから手がでるほどに欲しい。『時空間爆ばく弾だん』やその副産物である異能力者たちの研究は、必要でもあった。そのために秘密裏に招しよう集しゆうされた蘭学者のひとりが、おまえの父親ってわけだ」

　それは、納なつ得とくできる話ではある。

　そもそも豊とよ臣とみ幕府が政権を勝ち得たのも異国の技術である決戦兵器『時空間爆弾』のおかげだし、『大奥』では強大な異能力者たちを集めている。到とう底てい、無関係ではいられない。研究し、考察し、最大限に利用できれば──きっと計りしれぬ利益を生む。

　全国から異能力者が集められた『大奥』は、その研究には打ってつけでもある。

　おそらく、母はそういった蘭学者たちの研究対象──被ひ験けん者しやとして選ばれるか何かして、父と出会い、恋こいに落ちたのだ。そういう経けい緯いを、『鎌切』は推察する。

　時代柄がら、鎖国を徹てつ底ていしていた幕府は表向き蘭学者を囲っているなどとは喧けん伝でんできぬ。『鎌切』も、今の今まで父が異国の知識を求める学者だったとは、知らなかった。

「けれど、時代は変わった」

『蠅王』は繰くりかえし、念を押すように言葉を重ねる。

「暴君『絲妃』と『魔ま王おう』吉よし刳くる将軍は倒たおれ、新将軍を迎むかえ、『大奥』の女王はあたし──『蠅王』となった。旧きゆう弊へいなしがらみを捨て去り、すべてを刷新し、幕府は新体制となった。今のあたしなら、追放されていた蘭学者を幕府に呼び戻もどすなんて横車も押せる」

　広間が真っ白に染まるほどに、毒々しい紫し煙えんを吐はきだしながら。

「『黒船』という外敵が現れた今、その男の蘭学者としての知ち恵えは必要でもある。異国の勢力について研究し、対策を立てさせる。その見返りとしてかつての罪を赦し、『大奥』へと帰参させた。そういう筋書きだよ、理解したかよ『鎌切』？」

　甘美に優やさしく、『大奥』の女王は微笑ほほえんだ。

「生き別れになっていた両親との再会──これが、いつも良い子でいてくれてるおまえへのご褒ほう美びだ。どうだい、お菓か子しよりもよっぽど嬉うれしいだろ？」

　そう語る『蠅王』に、両親が深々と頭をさげる。

『鎌切』にも、どこか『蠅王』が神こう々ごうしくすら見えた。

　鮮あざやかで、賞賛すべき手際であった。

　異国の勢力『黒船』に対たい抗こうするため、蘭学者を集める──そんな実利を得ながら、部下を慰い労ろうする。一石二鳥の、巧みな手しゆ腕わんである。

　蜘く蛛もの巣のように策を巡めぐらせ他人を陥おとしいれる『絲妃』とは別種の、実利と人情を器用に絡からめた、老ろう獪かいなやりくち。けれど決して不快ではない──安心して身を任せられる、懐ふところの深さがあった。

　このひとになら──この『大奥』の女王になら、ついていける。

　心からの忠誠を、誓ちかえる。

　役目を果たしつづけているかぎり、このひとは己おのれを上手に用いてくれる。欲しいものを何でも与あたえてくれる。こちらが考えていなかったものすら、先んじて用意してくれる。受けとめて、導いてくれる。満たしてくれる。

　そんな実感があって──『鎌切』は、身が震ふるえるようだった。

　気がつけば、視界がぼやけている。涙が、溢あふれつづけていた。それを拭ぬぐうように、己を抱だきしめてくれている両親にそっと体重を預けた。

　もう両親『らしきひと』などと、誤ご魔ま化かすのはよそう。疑うまでもなく、本能で理解できている。このひとたちこそ己の求めていた、幸福そのものだった。

　望んですらいなかった。諦めて、見ないふりしていた──けれど、魂たましいの奥底ではずっとずっと求めていた。

　両親。

　家族──。

「ちちうえ！　ははうえ……！」

『鎌切』の涙が、堰せきを切ったように零こぼれ落ちていく。可愛かわいらしい顔をぐしゃぐしゃにして、『鎌切』はちいさなお手々で両親を夢中になって抱きしめる。

　これまで抑よく圧あつしてきたもの、我が慢まんしてきたものが、溢れだしていた。

　良い子でいることで、他人に褒ほめられ認められることで、かろうじて己の居場所を保っていた。

　けれど、そんなふうに健けな気げに他人に尽くさなくても、受けいれてくれるものがいた──いたのだ、生きて巡りあえたのだ。その実感が、『鎌切』の胸を熱くさせる。

　誰だれしも赤ん坊ぼうのころは、己のすべてを任せ、甘えて、両親に縋すがる。『鎌切』にはずっと、それすら赦ゆるされてこなかった。乳う母ばはいたけれど、『蛍』は優しかったけれど、それでもなお埋うめられなかった魂に深く刻まれた疵きず痕あと、欠落、空くう虚きよ……。

　そのすべてが、あったかいもので満たされていく。

『鎌切』は嬉しくて、幸せで、わけがわからないぐらいで──両親にしがみついて、まさに赤子のように泣きじゃくった。

　これか、と『鎌切』は落らく雷らいに打たれたように、悟さとった。

　きっと、これが──。

「ねぇ『百手姫』ちゃん、これが愛っていうやつなの……？」

　あの皇居で血にまみれながらも、圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きようを覆くつがえし、『鎌切』に勝利したあの気高く美しい少女。『百手姫』──彼女の強さの根底、何度も繰りかえし口にされたその中ちゆう核かく、『鎌切』にはあのとき理解できなかったもの。

　愛。いま『鎌切』を満たしている尊いものこそが愛ならば、納得できる。きっと愛には、人生のすべてを捧ささげる価値がある、輝かがやきがある。

「泣かないで、あたしの可愛い──赤ちゃん」

「これまで、辛つらかっただろう、苦しかっただろう。もう、大だい丈じよう夫ぶだ。これから、僕たちが君を支える。もう独りぼっちで、がんばらなくてもいいんだ」

　母が『鎌切』の後ろ髪がみを撫なで、父も痛いほど力強く抱きよせてくれる。

　このまま、あったかいものに包まれて──身を任せていれば、いいのだ。

　もう、独りぼっちで、血の海で藻も搔がいていなくてもいいのだ。

『鎌切』は生まれたばかりの赤ん坊が最初の呼吸をするように、産うぶ声ごえをあげるみたいに泣いた。

　けれど。

　瞬しゆん間かん──大広間が、震しん撼かんする。

　途と方ほうもない衝しよう撃げきが走り、室内を照らしていた行灯あんどんが音を立てて倒れる。天てん井じようが軋きしみ、畳たたみがぐにゃぐにゃと歪ゆがむ。爆ばく音おんが谺こだまして、悪あく趣しゆ味みな屛びよう風ぶ絵えをおおきく揺らした。

「………!?」

『鎌切』は「びくっ」として、両親に抱きよせられたまま顔をあげる。

　見ると、広間の側面──金きん箔ぱくを塗ぬられた頑がん丈じような壁へき面めんに亀き裂れつが走り、大穴があいている。砕くだけた破は片へんがぱらぱらと飛び散り、土つち煙けむりのなかから人ひと影かげがうっそりと姿を見せる。

　壁かべをぶち破って、何者かが突とつ入にゆうしてきたのだ。

『鎌切』は瞠どう目もくし、その闖ちん入にゆう者に見覚えがあって──名前を呼ぼうとした。

　けれど、それよりも早く、その人物は激痛を堪こらえるような掠かすれた声で怒ど鳴なる。

「騙だまされるな、『鎌切』……！」

　それは満まん身しん創そう痍いの──『大奥』序列三位、『蛍』であった。
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「『蛍ほたる』ちゃん……!?」

『鎌かま切きり』は愕がく然ぜんとして、その名を呼んだ。

　いつも小こ綺ぎ麗れいな身なりをしていた家臣団レギオン『執しつ行こう部ぶ』副長『蛍』は、変わり果てた、見るも無む惨ざんな有様だった。短めの髪かみの毛はほつれ、血と汗あせで頰ほおに張りついている。息も絶え絶えで、くちびるが戦慄わなないている。制服は焦こげつき破れて、おおきく肌はだが晒さらされている。

　鎧眼鏡ゴーグルと補聴ヘツド器フオンは砕け、ほとんど用を成していない。拳こぶしを潰つぶして放つ彼女の必ひつ殺さつ技わざを用いたのか、片かた腕うでは無惨にぐちゃぐちゃになって、手て甲こうも破損している。脂あぶら汗あせでしとどに濡ぬれそぼち、太ふと股ももを伝った鮮せん血けつが床ゆかに涙るい滴てきのごとく垂れている。

　気力だけで立っている状態だろう、『蛍』は左右に揺ゆれ、ふらついている。

　双そう眸ぼうだけが、爛らん々らんと輝いている。

「どうしたの『蛍』ちゃんっ、何が……!?」

　さしもの『鎌切』も、動どう揺ようして呼びかける。

『蛍』は『大奥』でいちばん親しい間あいだ柄がらの、友達だった。いいや、それ以上の存在だった。同じぐらいの序列で年ねん齢れいも近いこともあり、仲なか睦むつまじく、互たがいを支えあって『大奥』を生き抜ぬいてきた。

『蛍』が『執行部』に所属しているのだって、『鎌切』を案じてのことだ。『鎌切』は刑けい罰ばつ執しつ行こう人としての才覚を認められ強制的に『執行部』の長とさせられたが、実務能力がないので、『蛍』が見かねて手伝ってくれていたのだ。

　いつも気がつけばそばにいて、寄り添そって、守ってくれていた。寂さびしいときは、いつも『蛍』に縋すがっていた。我が侭ままばかりの『鎌切』を見捨てずに、お小言を垂れながらも、『蛍』は何だかんだでそばにいてくれた。

　姉のようで母のようで、けれど年下の可愛い後こう輩はいで部下で。

　何にも代え難がたい、『鎌切』のいちばんの友達だった。

　この血と涙なみだに塗まみれた『大奥』で、『蛍』のそばだけが日向ひなたのようだった。

　愛は、まだよくわからないけど。

『蛍』のことが、好きだった。

　そんな『蛍』が今、死のうとしている。ひとの生き死にに多く触ふれた『鎌切』には、それがわかる。『蛍』の命は猛もう烈れつに吹ふき消えようとしている。常人ならばとうの昔に息絶えている、それぐらいの重傷だった。

『百手むかで姫ひめ』を思いだす。

　彼女も、命が零れ落ちゆく身体からだを愛のみで支え、『鎌切』に向かってきた。

　愛。

　愛とは……？

『鎌切』のなかに、名状しがたい細さざ波なみが生まれる。無数の感情が思考が、波は紋もんを広げて、『鎌切』のなかをかき乱していく。けれど考えるのは得意ではない。『鎌切』は本能に忠実に、ただ今にも倒たおれそうな『蛍』を支えたくて立ちあがって駆かけ寄ろうとして──。

　ふと、気づいた。

　いつの間にか、『鎌切』は思わず両親を突つき飛ばしていた。『蛍』のもとへ向かうには邪じや魔まだったからだ。慌あわてて、そんな無体な真ま似ねをしてしまったことを謝ろうとして──。

　絶句した。

　呆あつ気けなく尻しりもちをつき、倒れている両親。

　その手のひらのなかに、輝くものがあった。

　刃は物ものに見えた。否いな、それは異様な虫である。携けい帯たい電話ほどのおおきさの、蠅はえだ。生きた蠅──透とう明めいな羽が蠕ぜん動どうし、濡れた複眼がこちらを凝ぎよう視ししている。その蠅の顔面から生えた口こう吻ふんは細長く伸のび、刃やいばの輝きをもったおぞましい針になっていた。

　蠅のような凶きよう器きのようなそれを、両親は片手に握にぎりこんでいた。

『鎌切』は、理解できなくて──きょとん、とした。

「なぁに、それ……？」

　無む垢くに、己の両親のはずの──先ほどそう確信した男女に、問いかけた。

　親子、感動の再会をはたした娘むすめへの贈おくりものだ、などとは思えなかった。そんな甘っちょろい代しろ物もろではない、何しろ悪趣味すぎる。

　同時に、察した。

　つい数すう瞬しゆん前まで、両親はこの不気味な凶器を『鎌切』の無防備な後頭部や背中に、向けていた。『蛍』が飛びこんできて注意を促うながさなければ、それは容易たやすく『鎌切』に突き立てられたことだろう。『鎌切』は、ちっとも警けい戒かいしていなかったのだから。

　両親は泣きじゃくる『鎌切』を優やさしく抱ほう擁ようしながら、その命を握っていた。

　その意味はわからないけど──『鎌切』の背筋に、ぞくりとした寒気が走る。

　魂たましいが何かを確信し、けれど心はそれを認めたくなくて、『鎌切』は震ふるえる。

　怖こわくなって──縋すがるように、『蛍』を見た。

『蛍』はこちらに歩み寄る体力も残っていないのか、数歩、進みでてきたものの前のめりに倒れ、膝ひざをつく。けれど、痛ましそうな表情でこちらに手を伸ばしてくる。

　その指先を、安心感そのものの年下の友達の手のひらを、摑つかみたくて──。

『鎌切』は『蛍』へ向かって歩を踏ふみだしたが、そこまでだった。

　制服が、摑まれる。見ると、両親が穏おだやかな笑えみを浮うかべたまま、『鎌切』の服の裾すそをしっかりと握りしめている。つんのめって、『鎌切』は慌てて振ふり向むいた。

　動けない。重機にでも挟はさみこまれたようだ。『鎌切』は体重が軽くて引っぱりあいは苦手だが、常人よりは膂りよ力りよくがある。それなのに、両親を振り払はらえない。

「ちょっと、はなして！　『鎌切』は『蛍』ちゃんをっ──」

　まさかぶん殴なぐるわけにもいかず、『鎌切』は駄だ々だをこねるように叫さけぶしかなかった。

　じたばたと藻搔く『鎌切』から、すこし離はなれた位置。

　上座で、悪意を放つものがいた。

　事態を静観していた『大奥』序列一位──『蠅べるぜ王ぶる』である。

「ちぇぇぇえ……」

『大奥』の女王は下品な長い舌打ちをして、忌いま々いましそうに煙管キセルをがじがじと囓かじる。

　癖くせなのか、節くれだった髪先を指でつまんで。

「あとちょっとだったのによぉ──おとぎ話の正義の味方かおまえは。いいとこで邪魔してくれんじゃねぇかよ？　あぁ、『蛍』ちゃんよぉ？」

　座したまま動かずに、眼光のみを凶きよう悪あくに変じさせて。

「なかなか捕つかまんねぇから、どこぞで力尽つきて野垂れ死んだと思ってたのによぉ？　そう巧うまくはいかねぇか──雑ざ魚こが、手間取らせやがって」

　先ほどまでの慈じ悲ひ深き態度をかなぐり捨て、荒あら々あらしさを隠かくしもせずに。

「最悪の機タイ会ミングに飛びこんできやがったな。でも、それは賢かしこくねぇぞ？　ずうっと隠れて犬みてぇに逃にげ回ってたらよぉ、生き延びることぐらいはできたはずなのによぉ？」

「黙だまれ、外げ道どう……！」

『蛍』が血を吐はくような声で、怒鳴った。

「おまえの声を聞いてるだけで──虫むし酸ずが走る！」

　ふらつきながらも起きあがり、健けな気げに、拳を構える。だが、『蛍』にはもう戦うちからはないはずだ。義ぎ憤ふんと、何か尊い感情のために立ったのだ。

　そして、いまだ両親に絡からみつかれ動けぬ『鎌切』を、叱しつ咤たする声こわ音ねで。

「『鎌切』、そこは危険だ！　ぼくのところにくるんだ、早く！」

「で、でも『蛍』ちゃんっ──」

　先ほど触れたあったかさから、両親から遠ざかることに抵てい抗こうをおぼえて、『鎌切』は迷った。けれど、『蛍』は悲痛に訴うつたえてくる。

「ぼくを信じて……！」

　その声に、『鎌切』の身体は噓うそのように軽くなった。戸と惑まどいが、一いつ瞬しゆんだけでも消えた。『蛍』だけは裏切らない、噓をつかない、自分を傷つけたりしない。

　それは血の繫つながりよりも、権力構造よりもずっと信用に足る、『大奥』で『蛍』と積み重ねてきた時間が裏付けとなった、確信であった。

　ぐっ、と喉のどを詰つまらせて──『鎌切』は首をふると、『蛍』のもとへと向かう。

　逃がさないぞ、とばかりにしがみついてくる両親を「ごめんね」と突き飛ばした。それでも笑顔のまま手を伸ばしてくる両親に（その手のひらのなかにはおぞましい凶器の蠅！）、むしろ怖おぞ気けをおぼえながら。

　走った。

　ほんの数歩の距きよ離り。

『鎌切』は『蛍』のもとに辿たどりつき、彼女を支える。

『蛍』は血の匂においがした。

　けれど、両親よりもずっと──あったかかった。

「『蛍』ちゃん、『蛍』ちゃん……！　だいじょうぶ？」

　心配して呼びかけると、『蛍』はおだやかに微笑ほほえんだ。

「ぼくは、へいきさ」

　どう考えても強がりだったが、『蛍』はそういう少女だった。決然と正面を睨にらみ、むしろ『鎌切』を支えるようにしっかりと立つ。意識を保つだけでも、つらいはずなのに。

「『へいき』なわけねぇだろ、ったくよぉ？」

　呆あきれたように言いながら、『蠅王』が億おつ劫くうそうに立ちあがる。

　ふわりと膨ふくれた腰巻きスカートを指先で撫なでて、欠伸あくびを嚙かみ殺しながら。

「『蛍』ちゃんよ、今もその身体にはあたしの産みつけた蠅とその卵が巣食い、おまえの肉を骨を細さい胞ぼうのすべてを食くい荒あらしている。全身を貪むさぼられる痛みと喪そう失しつ感かんには、誰だれも耐たえられねぇ。どうして正気を保っていられる？　なぜ死なねぇんだ？」

「仏道の修しゆ行ぎように比べれば、何てことない──へっちゃらだよ」

「仏道ねぇ。艱かん難なん辛しん苦くに耐え悟さとりに至るってか、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。時じ代だい遅おくれの、被マ虐ゾ趣ヒ味ス者トどもが──近代国家に宗教は要いらねぇんだよ、目め障ざわりだぜぇ？」

「何とでも言え。おまえの能力に耐える強さをくれた、それが御み仏ほとけの導きならば、ぼくは大だい僧そう正じようの娘として誇ほこりに思うよ。ぼくは僧そう兵へいだ、武蔵むさし坊ぼうのように痛みでは倒れない」

　独特の呼吸法──息い吹ぶきを用いて、『蛍』は一時的にでも持ち直していく。

　いまだ瀕ひん死しなのだろうが、その声にも張りが戻もどってきている。

「おまえの能力は理解した。他者に蠅を埋うめこみ操作する、恐おそろしい能力だ。でも蠅は、生物だ──生物には活動するための適性の気温がある。おまえから逃のがれるために堀ほりに落ちたのは偶ぐう然ぜんだけど、水中では蠅はその冷たさに耐えきれずに活動を鈍にぶらせた」

　血と得体の知れぬ膿うみのようなものが混じった唾つばを吐いて、『蛍』は言い放つ。

「おまえの蠅は低温のなかでは活動できない。ゆえに、ぼくは堀のなか──水中で細胞を浸しん蝕しよくされるのを防ぎながら、ずっと臥が薪しん嘗しよう胆たんで潜ひそんでいたんだ」

「けっ、よくやるねぇ──感心するよ。滝たき行ぎよう、の季節じゃねぇだろうに」

『蠅王』は小こ馬ば鹿かにするように、口こう端たんを歪ゆがめた。

「だが愚おろかな判断だ。おまえはいつもそうだよ、『蛍』ちゃん？」

　立ったものの近づいてくる気配はなく、煙管を口にくわえたまま。

「おまえの推察は正解だ。あたしの可愛かわいい蠅はある程度の自律行動がとれるため『絲あら妃くね』の糸よりもお手軽な洗脳装置だが、低温のなかでは活動できない等の制約がある」

　吞のん気きに煙管に火をいれて、紫し煙えんをくゆらせると。

「だがな『蛍』ちゃん、蠅と同様におまえも生物だろ──ずうっと氷の浮かぶような極ごつ寒かんの水中に潜んでいて、平気の平左ってわけがねぇ。もう動けないぐらいに弱ってんだろ？　今にも死んじまいそうな、酷ひどい面つらしてるぜぇ？」

　毒素を吐きながら、『大奥』の女王はこちらを睥へい睨げいしてくる。

「おおかた、おまえの知り得たあたしについての情報を──そのうち帰ってくる秀ひで影かげ坊ぼうやや『百手姫』あたりに伝えようと、がんばってたんだろうけど。努力は、水の泡あわだ。こうして姿を晒さらしちまった以上、まさかあたしが逃がしてやるなんて期待しねぇよな？」

「『蛍』ちゃん……」

　ふたりの会話に置いてきぼりにされつつも、『鎌切』は察する。

『蛍』は『蠅王』といちど交戦し、敗退して逃げまどっていた。起死回生の機会を窺うかがいながら。全身を食い荒らされる、という残ざん酷こくな攻こう撃げきを必死で耐え忍しのんで。

　けれど、『鎌切』を助けるために飛びだしてきてしまい──その覚かく悟ごは、台無しになってしまった。優しい『蛍』は、『鎌切』を見殺しにはできなかったのだろうけど。

「ごめん、『蛍』ちゃん。『鎌切』のせいで──」

「『鎌切』のせいなんかじゃない、決して」

『蛍』は『蠅王』を睨みつけたまま、そっと『鎌切』の頭を撫でてくれた。

　いつも、そうしてくれたように。

「遅おそかれ早かれ見つかってたんだし、ね。んもう、泣かないでよ『鎌切』。年上でしょ──『鎌切』のほうが、ぼくよりお姉さんでしょ？」

　いつの間にかまた流れていた『鎌切』の涙なみだを、『蛍』がそっと拭ぬぐってくれる。

「ほんとうに──きみは、放っとけないんだから」

　血まみれの指先で、よしよし、と。

　その日常的な、いつもの動作をして、『蛍』は何だかほっとしたように微笑んだ。

「『鎌切』、気をつけろ。『蠅王』は他人の体内に蠅はえの卵を産みつけ、孵ふ化かさせて細胞を食い荒らさせ、浸しん蝕しよくし──支配し、己おのれの操あやつり人形に仕立てあげる」

　まるで遺ゆい言ごんのように、重々しく。

「おそらく、あの男女が手に持っている蠅のような凶器は──卵を産みつけるための器具だ。それを突つき刺さし、蠅の卵を流しこみ、きみを支配しようとしていたんだ」

「そんな──」

『鎌切』は、動どう揺ようする。だが状じよう況きようを見るに、たぶんそれが事実なのだ。

　でも信じたくなくて、いまだ両親のぬくもりが肌はだに残っていて──『鎌切』は縋すがるように、『蠅王』と両親らしきひとたちを、交こう互ごに見た。

「それじゃあ、ちちうえと、ははうえっていうのも、噓なの？」

「いいや？」

『蠅王』は屍スカ食いベンジ虫ヤーが身を震わせるように、肩かたを揺ゆらして笑った。

「あたしは噓なんかついたことねぇよ？　その男女は、間ま違ちがいなくおまえの両親だよ──『鎌切』。本物だからこそ意味がある、効果がある、そう思ったんだけどよぉ？」

　だが笑みはそこまでで、刹せつ那なのうちに屍しかばねのごとき、虚うつろな無表情となる。

「『蛍』ちゃんのせいで、茶番劇も台無しだ。どう落とし前つけてくれんだ、あぁ？」
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　すべては反転した。

　両親との感動の再会は、血なまぐさい陰いん謀ぼうの一いつ端たんとして。交かわした会話は、肥こえ溜だめに浸つけられて。かき抱いだいたはずのあったかさは、氷のように肌を灼やいた。感動は絶望に。幸福は醜しゆう悪あくな戯ぎ画がのように、遠ざかって──。

　けれど『鎌切』はそれが嫌いやで、認めたくなくて、理解できなくて問うた。

「『蠅王』ちゃん、どうして……？」

　足あし下もとが崩くずれるような感覚のなか、悲痛に、親にぶたれた幼子のように叫さけんだ。

「蠅の卵とか産みつけなくても、異能力で支配しなくても、『鎌切』は何でも言うこと聞いた！　操ったりしなくても、『蠅王』ちゃんの命令どおりにしたもん！　良い子にしてたのに……！」

「蠅は、そういう生き物だから──と答えるしかねぇな」

　けれど『蠅王』はそよ風ほどにも感じないのか、揺るがない。

「蠅は、腐くさった部分を食い荒らす。柔やわらかな、最も弱い部分を選んで侵は入いりこみ、胃を満たし、卵を産みつけ増ぞう殖しよくする。あたしの悪意はそうやって広がっていく──おまえの弱点は、その戦せん闘とう力とはちぐはぐな心の弱さだ。だからそこを攻せめた。攻めて食い荒らした、そういうことだけどな？」

「答えになってない！　何言ってるかわかんないもん！」

　喚わめく『鎌切』を、『蠅王』は優やさしく諭さとしてくる。

「おまえを支配するのに、いちばん効率のいい方法を用いたんだよ。だから苦労して、おまえの両親まで捜し当てたんだぜぇ？」

「効率とかじゃないもんっ、そういう話をしてるんじゃないもん！　どうして『鎌切』を支配しようとなんてしたの？　虫かごにいれて、飼うみたいに！　そんなことしなくても、『鎌切』は『蠅王』ちゃんの、偉えらいひとの言うこと聞いたもん！」

「ごちゃごちゃと、うるせぇよ──ガキんちょ」

『蠅王』の雰ふん囲い気きが、急激に冷えた。

　赤しやつ光こうを帯びた双そう眸ぼうで、『鎌切』を射い竦すくめてくる。

「まだるっこしい手段を選んじまったなぁとは、思うよ。あたしもまだまだ、若いねぇ──秀影坊やが親子の情なんてもんを武器にしやがるからさ、その意い趣しゆ返しだったのかねぇ。お母さんとか呼ばれちまってよ、あたしも心を乱しちまってさ、ありゃ不覚だったよ」

『鎌切』の知らないことを思いだしているのか、『蠅王』は嘆たん息そくする。

「だが、二度はねぇ。蠅は、適応し進化する。親子の情なんてもんに、二度と揺らがない。その、予行練習ってわけだ──『鎌切』、ただそれだけのことさ」

『鎌切』には、『蠅王』が何を言っているのかわからない。

　ただ、自分とは会話の次元がちがうのだという──距離だけが、感じられた。

「親子の情を、あたしも武器にする。活用するすべを覚えれば、もう怖こわくない。もう二度と、揺るがないから、負けない。失敗することもない。毒は薬になる。原子力すら活用できる。武器にすることで、あたしはあたしを乱すあらゆるものを克こく服ふくする」

　蠅は貪どん欲よくな生き物だ。

　屍し骸がいや排はい泄せつ物を、あらゆるものを栄養源とする雑食性の昆こん虫ちゆう。

『蠅王』は人情や、愛すらも武器として、己の糧かてとして膨れあがる。そして日本全土に悪意を産みつけて、支配する。

『絲妃』とは別種の、けれど同様におぞましい──『大奥』の女王。

「のほほんと、お喋しやべりしてる余よ裕ゆうはねぇぞ？」

　切りかえも早い。非人間的なほどに。

『蠅王』はあっさりと笑え顔がおに戻ると、おおきく手を打ち鳴らした。

「忘れてるかもしれねぇけど──おまえら、絶体絶命なんだぜぇ？」

　瞬しゆん間かん、『蛍』と『鎌切』の周囲、その畳たたみが膨れあがった。凸でこ凹ぼこと歪んだ畳を突き破って、何かが飛びだしてくる。それは革帯ベルトでぐるぐるに巻かれた、大量の腕うでである。

　それを視し認にんした瞬間に、『蛍』が動いた。

「危ない『鎌切』！」

　自分よりも他人を優先してしまう、『蛍』の優しさが『鎌切』を救った。咄とつ嗟さに突き飛ばされた『鎌切』は畳をごろごろと転がり、こちらを搦からめとろうとする無数の腕からからくも逃れた。

　けれど『蛍』は足首を太ふと股ももを骨が軋きしむほど強く摑つかまれ、捕ほ獲かくされてしまう。

　怪奇ホラー小説における墓場から蘇よみがえる屍し体たいのごとく、畳の奥、床ゆか下したから大量の不気味な少女たちが這はいでてくる。『大奥』の制服をまとい、ただし顔面や腕など肌の露ろ出しゆつすべき箇か所しよは革帯ベルトで緊きん縛ばくされた──異形の、少女たち。

　床下からだけではない。開かれた襖ふすまや『蛍』があけた大穴の向こうから、同様の少女たちが雪な崩だれこんでくる。十数人か、それ以上か──広間がすぐに人ひと混ごみで雑然となる。

「な、何なの？　こいつら……？」

『鎌切』は目を白黒させて、その禍まが々まがしき群衆を注視する。

　状況が把は握あくできない。不安になる。誰だれかに命じてほしい。

　けれど己の上位者は──『蠅王』は、こちらを痛つう烈れつに裏切った。『鎌切』の忠誠を信じず、異能力で操ろうとして、こちらの気持ちを踏ふみにじったのだ。

　何にも縋すがれず、不安定になって、『鎌切』は動くに動けなかった。

「おまえらの、先せん輩ぱいだよ？」

『蠅王』は虫の羽音のような声で「く、ふふ」と笑った。

「あたしの異能力で忠実な木で偶く人形に仕立てあげた、『大奥』の生徒たちだ。あたしは『蟲むし兵へい』と呼んでる。おまえらは戦闘力だけは高いから、きっと優ゆう秀しゆうな『蟲兵』になるぜぇ？　全身を食くい荒あらされ、脳まで蠅の卵でいっぱいになったら、な？」

　愉たのしそうに語りながら、ふと『蠅王』は俯うつむき、独りごちた。

「そんなふうに支配して、従順な手て駒ごまに仕立てあげなきゃあ、他人なんかおっかなくて使えねぇよ。人間は、すぐに裏切る。この四百年で、うんざりするほど見てきたよ」

　倦けん怠たい感に満ちた吐と息いきを、紫煙とともに垂れ流して。

「愛は枯かれる。花のように──いつか必ず。ひとを繫つなぎとめるには親愛が必要だろう、けれど繫ぎつづけるには実利がいる。実利を水のように注ぎつづけねぇと、愛は瑞みず々みずしさを保てない。いつか枯れて、醜みにくく散る」

　でなきゃ加工して押し花にでもするしかねぇわな──と『蠅王』は素そっ気なく語る。

「生きたまま木偶人形押し花にするのが最善なんだが、屍ドライ体フラワーでもべつに構わねぇんだぜ？　美しさは損そこなわれるが、花としての機能を保っていればそれでいい。すぐに枯れ果てる人情なんか信じねぇ、あたしは実利を優先する」

『蠅王』が指を鳴らすと同時に、『蟲兵』と呼ばれた木偶人形たちは『蛍』を呆あつ気けなく拘こう束そくする。床ゆかに押さえつけて、身動きをとれぬようにする。

　洗練された、動きだ。元は『大奥』の生徒だというし、戦闘訓練を受けているのだ。今の『蛍』には抵てい抗こうもできない。

　けれど『蛍』は満足そうに、『鎌切』を見ていた。自分のことなどどうでもいい、『鎌切』を逃にがせたからそれでいい──そんな、気高い表情だった。

『鎌切』の心に、熱いものが宿る。

　それは両親らしき紛まがいものが植えつけたものとは明確に異なる、安心して身を委ゆだねられる、快く身を焼いてくれる優しくも美しい感情の炎ほのおだ。炎は嵐あらしとなり、『鎌切』のちいさな身体からだのなかで唸うなりをあげて猛たけり暴れる。

　思いだすのは、『蛍』と積み重ねてきた何気ない日常だ。

　どうでもいい、お小言。髪かみの毛を梳くしけずってくれる、その指先。抱きあって眠ねむった、そのぬくもり。すべて、克こく明めいに覚えている。いまだ蠅の侵しん略りやくを受けぬ、『鎌切』の細さい胞ぼうひとつひとつに、『蛍』との思い出がこんなにもたくさん残っていた。

　そのすべてが、『鎌切』のちからになる。

　これが愛だというのなら。

『鎌切』は自分で思っていたよりも、独りぼっちではなかったのだ。

「『蛍』、ちゃん──」

『蟲兵』の群れに埋うめ尽つくされ、すでに見えぬ『蛍』を求めて、『鎌切』は手を伸のばす。その心のなかから溢あふれた嵐が、爆ばく風ふうとなる。渦うず巻まく『鎌切』の異能力が、奔ほん流りゆうとなって、その長い薄うす緑みどり色の髪を舞まいあげる。

『鎌切』の幼い感受性が、猛もう烈れつに芽め吹ぶいていく。

『蠅王』が花に喩たとえた尊い感情が、『鎌切』の内側で頭を覗のぞかせる。

「『蛍』ちゃんに、触さわらないで……！」

　それはいまだ、赤ん坊ぼうのような独どく占せん欲よく。

　あったかいものを他人に奪うばわれることを、ただ不ふ愉ゆ快かいに思って眉まゆをひそめる程度の、けれど無限大の感情の根っこ──いずれ満開の花を咲さかせるだろう、萌ほう芽がだった。

　渦巻く異能力が、風圧となって『蟲兵』たちを揺るがす。

　もっと強く。もっともっと、いっぱい。『鎌切』のなかには──『蛍』のくれた、たくさんのものが渦巻いているのだから。それを、まだすこしも返していないのだから。

　だから、『鎌切』は吼ほえた。

「『蛍』ちゃんは『鎌切』の……！」

　けれど、すべてを言い終わらぬうちに。

『鎌切』の胸中に生まれた熱いものを凍いてつかせるほどの、寒気が生じた。
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　複眼により後方にも視界が存在する昆虫のように、『鎌切』は本能的に振ふり向むいた。

　血管に冷や水を注がれたような、怖おぞ気けをおぼえて──咄嗟に。

「………!?」

　身体は自然に、慣れ親しんだ臨戦態勢をとっている。

　大鎌などの長なが柄えの武器を構えているかのような、両りよう腕うでをおおきく広げた姿勢ポーズである。

『鎌切』の空気操作能力は呼吸や声を媒ばい介かいにして発動するため、厳密にいえば腕を動かす意味はあまりない。だが『大奥』での戦闘は硝シヨー子ケー壁ス越ごしにお大だい尽じんたちに鑑かん賞しようされるのが基本であった。

　観客たちが楽しめるように、わかりやすい演パフオー出マンスが必要だったのだ。

『大奥』で生まれ育った少女は──『鎌切』は、つい習慣で無む駄だともいえる動きをしてしまう。両腕を広げたまま、ぐるん、と回転して。

　大鎌を大上段から振りおろすような挙動とともに、勢いよく真空の刃やいばを放った。

　不可視の殺意が、飛ひ翔しようしていく。

「あっ……」

　だが必殺の一いち撃げきを繰くりだした『鎌切』は、啞あ然ぜんとしてしまう。

　つい反射的に異能力を発動させてしまったが、己おのれの放った真空の刃はどこへ向かって飛んでいくのか──察して、啞然とする。そこには無防備な、先ほどまで己を抱だきしめてくれていた両親、らしきひとたちがいる。

『鎌切』は青ざめる。

　音速の刃で、自らの父母を切り刻んでしまう。

「えっ──？」

　だが予想した残ざん酷こくな結末は、訪おとずれなかった。

　鎧よろい甲かつ冑ちゆうすら豆とう腐ふのように切り裂さくかまいたち現象による刃は、たしかに両親に到とう達たつした。手て応ごたえがあった。けれど、両親はにこやかな笑顔のまま──悠ゆう然ぜんと立っている。

　風が通りぬけて、両親の髪や衣服がふわふわと、穏おだやかに揺ゆれた。

　それだけだった。

　理解できぬ光景であった。

　無意識に『鎌切』が手加減してしまった？　咄嗟に空気を操作して風の刃の威い力りよくを減げん衰すいさせた？　両親を切り刻みたくなかったから？

　それとも──。

「あらあら、お転てん婆ばね」

　母、らしきひとが困り顔で、頰ほおに手を添そえてはんなりと吐息を漏もらした。

　その周囲に、きらきらと、輝かがやくものがある。金粉のごとき煌きらめく粒りゆう子しが、父母のそばを幻げん想そう的に漂ただよっている。

　何だ……？

『鎌切』は目を凝こらしたが、そのきらきらしたものの正体はわからない。

『蛍』が壁かべをぶち破った際に広間を照らしていた行灯あんどんがいくつも倒たおれ、安全装置により自動的に火が消えており、室内の明度はかなり低下している。

　視界が不ふ明めい瞭りようで、何もかもが判然としない。

　異様な──悪夢めいた、状じよう況きようがつづく。

「油断するな、『鎌切』！」

『蟲兵』たちに揉もみくちゃにされながら、『蛍』が必死に声をあげる。

「父親のほうはよく知らないけど、きみの母親は『大奥』でも有数の強力な異能力者だったんだろ!?　何らかの異能力で、きみの攻こう撃げきを防いだんだよ！」

　それは、知識として『鎌切』も知っていた事こと柄がらだった。

『鎌切』の母親は『大奥』で上位の序列をもつ、強大な異能力者だった。異能力は血けつ縁えんで遺伝する。そんな母親の娘むすめだからこそ、『鎌切』はその才能を見込まれ、『大奥』で育てられたのだ──そして実際、期待以上の性能を発揮し、『大奥』上層部に重宝された。

　親子ならば、同系統の異能力のはずだ。

『鎌切』は空気を操作する。

　ならば母も同じ系統の異能力のはずだが──いったい、どのような？

「ちょっと待ってね」

　母は穏やかな雰ふん囲い気きのまま、するりと衣服を脱ぬいだ。

　帯をほどき、上品な和服を床に垂らして、一糸まとわぬ裸ら体たいを晒さらす。殺さつ伐ばつとした状況にそぐわぬ、不可解な行動だったが──。

『鎌切』は母の素す肌はだを見て、愕がく然ぜんとした。

　母の全身には、むごたらしい疵きず痕あとが刻まれていた。

　優やさしげな母の風ふう貌ぼうに似合わぬ、凄せい惨さんな古傷である。

　拷ごう問もん痕あとじみた、切り傷や打だ撲ぼく傷しよう。銃じゆう創そうや、腫しゆ瘍よう。重度の火傷やけどで壊え死しし変色した背中の皮ひ膚ふ。歪ゆがんで固着した骨折の痕こん跡せき。乳ち房ぶさすら左右でおおきさが異なり、片方はいちど切開でもされたのか有ゆう刺し鉄てつ線せんのようなぎざぎざした手術痕があった。

　母は、『大奥』の生徒だった。

　十四年以上前は──今よりも平和な時代だと思っていたが、それは間ま違ちがいだった。もしかすると今よりもなお苛か烈れつな闘とう争そうがつづく、地じ獄ごくだったのではないか。母はそんな時代に『大奥』序列上位者として激戦を繰りひろげ、生き抜ぬいてきたのではないか。

　母の過か酷こくな半生を物語るその生々しい疵痕に、『鎌切』が怯ひるんでいるうちに。

　蛇へびが這はうように、母の肌はだを革帯ベルトが伝った。『蟲兵』たちを緊きん縛ばくしている、あの『百手姫』もつけていたのと同種の革帯ベルトである。

　びっしりと細かい針が生えたその革帯ベルトは母の身体に絡からみつき、局部のみを申し訳程度に隠かくし、最後に顔面で『×』のかたちに交差した。

　裸体に革帯ベルトを巻きつけた、異様な態ていとなった母。

「こいつは──」

　それを見て、『蛍』が瞠どう目もくする。

「こいつだったのか！　『雹ひよう』とか呼ばれてた──ぼくを、しつこく追いかけ回してきたやつ！　『鎌切』の母親だったのか、どこまで悪あく趣しゆ味みなんだよ『蠅王』!?」

「うるせぇな。『さま』をつけろよ、頭ずが高たけぇぞ？」

　億おつ劫くうそうに『蠅王』が言うと、ご主人さまのご機き嫌げんを取ろうとしたのか、『蟲兵』たちが『蛍』を容よう赦しやなく蹴けりつけた。苦鳴をあげ、頑がん丈じような『蛍』もさすがに身み悶もだえする。

　私刑リンチだ、今の『蛍』には抵抗できない。

『鎌切』は今すぐ『蛍』に駆かけ寄って、救出したかったけれど──。

　動けなかった。

『雹』と呼ばれた、変わり果てた母の立ち姿から目を逸そらす。

　その奇き妙みような態に驚おどろいていたというよりも、『大奥』で生まれ育った戦士としての本能が察していた──すこしでも気を抜いたら、殺される。

　油断できぬ殺気と、威い圧あつ感かん。

『雹』の全身から、飢うえた肉にく食しよく獣じゆうのごとき凄みを感じていた。

「あぁ、そうそう──忘れてた」

　言動のみは変わらずのほほんとした雰囲気のまま、『雹』が手をあわせて頷うなずいた。

　傍かたわらに立つ父を──『雹』にとっての夫を、横目で見て。

「あなた」

「あぁ、好きにするといい」

　穏やかに頷く父に、幸せそうに『雹』は微笑ほほえんで。

　手刀をつくると、呆あつ気けなく父の腹部に突つきいれて──抉えぐり、貫かん通つうさせた。
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『雹』の繊せん手しゆが父の腹部に食いこみ、その内臓を、粘ねん土どみたいにこねた。

　骨が砕くだけるような異音が響ひびき、返り血が『雹』の顔を汚よごす。

「何を──」

『鎌切』はもはや何も理解できずに、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　母が父を傷つけている、目も当てられないような光景──けれど、ほんとうの残ざん酷こく趣味はここからであった。父の全身が、機械音にも似た軋きしみをあげて、変形する。首が後ろ向きに倒れ、肩かたが両足が内側に折りたたまれる。肉を骨が突き破る。肉がどろどろとこそげ落ちて、血や臓物とともに床ゆかに垂れ、溜たまっていく。

　残された骨格のみが変形をつづけ、絡みあい交差し接続され、『雹』の手のなかでひとつのかたちを形成していく。

　衣服や血肉が垂れたその変わり果てた父を、『雹』が思いっきり振るった。

　骨格以外の余分なものが飛び散って、広間の畳たたみに叩たたきつけられる。

　あっという間の出来事だった。

『鎌切』が言葉もなく立ち尽つくすなか、父はもはや面おも影かげをなくし──骨で織りあげられたひとつの凶きよう器きのかたちに変形していた。

　それはひとりでに動き、『雹』の右みぎ腕うでを鎧よろっていく。

『蛍』の手て甲こうに似ている。骨でできた巨きよ腕わん、としか表現できぬ禍まが々まがしい装そう甲こうである。

　成人男性の骨格だ、小こ柄がらな『雹』の片かた腕うでを覆おおうだけでは足りず、余った部分が床に触ふれている。『雹』の身体からだよりもややちいさい、という程度の、巨きよ大だいな腕。右腕だけがやけに肥大したように見えて、『雹』の輪シル郭エツトを異様に見せていた。

　父が変じた巨腕を、『雹』は確かめるように動かしている。

　お待たせ、というように『鎌切』に向き直って──あくまで、にこやかに語った。

「上手な噓うその秘ひ訣けつは、たくさんの真実のなかにちいさな噓を混ぜこむこと。先ほど『蠅王』さまが語ったのも、そう。おおむね真実だけど、噓が含ふくまれていたわ」

　巨大な骨装甲で覆われた腕を、素肌を隠すように構えて、『雹』は微笑む。

「蘭らん学がく者──異国の知識を学んでいたお父さんは、政治的な駆け引きもあって助命されたわ。けれどその結果はちがう。あたしと一いつ緒しよに追放されてどこか遠くで幸せに暮らした……。そんな、おとぎ話みたいな結末にはならなかった」

　巨腕の尖せん端たんに、肋ろつ骨こつでできた尖とがったかぎ爪づめがある。

　それを、みょうに不快な音をたてて軋らせて。

「お父さんはね、当時から存在した『大奥』地下監かん獄ごくに収しゆう監かんされ──そこで、異国の研究に従事させられたの」

『大奥』地下監獄。

　かつて暴君『絲妃』がつくりあげた監獄にして、研究施し設せつ。

　父はそこで、蘭学者としての知識を搾しぼりとられ、酷こく使しされていたのか。

「その過程で、異国の勢力が用いる異能力を再現するあの兵器──『才サイ古コ銃ガン』と呼ぶのかしら？　その再現が、お父さんに命じられたの。その技術を得られれば、科学力で劣おとる日本も異国に対して遥はるかに有利に外交ができる。科学技術の進歩は、国の至上命題よ」

　十四年以上前からも、たとえば長なが崎さき出で島じまなどで異国との外交はわずかにあった。

　鎖さ国こくされ、凍イてンセつクトい・ケたー霧ジで封ふう鎖さされているとはいえ、外海に確実に異国は存在する。無視はできないし、いずれ相対することになる。

　暴君『絲妃』はそれを見み越こして、異国の技術を研究していたのか。

　ただの興味本位だったのかもしれないが──『絲妃』は、そういう女ではあった。

『才サイ古コ銃ガン』──異能力をもたぬものにも同等の戦力を与あたえるあの兵器は、各地の大名が血統を保ったお姫さまに異能力を受け継つがせ、『大奥』に輿こし入いれさせるという現代の大前提を、権力構造を根底から覆くつがえす。

　その技術を再現できれば、得られる利益は計り知れない。

　そのために──父は、監獄のなかで研究に没ぼつ頭とうさせられたのだ。

「超ちよう科学を有する異国の技術。それを再現するなんて、どんな天才にだって無理難題よね──でもね、お父さんはやり遂とげたの」

　誇ほこらしそうに、父の変じた骨の腕を、己おのれの頰に添えて。

『雹』は、幸せそうに。

「己の身体すら研究素材として、人体実験を行い──自らを『才サイ古コ銃ガン』としてつくり替える、という外げ道どうな手段まで用いてね」

　愛いとしそうに、己の夫が変じた凶器を、『雹』は己の胸むな元もとに押し当てる。

「ひとりの才能ある蘭学者が心身を賭として完成させた、初の国産『才サイ古コ銃ガン』──それがこの『才サイ古コ銃ガン』刻印ロスト欠番ナンバー『成カス功タムのサポ父ート』。あくまで試作品だから見てくれは不格好だけど、威い力りよくは『才サイ古コ銃ガン』と同等よ？」

「おまえの両親は偉い大だいだ、誇っていいぜぇ──『鎌切』？」

『蠅王』がこれは見物だというように、手を打ち鳴らして囃はやしたてた。

「初の国産『才サイ古コ銃ガン』をつくりあげた蘭学者の父、そっちももちろん不世出の天才だ。だが母親のほうも、たいしたもんなんだぜぇ？」

　上座の積みあげられた畳にどっかりと腰こしかけて、完全に傍ぼう観かんする構えだ。

「かつての『大奥』序列三位『雹ひよう虎こ』──今は野や獣じゆうの牙きばを失いあたしの可愛かわいい下僕になってるから、『虎とら』の一字を取って『雹』とだけ呼んでる。かつて『地獄の第三位』の代名詞として、『大奥』を震ふるえあがらせた猛も者さだぞ？」

　母は罪人だ、その記録のほとんどは抹まつ消しようされている。

　だからそれは、『鎌切』も知らない事実だった。

「大罪を犯おかし、つまり政治争いに敗れて『大奥』を追放されたものの、その輝かがやかしい戦歴は色いろ褪あせねぇさ。あの『絲妃』や『金きん獅じ子し』すら対決を避さけ、並み居る強きよう豪ごうを打ち負かし、序列三位の地位を守り抜いた──」

　手放しで、『大奥』四百年の歴史を見守りつづけてきた『蠅王』が、絶賛する。

「『雹虎』と戦えば死ぬ、序列三位に手をだしたら死ぬ、ゆえに『地獄の第三位』と謳うたわれたわけだ。史上最強、といっていい闘とう士しだった。今じゃ、あたしの忠実な手て駒ごまだけどな──いいや、あたしの最強の切り札さ」

　顎あごをしゃくって、『蠅王』は命じる。

「さぁ『雹』──跳はねっかえりのじゃじゃ馬娘むすめを、抱だきしめてやれ。せっかくの、親子の再会だしな。たっぷり満まん喫きつすればいい、骨の髄ずいまで堪たん能のうしろよ？」

　血の気を失った『鎌切』を、『蠅王』は毒々しく着色された爪つま先さきで、示した。

「『鎌切』、おまえも喜べよ？　人体実験の素材として己を使いつぶすしかなかった父親と、蠅に脳まで食いつくされた母親に、たっぷり甘えていいんだぜぇ？　あぁ、おまえが良い子のままでいてくれたら──こんな残ざん酷こくな真実は、伝えなくて済んだのによ？」

「ちち、うえ。はは、うえ……」

　膝ひざからちからが脱ぬけて、『鎌切』は立っていられないぐらいだった。

　呆然として──震えながら、現実を受けいれられずに、ただ両親らしきものを見た。

　あったかい親子の再会は醜しゆう悪あくな真実に穢けがされ、腐ふ敗はいし、爛ただれていた。希望は絶望に、夢は悪夢に、塗ぬりかえられて──『鎌切』の心のすべてを、踏ふみにじっていた。

　涙なみだすら浮うかべた『鎌切』に、『雹』はゆっくりと歩み寄ってくる。

　不気味な骨の巨腕を、床に引きずりながら。

　腕の尖端に生えたかぎ爪が、畳を容易たやすく抉っている。見たところあのかぎ爪にさえ気をつければよさそうだが、もしこれがほんとうに国産の『才サイ古コ銃ガン』ならば──異能力を秘ひめているはずだ。単純な、切り刻むためだけの凶器ではあるまい。

『雹』は虎や豹ひようが狩かりをするときのように、身を低くする。

　父が変じた国産『才サイ古コ銃ガン』と、かつて『地じ獄ごくの第三位』と謳われた母──同時に、強大な異能力者ふたりと相対するようなものだ。

　百戦を重ねどんな強敵にも怯ひるまなかった『鎌切』が、気け圧おされて後ずさった。

　目の前にいるのが両親だから──というだけではない、『雹』のまとった圧あつ倒とう的な戦力を肌はだ身みに感じて、怯んだのだ。

「ねぇ『鎌切』。お父さんはね、異国の言語も研究していたの」

　あくまで口調は変わらず、『雹』は甘く優やさしい声で、囁ささやいてくる。

「こんな言葉を知ってる？　ジュ・テーム……。愛してるわ、って意味よ？　きれいな響きでしょう？　あたし、この言葉が大好きなの」

　花はな咲さくような笑えみを浮かべて、愛いとし子に子こ守もり歌うたを聞かせるように。

「いつか、あなたに言ってあげたかった──ジュ・テーム……ジュ・テーム……愛してるわ『鎌切』、あたしたちの可愛い赤ちゃん♪」

「うっ──」

『鎌切』は、猛もう烈れつな吐はき気をおぼえた。

　大事なものを根こそぎ、肥こえ溜だめに叩き落とされた気分で。

　嘔え吐ずき、胸を搔かきむしって、わけがわからなくなって──『鎌切』は吼ほえた。

「うぅああ……あぁぁああああああ!!」

　泣きじゃくりながら、母の哀かなしき残ざん骸がいに最大威力の風ふう刃じんを叩きこんだ！
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　かまいたち現象の刃やいばが、畳を切り裂さき巻きあげて驀ばく進しんする。

　暴発めいた『鎌切』の風刃が畳を壁かべを縦じゆう横おう無む尽じんに切り裂き、倒たおれた行灯あんどんが安全装置の作動も間にあわずあちこちに火を点つけて、煌びやかな広間は一気に地じ獄ごく絵図に成りはてた。

　音速で飛ひ翔しようする風の刃は狙ねらった対象を無む慈じ悲ひに抉り、切断する。

　そのはずなのに──。

「………!?」

『鎌切』は目を見開き、驚きよう愕がくする。

　母の──『雹』の姿がかき消えている。先ほどまで『雹』が立っていた位置の畳に亀き裂れつが走り、階下まで風刃が突つき抜ぬけて大おお阪さか城を震しん撼かんさせる。

「あら、あら」

　平然とした『雹』の声は、真上から聞こえた。

　慌あわてて見あげた『鎌切』の視線の先──天てん井じように、『雹』はぶらさがっている。片手に装着した父の変じた『才サイ古コ銃ガン』、そのかぎ爪を突き刺さして宙ちゆう吊づりになっているのだ。

　瞬しゆん時じに跳ちよう躍やくして風刃を回かい避ひした、のだろうか。

　その動きはあまりにも迅じん速そくで──動体視力に優すぐれた『鎌切』にも視し認にんできなかった。

「………！」

『鎌切』は再度、不可視の斬ざん撃げきを解き放つ。

　だが『雹』はほぼ『鎌切』の能力の発動と同時に動いている。天井を蹴けりつけ機き敏びんに跳躍し、くるくると回転して再び床ゆかに立つ。立体的なその機動はどこか『鎌切』の戦法スタイルにも似ていて、血の繫つながりを感じて、『鎌切』はそれが嫌いやだった。

　切り裂かれた天井から、ぱらぱらと破は片へんが落ちてくる。

「おいおい、親子だからって手ぇ抜くなよ『雹』？」

　刹せつ那なの攻こう防ぼうに、高みの見物をしている『蠅王』が不満げにぼやいた。

「避ける必要もねぇだろ、おまえは？」

「申し訳ありません『蠅王』さま。夫とともに戦うのは初めてですので──ちょっと、試運転といったところです」

　やはり身を低くしたまま、『雹』は朗ほがらかに応こたえた。

「んん、やっぱり重心が安定しないわね──もうちょっと、慣らさないとね？」

　困ったように、重たげに装そう甲こうされた片かた腕うでを持ちあげて、かぎ爪を鳴らしている。

　その仕草にはまったく危機感がなく──遊ばれているようで、『鎌切』は鼻持ちならない。ちいさな幼子が両親に取っ組みあいを仕し掛かけて、戯たわむれにあやされているようだ。

　まさに親と子ほども、実力の差があるのだろうか──。

『鎌切』は、無力感に溺おぼれそうになるが。

「気圧されるな、『鎌切』！」

　さんざん『蟲むし兵へい』たちに蹴りつけられながらも、『蛍』が叱しつ責せきを飛ばしてくる。

「自分を信じろ！　きみは強い、何もできない赤ちゃんなんかじゃない！」

「うるせぇな、おい」

『蠅王』が煩わずらわしそうに、指揮者のごとく指をふる。同時に『蟲兵』がさらに苛か烈れつに『蛍』を嬲なぶり、また口を押さえて発言を封ふうじる。

　けれど、『蛍』の熱い声せい援えんは、『鎌切』の身体からだをすこしだけ軽くしてくれた。

「『蛍』、ちゃん」

　自分も危機に瀕ひんしていながら、激げき励れいを送ってくれる友に──。

『鎌切』は奮起し、覚かく悟ごを決める。

　己とて、『大奥』序列二位の地位までのぼりつめた実力がある。歴代最強だか国産『才サイ古コ銃ガン』だか知らぬが、まったく両親の相手にならぬということはないはずだ。

　これまで積みあげてきた戦歴を反はん芻すうし、己を鼓こ舞ぶし、『鎌切』は身構える。

　気合は再さい充じゆう塡てんされた。

　戦力的に見れば、圧倒的に不利だ。

　いまだ能力すら未知数な『雹』とその装備した『才サイ古コ銃ガン』。『蠅王』も五体満足で控ひかえている。『蟲兵』たちも数が多く、『蛍』は拘こう束そくされて動けない。

　戦えるのは動どう揺ようし、足場も定まらぬ『鎌切』ひとりだけ。

　絶望的な状じよう況きようだが──ここで『鎌切』が諦あきらめたら、すべてが終わる。

　だが同時に、『鎌切』の幼い精神性が、手足を縛しばる。これは、誰だれに望まれたわけでもない戦いだ。上位者に命じられ、言いなりになって、戦う。『鎌切』にとってこれまで、それがすべてだった。

　だからこれまでの『鎌切』ならば、上位者である『蠅王』に反はん抗こうし、戦うなんてありえないのだ。これはきっと正しい行こう為いではない、己の存在意義に反する、おとなしく偉えらいひとに従ってしまうべきだ。

　そんな過去の自分からの忠告が、『鎌切』の魂たましいをがんじがらめにする。

　こんなのは嫌だった。何もわからず、頭を抱かかえて逃にげてしまいたい。せめて『蛍』を『蟲兵』たちから奪だつ還かんし、この場は退いてどこかで落ちついて考えたい──。

　そう未練たらしげに『蛍』を見たが、そんな『鎌切』の内心を察したのか、『蠅王』が逃げ場を封じてくる。

「おっと、余計なことは考えんなよ？」

　釘くぎを、刺してくる。

「個性のない雑ざ魚こみたいな見た目してるけどよ、『蟲兵』たちもあたしが四百年かけて選よりすぐった精せい鋭えいだ──『雹』よりは劣おとるとはいえ、手て強ごわいぜぇ？」

　煙管キセルをくわえて、『蠅王』はのんびりと紫し煙えんを吐きだしながら。

「どこの誰ともわからねぇ『蟲兵』どもに引導を渡わたされるよりはよ、せめて親の手で──っていう、あたしの気配りを台無しにすんなよ？」

　この状況を愉たのしむように、歪いびつな笑みを浮かべると。

「どうも誤解されがちなんだが、あたしは優しい女だぜぇ？　『鎌切』、おまえは優ゆう秀しゆうな戦士だ、だからあたしの手駒にくわえたい。でもせめて親の手で、ってな」

『大奥』の女王は、聞きわけのない生徒を見る教師のように、嘆たん息そくする。

「優しいだろぉ？　泣けてくるだろぉ？　その『蟲兵』たちの顔面を革帯ベルトで隠かくしてるのも、あたしの気き遣づかいなんだぜぇ？」

　言わなくてもいいようなことを、まるで挑ちよう発はつするみたいに口にする。

「屍し体たいを元にした『蟲兵』はもとより、長く保存してると生きてる『蟲兵』も腐敗してくる。女の子だもの、腐くさって爛ただれた顔を晒さらすのは可哀かわい想そうだろ？　そういうことだよ、優しいだろぉ？」

　傍かたわらに立つ『雹』を一いち瞥べつし、『蠅王』はだらしなく胡座あぐらをかいた。

「そういう意味でも『雹』は特別だ。こいつは現げん役えき時代──あたしの悪意を見み抜ぬき、たった独りで反旗を翻ひるがえして戦っていた。こいつのせいで、あたしの計画はだいぶん遅おくれた。そのお仕置きとして、顔を晒させている」

　かつての難敵を手て駒ごまにしただけでは飽あきたらず、なお辱はずかしめているのか。

「逆に言えば、あたしに逆らえばこうなる──ってぇ見せしめだわな。『鎌切』よ、おまえも良い子にしてねぇと、母親みたいにしてやんよ？　あたしに敵対するってことは、こんなふうに、生き別れの親子で殺しあいをさせられるような酷ひどい目に遭あうってこった」

　背筋を正し、煙管をこちらに向けて、『大奥』の女王は服従を迫せまる。

「それが嫌なら、おとなしく──良い子にしてなぁ、『鎌切』？」

「あんた、は」

『鎌切』は何だか、肩かたからちからが脱けてしまった。

　へたりこみそうになりながら、呆ぼう然ぜんと『蠅王』を眺ながめる。

　戦う気力を奪うばわれた──わけではない。断じてなかった、むしろ逆である。

　あまりにも残ざん酷こくな目に遭うと、人間は、麻ま痺ひしてしまう。虐ぎやく待たいされつづけた子供が無反応になるように、『鎌切』はもはや何も感じずに──ただ、立ち尽つくす。

　きっと高潔に、この悪意の権ごん化げのごとき『蠅王』に立ち向かった母。

　だが敗れ、宿敵の手駒にされ、なお辱められている母。

　この現実を赦ゆるしてはいけなかった。何もわからないけれど、それだけは確信する。

『鎌切』の胸の奥に、尊い感情が燃え盛っている。

　不思議なほどに平静な気分のまま、『鎌切』は奥歯を、ぎりりと嚙かみしめた。

「『鎌切』にはまだ──よくわからないけど、あんたは赦しちゃいけない気がする」

「く、ふふ？　難しい言葉を知ってるんだなぁ？　ちゃんと正しく理解してんのか、その言葉をよ？」

　侮あなどるように、『蠅王』がこちらを見下ろしてくる。

「おまえ、何か勘かん違ちがいしてねぇか？　赦すとか赦さないとか判断できる立場か、あぁ？　誰かに命じられないと指先すらも動かせない、操あやつり人形みてぇなガキがよ？　おまえは処しよ刑けい人として、あたしみたいな上位者に命じられて罪人を裁いてればいいんだよ！」

「処刑人として、じゃないもん」

『鎌切』はうまく言えなくて、けれど思ったことを素す直なおに吐きだした。

　たぶん生まれて初めて、誰に命じられることなく、衝しよう動どうのままに叫さけんだ。

「ははうえが戦ったっていうあんたを、ちちうえとははうえを辱めるあんたを──『鎌切』は、絶対に絶対に絶対に赦さない！」

『蠅王』に向き直り、標的をそちらに固定して──無む尽じんの、風の刃を解き放つ。

「誰に何て言われてもいい！　とにかく絶対、個人的に赦さないんだもん!!」

　母と戦うのは嫌だ。だが臭くさい匂においは元から断たてばいい。母を操る『蠅王』を始末すれば何かがどうにかなりそうな気がした──あやふやながらも本能的に、『鎌切』は動く。

『蠅王』はちょっと驚おどろいたように、目を丸くしていたが。

　怒いかりをこめた『鎌切』の斬撃は、届かない。

『鎌切』と『蠅王』の間を塞ふさぐように、『雹』が飛びこんでくる。つるりと、氷上を滑すべるような不自然な動きで。否いな、『ような』ではない──実際、滑っていた。

　見ると、『雹』の足あし下もとは凍こおりついている。

　畳たたみが氷結し、そのうえを『雹』は滑かつ走そうしている。『百手姫』が、苔こけで自らの身体を運ぶ動きに似ていた。氷面は、摩ま擦さつ係数がほぼ零ゼロである。ふつうに走るより速い。

　勢いがまったく減じずに、踏ふみだしたその初速のまま『雹』は『蠅王』の正面にずれるようにして瞬しゆん間かん移動していた。

　だが、その位置は『鎌切』の風ふう刃じんが通過する射線上である。

『雹』は自らの身を盾たてにして、『蠅王』を守るつもりか……？

「段階を踏めよ『鎌切』。いきなり親玉ラスボスを倒たおそうとしてんじゃねぇよ、ったく」

　ぼやく『蠅王』の正面で、『雹』が両手を広げる。

　風刃はそんな『雹』の全身を真っ二つに切り裂さ──かなかった。

『鎌切』は知覚する。

　大鎌の斬撃のごとき風の刃やいばが、『雹』に触ふれる寸前に停止した。固まっている。触れられず見えもしない空気の斬撃が、固着している──否、凍りついているのか？

「『雹』はおまえの母親だ、ゆえに能力も同系統だが、すこし異なっている」

『蠅王』が吞のん気きに、まったく動じずに語る。

「空気を操作し粘ねん土ど細工のように己おのれの分身をつくったり、風の刃で敵を切り裂さくおまえとちがって──『雹』は、空気をとにかく固定する。否、空間だな。空間ごと固定され、分子運動すら停止し、『雹』の周りではあらゆるものが氷結する」

　その説明が事実ならば、なるほど最強と謳うたわれるのも頷うなずける。

『鎌切』の空気操作のおそらく上位に位置する、空間固定の異能力。空気よりもなお次元の高い空間に干かん渉しようするその異能力は、不世出の大人物『金獅子』のみにゆるされた異能力だと思われていたが──。

　固定することのみに特化しているようだが、『雹』もその高みに至った異能力者であったのだ。『鎌切』もいずれ修練を積めば同じ段階レベルに到とう達たつできるかもしれないが──。

　母は──『雹』は、現時点では明確に次元が異なる、『鎌切』の上位存在だった。

「炎ほのおも電でん撃げきもあらゆる攻こう撃げきを停止させる『雹』には、誰も傷ひとつつけられない。無力感に打ちのめされ、何もできずに立ち尽くす対戦相手を、『雹』は悠ゆう然ぜんと狩かる。『地じ獄ごくの第三位』──氷結の狩しゆ猟りよう者、それが『雹』ってぇ女だよ」

　それが事実ならば、『雹』の全身に刻まれた疵きず痕あとは何なのだろうか。

　すこし不可解だったが、『鎌切』には考えている余よ裕ゆうはなかった。

「お褒ほめにあずかり光栄ですわ、『蠅王』さま」

　照れたように微笑ほほえんで、ごく自然に『雹』が『成カス功タムのサポ父ート』を装着した片かた腕うでを挙げた。

　その尖せん端たんから生えたかぎ爪づめが、弾だん丸がんのごとく射出される。

　まったく唐とう突とつなその射しや撃げきを、『鎌切』は慌あわてて回かい避ひする。側転し、畳のうえを跳はねて真横に移動──身構える。考えるのは後だ、戦せん闘とう中である。

　だが、『雹』がかぎ爪を射出した目的は、攻撃ではなかった。

　かぎ爪が通過した軌き道どうに沿って、畳が氷結している。

『鎌切』は察する。あらかじめ『雹』はかぎ爪で己の肌はだを傷つけ、血を流していた。その異能力を含ふくんだ血が垂れることで、畳が凍りついたのだ。

『雹』の全身に刻まれた疵痕の意味がわかった。あれは自傷痕だったのだ。異能力は血肉に宿る。あの『金獅子』も己の骨からつくった鉄球を用いていた──。

　十四年以上前、母が現役だった時代は今よりも平和だったのだろうと『鎌切』は思っていた。とんだ間ま違ちがいだった。

　己の血肉を武器としなければ、生き残れぬほどの殺さつ伐ばつとした地獄だったのだ。『絲妃』が、『金獅子』が、『雹』が命を賭として戦っていた時代……。

　その時代においてすら畏い怖ふされた『雹』にとって、己を傷つけ垂らした血を手足のように用いるのはしごく当然だった。

　氷結した畳を、『雹』が滑走してくる。

　信じがたい速度だ。摩擦係数がほぼ零の氷上を、恐おそるべき加速をしながら『雹』が滑ってくる。身を低くし表面積をちいさくして、こちらの迎げい撃げきにも当然のように備えている。

　だがそれは、『百手姫』も用いている戦法である。

　生き真ま面じ目めな『百手姫』が己の能力を最大限に活いかすために辿たどりついた戦法は、理に適かなっている。奇き抜ばつな動きに見えるが、道理に基もとづいている。

　冷たい数式で導きだした最適解のようなその動きを、『鎌切』は『百手姫』との戦いですでに体験し──学習している。

　ゆえに『鎌切』は怯ひるまない。

　血にまみれながら地獄を生き抜ぬいてきたのは、『鎌切』だって同じだ。

　脳に因よらなくても身体からだの節ごとにある副ふく中ちゆう枢すうで反射的に動く昆こん虫ちゆうのごとく、刹せつ那なのうちに、『鎌切』の細さい胞ぼうのすべてに刻まれた戦闘経験が最適な動きを選せん択たくする。

『百手姫』の苔と同じように、『雹』の動きは畳に描えがかれた氷の軌き跡せきが教えてくれる。氷面の摩擦がほぼ零というなら、地を蹴けって急制動することもできない。氷の軌道どおりに、停とまることもできず直進するしかないのだ。

　その『雹』が通過するだろう氷の軌跡に沿って、『鎌切』は風の刃を連発する。

『雹』はそれを避さけられず、自ら死線に向かい──身体を輪切りにされるはずだった。

「あなたの能力が通じないのは、もう弁わきまえてると思ったのだけど」

『雹』は平然と、進んでくる。

「物覚えが悪い子ね、偉えらい学者先生だったお父さんの娘むすめとは思えないわ？」

　ねぇあなた、というように己の右みぎ腕うでを装そう甲こうした『成カス功タムのサポ父ート』に語りかけている。

　瞬しゆん時じに『雹』の腕うでを鎧よろった『成カス功タムのサポ父ート』が変形する。おおきな拳こぶしが握にぎりこまれ、装甲が寄り集まって分厚く頑がん丈じようそうな金かな槌づちと化した。

　骨でつくられた、鉄てつ拳けん。

「痛くしないと覚えないのかしらね？」

　困ったように語る『雹』の眼前、その身を切り裂こうとした風の刃が停止する。氷結し、固着する。それを、『雹』は固めた鉄拳で殴なぐりつけて粉ふん砕さいした。

　凍りついた空気が飛散し、きらきらと輝かがやきながら空中に散布される。

　気温が氷点下に達する極ごつ寒かんの地で見られる現象──いわゆる大ダイ気ヤモのンド氷ダス結トに似ている。先ほど『鎌切』が放った斬撃が無効化されたとき、母の周囲に漂ただよっていた輝きの正体がこれだった。

　気づいたときには、もう遅おそい。

　氷結し粉砕された空気が飛び散り、白い濃のう霧むとなって『雹』の身を隠かくす。攻撃を防ぐだけでは飽きたらずに、その砕くだけた破は片へんを煙えん幕まくとして視界を塞ぐ。

　効率的で、冷れい徹てつで、洗練されていた。

　純白の濃霧のなか、ひそやかに襲しゆう撃げきする。吹雪ふぶきのなかで狩りをする雪ゆき豹ひようさながら──それが元『大奥』序列三位、『雹』の戦ス闘タ流イ儀ルか……！

　それだけでは終わらない。いつの間にか畳に複雑怪かい奇きな氷の軌道が描かれている。『鎌切』の斬ざん撃げきを防ぎながら『雹』は自らの血や汗あせを散布し、でたらめに筆で落書きをするように己の移動範はん囲いたる氷の線を描いていたのだ。

『鎌切』を中心にして、網あみ目めのごとく描かれた氷面を、『雹』は滑る。

　慌てて『鎌切』は不可視の斬撃を連射する。だがそのたびに風刃は氷結され、打ち砕かれて濃霧と化す。視界が不ふ明めい瞭りようになり、さらに狙ねらいが定まらなくなる。氷結した空気の占せん有ゆう権けんは『雹』にあるらしく、『鎌切』の異能力では干渉できず──動かせない。

　己の武器であるはずの空気がどんどん『雹』に掌しよう握あくされ、奪うばわれていく。

『鎌切』は悟さとる。空気操作の上位の次元である空間固定の異能力をもつ『雹』は、己にとって最悪の相手だ。どんどん打つ手が封ふうじられ、能力を行使するほど立場が悪くなる。

　だが異能力頼だのみで武芸の研けん鑽さんを積んでいない『鎌切』には、他ほかに打つ手もない。いたずらに風の刃を連発し、そのたびに防がれ煙幕に転用され、追いつめられる。

　空気を操作し己の分身をつくって逃にげる、という常じよう套とう手段も使えない。空気はすっかりあちこちで固定され、『鎌切』の干渉を受けない。

　すでにこの戦闘領域は、『雹』の手中だ。

「ははうえ……！」

『鎌切』は恐きよう怖ふをおぼえて、叫んだ。すっかり濃霧で覆おおわれた広間のなか、迷子のように、母の姿を捜して手を伸のばす。どこにもいない、辿りつけない──触れられない。

　怖こわい。

「ここよ、赤ちゃん」

　背後から、優やさしい声が響ひびいた。

「泣かないで──だいじょうぶよ、怯おびえなくてもいいの」

『鎌切』の頭部が、父の変じた不気味な骨で、摑つかまれる。かぎ爪が新たに生えた巨きよ大だいな手のひら。それが『鎌切』のちいさな頭を包みこみ、固定している。

　息を吞のむ『鎌切』に触れたまま、『成カス功タムのサポ父ート』が変形する。手て甲こうのように『雹』の右腕を装甲したその『才サイ古コ銃ガン』から、背骨のような器官が幾いく筋すじも伸びて、『鎌切』の首に腕に絡からみついて拘こう束そくする。

　持ち主の状じよう況きようにあわせ、最適なかたちに変形する──。

　それが初の国産『才サイ古コ銃ガン』、『成カス功タムのサポ父ート』の機能なのか。

「ジュ・テーム……愛してるわ、『鎌切』。だからせめてお父さんとお母さんが、苦しまないように殺してあげる」

『鎌切』を固定したまま、大たい剣けんのかたちに変形した『成カス功タムのサポ父ート』が──。

　真上から、『鎌切』のちいさな身体を脳天から股こ間かんまで、真っ二つに切断した。







　第四幕　大奥虐殺　こわれたむしかご







　　[image: まーく]　[image: まーく]　[image: まーく]




　夜や陰いんにまぎれて、豊とよ臣とみ秀ひで影かげは大おお阪さか城に潜せん入にゆうする。

　仮にも秀影は征せい夷い大たい将しよう軍ぐんだ、この城の主あるじのはずである。本来ならば『潜入』などせずとも堂々と大手をふって『帰城』すればいいのだろうが、そうもいかない事情がある。

　秀影は将軍としてはあるまじきことに、影かげ武む者しやを仕立て城外で勝手な行動をとっていた。それも最愛の少女さくらを気き遣づかって──とはいえ、仮にも一国を預かる政治的責任者がそのような真ま似ねをしていた、と公おおやけになるだけでもまずい。

　おまけに、名目上は幕府と敵対関係にある『新しん撰せん組ぐみ』と行動をともにしたり、『黒船』勢力に所属する『ピカドール』の直じき訴そを請うけたり、序列一位『蠅べるぜ王ぶる』の神経を逆さか撫でするような行動をしたりなどなど──城外での活動のすべてが、あまりおおきな声では言えないようなことばかりだった。

　もしその件について咎とがめられれば、うまく説明するすべがない。

　下へ手たをすれば幕府への背信行こう為いと見なされ、また責任を追つい及きゆうされて新将軍の地位を失いかねない。びみょうな状況のなか、せっかく得た地位と権力を捨て去るのも惜おしい。将軍という立場こそが、秀影の最大の武器なのだ。

　なので秘ひ密みつ裏りに、こっそりと帰参する必要があるのだった。影武者として残してきた序列三位『蛍ほたる』との連れん絡らくがとれなくなったりなど、『大奥』内部もきな臭くさい雰ふん囲い気きではある。迂う闊かつな振ふる舞まいはせずに、慎しん重ちようを期す必要があった。

　幸い、潜入工作・隠おん密みつ活動については訓練を受けている。

　秀影は豊臣幕府内部監かん察さつ局『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』の職員として、諜ちよう報ほう活動の手ほどきなどを受けているし、経験もある。むしろ将軍、なんて偉そうな肩かた書がきよりも馴な染じみ深いぐらいだ。

「よいしょ──っと」

　とはいえ秀影はしばらく座り仕事だったため、たしょう自分が鈍にぶっていることを実感する。すこし動くだけで息が切れそうだ。

『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』職員としての装束──『鴉からす』の識別名のとおり漆しつ黒こくの外がい套とうと仮面で夜よ闇やみにまぎれる。この仮面は『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』謹きん製せいだ、暗視装置なども備わっている。

　なので不便はないが、気は抜けない。

「ふう、登ろうと思えば登れるものだなぁ」

　吞のん気きにぼやきながら、秀影は己おのれの置かれた状況を再さい確かく認にんする。

　秀影はいま、『大奥』をぐるりと取り囲む透とう明めいな紗しや幕まくをよじ登っている。透明なため見えないし、動くたびにおおきく撓たわむのでひじょうに心こころ許もとない。

『大奥』はその名のとおり、大阪城の奥に存在する。その四方は高々と聳そびえる塀へいと自然の要害たる山に取り囲まれ、またご丁てい寧ねいにも天てん井じようなども含ふくめた上方も透明な紗幕で覆われているのだ。

　これは特とく殊しゆな硝シヨー子ケー壁スとなっており、『大奥』側からは外が見えるのだが、外部からは『大奥』内部の様子を覗のぞけぬように特殊な加工が施ほどこされている。また、有事の際などに弓矢や砲ほう弾だんを防ぐため、ある程度の強度もあるらしい。

　実際、試ためしてみたが刃は物ものでも傷ひとつつかなかった。おそらく『大奥』内部に張り巡めぐらされた硝シヨー子ケー壁スと、ほぼ同程度の強度であろう。『大奥』の生徒たちが外部に逃げないように設置された、ある種の鳥とり籠かごでもあるのだ。

　光や空気は通すようだし、見れば見るほど不思議な代しろ物ものである。大阪城は科学技術などを独どく占せんしており、それにより庶しよ民みんと己らを区別し特権階層を形成している。これも、そんな幕府が占せん有ゆうする高等な技術の産物なのであろう。

　あらためて、己の所属する幕府の歪ゆがみの一いつ端たんに触ふれた気がしたが。考えている余よ裕ゆうもない。秀影は夜なお明るい城下町──八百八町の景色を眺ながめていたが、気を取り直して登とう攀はんを再開した。

　両手で、上方から垂らされた縄なわを握りしめ、それを取っかかりにして登っている。硝シヨー子ケー壁スは滑すべり、撓んで、たいへん難なん渋じゆうしていた。すでにかなりの高度だ、縄から手を離せば真っ逆さま──ぺちゃんこになって即そく死しだ、生きた心地ここちがしない。

　縄も闇に同化するよう黒く着色されており、うっかり摑み損そこねそうである。

　気を抜ぬけぬ状態で、一歩ずつ着実に紗幕を足場にして、重力に逆らって登る。

「動きが鈍くなってきたよ～？　もう疲つかれちゃったかにゃあ、『鴉』ちゃん？」

　むに、と秀影の頰ほおのあたりを誰だれかの足が撫なでた。

　そのまま器用に耳を頰をくちびるを、草鞋わらじをはいた足先が仮面ごしになぞってくる。

　見あげると、そこで『阿あ呆ほう鳥どり』が呆あきれたように手をぴらぴらと振っていた。

「吞気に夜景を眺めてる場合じゃないっしょ、急がないと夜が明けちゃうよ。お日さまが照ってきたら、あたしらものすごく目立つからね？　むしろ間ま抜ぬけすぎるからね、暗いうちに登りきっちゃお～♪」

　陽気に語っている『阿呆鳥』も、懐なつかしの『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』時代の装束である。どこに隠しもっていたのか、潜入工作ならこれっしょ、と楽しそうに袖そでを通していた。その装束には嫌いやな思い出も多いはずだが、あまり気にしていないらしい。

　口元のみ露ろ出しゆつした鳥の仮面。飾かざり羽根などは黒く染められ、いつもつけていた腕うで輪わなども光を反射して目立つためか取り外している。代わりに、太ふと股もものあたりにこれも黒く塗ぬられた水ペツト容器ボトル。

　秀影──『鴉』とふたり並ぶと、鳥の姉きよう弟だいかつがいのようだった。

『阿呆鳥』は体液操作の異能力で足と壁かべなどを接着し、自在に立体的に動く。こういう移動も慣れているのか、かなり余裕ありげである。見ると逆さまにだらんとぶらさがり、草鞋からのびた水の縄を上下させて、遊んでいる。

　彼女は一足先に紗幕の天てつ辺ぺんまで移動し、杭くいを固定し縄を垂らして、秀影のために取っかかりをつくってくれた。

　彼女は『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』としては先せん輩ぱいだし経験豊富だ、手慣れていた。

　実際、彼女ひとりならもっと迅じん速そくに登攀が可能なのだ。なのに、待ってもらっている。それも弟分として不ふ甲が斐いないので、秀影は気合をいれなおした。

「それもそうだ、急ごう『阿呆鳥』」

　自分に言い聞かせるようにつぶやいてから、縄をしっかりと握にぎって全力で登る。

「おわっとと」

　ぶつかりそうになって、慌あわてて『阿呆鳥』がのびあがって避よけた。

　ほとんど垂直に広がる紗幕を床ゆかのように両足で歩きながら、楽しそうに。

「んふふ、こうしてるとふたりで初めて『大奥』に行ったときのことを思いだすねぇ──あのころの『鴉』ちゃんは何も知らない甘ちゃんだったけど、今はどんだけ成長したかな？　かっこいいとこ見せてよ、後こう輩はい？」

「自分の尻しりぐらい自分で拭ぬぐえるようにはなったさ、たぶんね」

　勢いよく、懸けん命めいに這はいあがっていく。たまには汗あせをかこう、いつも守られて安あん穏のんと矢や面おもてから遠ざけられていたのだから。今が、己の勝負である。

　それを、『阿呆鳥』が微笑ほほえましそうに眺めている。

「張りきってるね、『鴉』ちゃん。もう、むかしみたいに昼ひる行灯あんどんとは呼べないかな？」

「当然だ。さくらちゃんも、『吸ばん血ぱい姫あ』ちゃんも──大阪城に残してきた『蛍』さんたちも、みんな戦っている。必死に、未来のために。俺だけ無気力じゃいられないだろ」

　他ほかのものの安否は気になるが、音信不通だ。さくらは今ごろは『黒船』に乗りこんで戦っているだろうか、それともすべて終わってしまったか。気になるが、確かめるすべも余裕もない。それこそ戦っている真っ最中なら、電話をかけるのも憚はばかられる。

　自分は、目の前のことに集中すべきだ。ひとを気にかけている余裕も、実力もない。せめて生き延び、苦難を突とつ破ぱする。全員がそれをすれば、未来は拓ひらけるはずだった。

　希望を胸に、秀影は登る。紗幕は透明で見えないので、まるで夜空を浮ふ遊ゆうしているようだった。

　秀影は必死で登攀しながら、真上でこちらを先導してくれている『阿呆鳥』を見る。

「『阿呆鳥』こそ、いいのかい？　君は『大奥』への出入りを禁じられている、禁じた張本人の俺が言うのも変な話だけどね。君にはふつうに、一いつ般ぱん人として生きる道もあったはずだし、俺はそうあってほしいと思っていたんだよ──巻きこんでしまって、すまない」

「何を今さら──謝らないでよ、『鴉』ちゃん」

『阿呆鳥』はくちびるを尖とがらせて、珍めずらしく神しん妙みように告げてきた。

「あたしの命は、きみに拾われたの。きみのために使うのが、道理でしょ。あたしの両手はとっくのむかしに血まみれだし──今さらこれ以上、汚よごれることもないっしょ」

　おどけるように手をふって、それを己の頰に添そえた。

「それに、歴史が動こうとしてる時勢だよ。一般人もくそもないよ。誰もが目を血走らせて時代のうねりのなかで藻も搔がいてるのに、あたしだけ我関せずではいられないじゃん」

　実際、歴史はおおきな節目を迎むかえようとしている。

『大奥』『黒船』『新撰組』の三つ巴どもえ──とかんたんに割り切れるものではない。

　様々な思おも惑わくが、陰いん謀ぼうが渦うず巻まき歴史は確実に変へん遷せんを遂とげている。高まる幕府への不満、反発によって生じた倒とう幕ばく運動。一昔前なら想像もできなかったその言葉が現実みを帯び、一般大衆すら武装し各地で蜂ほう起きし、幕府の打だ倒とうを叫さけんでいる。

　外敵『黒船』の登場は、騒そう乱らんの火ぶたを切っただけだ。四百年の泰たい平へいの間に溜たまりに溜まった怨えん嗟さと不満、そして歪みが噴ふん出しゆつし、この国のすべてを塗りかえようとしている。

　おそらく、裏で糸を引いているのは『大奥』序列一位『蠅王』。各地に己の端たん末まつを配置し、歴史を裏から操あやつっている。彼女と相対し、その野望を食い止める。まだ彼女の目的すらもわからないが、それが平和で愛に満ちあふれたものでないのは明白だ。それならこんなに悪意は渦うず巻まかない、血は流れないはずだった。

　止めてみせる。

　せめて向きあい、話しあおう。自分の育ての親のような、あのひとと。

　秀影は、そのために大おお阪さか城へと帰参したのだ。

「倒幕運動については、しばらくは『吸血姫』ちゃんが抑おさえてくれると思うけどね」

『阿呆鳥』が、あまり思いつめすぎないでよ、というように秀影の頭を撫でた。

　そう、あの誇ほこり高き彼岸花色の少女──『吸血姫』は、『新しん撰せん組ぐみ』局長として倒幕派の牽けん制せいのために出向いている。『新撰組』の部下である双ふた子ご、『血ち祭まつり』と『血ち眼まなこ』とともに。

　彼女もまた、己の戦場へと向かったのだ。

　もともと『新撰組』の面々とは成りゆきで行動をともにしていただけだ、彼女らには彼女らの立場もある。

　秀影の将軍としての威い光こうも、倒幕派には通じない。武力で制圧するのも単独では難しい。一般大衆を巻きこみ、『新撰組』はもはや巨きよ大だいな勢力になっている。

　倒幕派にとって怨おん敵てきである将軍・秀影よりも、まがりなりにも倒幕派の旗印となっている『新撰組』の頭目が出向くほうが、まだ抑えこめる可能性は高い。倒幕派は尊皇攘じよう夷い──外敵『黒船』を排はいし、また無力で民たみを顧かえりみぬ（と判断されている）幕府も信用せず、天皇家を中心とした新たな国づくりを錦にしきの御み旗はたとして掲かかげている。

『新撰組』局長であり、天皇家の血をひく『吸血姫』を、倒幕派は無視できまい。むしろお膳ぜん立だてされたかのように、彼女は倒幕運動に対するのに打ってつけの人物だった。

　彼女は、倒幕運動──ほとんど暴動、あるいは内乱ともいえるその恐おそるべき悪意の渦うずのなかに飛びこんでいった。彼女は恩義のある秀影の身も案じていたようだが、こちらには『阿呆鳥』もいるし、『吸血姫』にしか為なしえぬ偉い業ぎようがあるならそれをするべきだ。

　もちろん不安はある。『吸血姫』はまだ幼い少女だ、そんな彼女が歴史の荒あら波なみに立ち向かわなくてはならない。『新撰組』局長、天皇家の姫ひめ君ぎみ、そんな立場や権力がどれだけ役にたつか。

　彼女自身もあらゆる異能力を扱あつかう超ちよう人じんだし、その部下たる双子も天下無む双そうの豪ごう傑けつだ。だが、個人の武力ではどうにもできないほどに倒幕派は膨ぼう大だいな数になっている──堰せきとめられるものだろうか。

　それでも信じて、期待するしかない。

　あの輝かがやく善意そのもののような少女に、希望を託たくすしかなかった。

　そうして彼女が倒幕派を押し留とどめ、時間を稼かせいでくれているうちに──同時にさくらたちが外敵『黒船』と対たい峙じしてくれているうちに、秀影も己の宿命に向かう。

　育ての親たる『冥土ほとと鳥ぎす』と同一人物たる『蠅王』と、向きあう。そして場ば繫つなぎでも将軍となりこの国を任されたものとして、最善を尽つくす。責任を果たす。

　各おの々おのが、それぞれの戦場で。

　最大の奇き跡せきを起こせば、きっと未来は切り開ける。
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「まぁ、ぎりぎりの瀬せ戸と際ぎわだけどさ──まだぜんぶ、取りかえしがつかないってわけじゃない。がんばろうよ、『鴉』ちゃん」

『阿呆鳥』が努めてだろうが気楽に、囁ささやいてきた。

「きみは、ひとりじゃないしね。みんなが、愛のため未来のために戦ってる。あたしらも最善を尽くすだけさ──まぁ正直、『新撰組』や『百手むかで姫ひめ』たちと別行動ってのは不安だけどね。あたしだけで『鴉』ちゃん守れるかなぁ？」

　やや不安そうに、身じろぎをしている。

『阿呆鳥』は決して弱くはないが、最前線に立って真正面からやりあう性質タイプでもない。高位の序列をもつ化け物のような『大奥』の戦士などがでてきたら、苦戦するのは必定だ。

　しかも、秀影を守る必要もある。

　秀影とて鍛きたえていないわけではない、一般人が武装した程度ならば蹴け散ちらせる自信はある。だが、『大奥』はすでに『蠅王』に掌しよう握あくされている可能性がある。ならば異能力者が──桁けた外はずれの怪かい物ぶつたちが、でてくるかもしれない。

　正面からの戦せん闘とうは、できれば避けたかった。

「正直なとこ、あの双子のどっちかがついてきてくれりゃね──」

『阿呆鳥』がやや弱気に言ったので、秀影は先ほどまでのお返しとばかりに彼女のすぐ真上まで登って、頭を撫なでてあげた。

「仕方ないさ。彼女らが最優先するのは『吸血姫』ちゃんだ、俺の都合に付きあわせちゃいけないよ。『吸血姫』ちゃんもまた、修しゆ羅ら場ばに立ってる。全員が同じぐらい危険で、過か酷こくな道行きだ。できる範はん囲いで足あ搔がくしかないよ」

　そう、誰だれもが恐るべき宿命のなかで必死に生き残るしかない。

『黒船』に向かったさくらたちも、倒幕派に向きあう『吸血姫』たちも、これから『大奥』に潜せん入にゆうし『蠅王』と相対すべき秀影たちも──。無論、『大奥』に残された『蛍』たちもきっと、油断すれば命を落とすだろう嵐あらしの只ただ中なかにいる。

「せめて『吸血姫』ちゃんたちが敵対せずに、同じ方向を見て動いてくれてるだけましさ。平和な未来のために、努力しよう」

　苦難は多いが、味方もまだ奮戦している。希望は決して消えてはいないのだ。

　秀影はしっかりと縄なわを握り直して、そろそろ見えてきた紗しや幕まくの頂点へと進む。

「戦力としては、俺は『大奥』に残してきた『蛍』さんたちに期待してるよ。合流できれば、心強い味方になってくれるだろう」

『蛍』は純じゆん朴ぼくな、優やさしい娘むすめだ。彼女は信用できる。他にも、ちからになってくれるものがいるかもしれない。渡わたる世間に鬼おにはない、はずだった。

　無論、『蛍』も形式的には序列上位者に従わざるを得ない。『絲妃あらくね』時代には敵対もしていたようだ。同様に上位者の命令に従うだろう先に帰参した『鎌かま切きり』もまた、必ずしも味方になってくれるとは言いきれない。

　だが、期待しても損はないだろう。言葉と誠意を尽くせば、彼女らとはわかりあえるはずだった。できれば合流し、ともに難局を打開していきたい。

「楽観的すぎる気もするけど、それが『鴉』ちゃんのいいところだね？」

『阿呆鳥』は苦にが笑わらいして、首をふって弱気を散らした。

「『百手姫』や『吸血姫』ちゃんが時間を稼ぎ、切り開いてくれた道だ。無む駄だにすんじゃないよ、期待してるんだからね──」

「うん。がんばるよ、姐ねえさん」

　だから姐さんはやめろよう、照れるじゃんよう、と身体からだをくねくねとさせて恥はじらっていた『阿呆鳥』だが──不意に触ふれれば切れそうな鋭するどい表情となった。

「ま、あたしにとっても『冥土鳥』──『蠅王』は他人じゃない。同じ釜かまの飯を食った、ううん食わせてもらった母親みたいなもんだ。向きあわなきゃね」

　元『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』のふたりは、黒い羽根を揺ゆらして闇やみ夜よを上じよう昇しようしていく。

　曇どん天てんの、月も星もない暗くら闇やみのなかを──たった、ふたりぽっちで。

「あのひとのおっかなさは、あたしがいちばんよく知ってる。冷れい酷こくで、計算高く、確実に成果をあげる。あのひとは甘いひとじゃない。こっちの思惑も見み透すかしてるでしょ。どこまで通じるかわかんないけど──まぁ、ギャフンと言わせてやろうじゃん」

　会話を重ねているうちに、頂点に辿たどりついた。

『阿呆鳥』が軽かろやかに先行し、紗幕の天てつ辺ぺんに座りこむ。そして秀影が手にした黒い縄をうえから引っぱってくれる。

　その支えもあって、秀影は難なく紗幕の天てん井じよう──『大奥』の屋根に、辿りついた。

　すこし座って呼吸を整え、紗幕に耳を添えて内部の音を探さぐった。

「静かだな」

『大奥』は、無音だった。この時間はみんな就しゆう寝しん中なのだろうし──大阪城そのものも業務時間外だ。こんなものかもしれないが、どこか嫌いやな感じがする。生物の気配がしない、何もかもが死に絶えた砂さ漠ばくのような静せい寂じやくだった。

「うっかり足を滑すべらせないでよ、最初から登り直すのは勘かん弁べんだよ？」

　くたびれた、というように『阿呆鳥』が紗幕に座りこんで、水ペツト容器ボトルを太ふと股ももから取り外すと水分の補給をしている。ここからが本番だ、その前に気合をいれ直しているのだろう。

「あたしも歳としかね、以前ほどには身体も動かないよ。こんなんで先行き不安だけど──『鴉』ちゃん、肩かた揉もんでくれない？」

「いや、『阿呆鳥』はまだまだ若いよ」

　とくに何の気もなく本音を言いつつ、秀影は素す直なおに『阿呆鳥』の肩かたに手を添える。彼女も『強化義ぎ肢し』をさくらに接続したり、治ち療りようなどのために大量に体液を消費していた。体調が万ばん全ぜんではないのだろう、すでに疲ひ労ろうが色いろ濃こい。

　ふたり並んで、しばし夜景を眺ながめた。

　だが、いつまでも休んではいられない。

「しかし登ったはいいけど、どこから『大奥』内部に侵しん入にゆうするんだい？」

「ありゃ、説明してなかったっけか──わかんないとこがあったら早めに聞けよう、いつも黙だまってついてくんだから。えぇっと、ね？」

　呆あきれたようにぼやきながら、『阿呆鳥』が麗うるわしく指を立てる。

「大奥への侵入経路は、みっつ」

　指を、ひとつひとつ折りながら。

　肩を揉もまれつつ、『阿呆鳥』は語った。

「ひとつは堂々と、正面から入るっていう経路。でもこれはもろもろの理由で却きやつ下か、この時間は橋もあげられてて堀ほりを渡れないしね」

　大阪城の業務時間内なら橋が渡されているか、そうでなくても小こ舟ぶねなどをだせば行き来は可能である。だが今の時間に迂う闊かつに渡ろうものなら、下へ手たすれば門兵に問答無用で叩たたきだされる。さいあくその場で殺されても文句は言えない。

　正門や通用門も閉じているため、堀を渡ってもけっきょく城内へは入れない。

『阿呆鳥』も現げん役えき時代は『蜂はち鳥どり』『水みず鳥どり』などと名前を変えながら『大奥』と外界を行き来していたが、どうも『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』の職員として堂々と正門から入り、内部で着き替がえて～という手順を踏ふんでいたらしい。

　そのとき用いていたという硝シヨー子ケー壁スの穴も、今は塞ふさがれているだろう。なにぶん、ずいぶん前の話だ。『大奥』はひとの出入りを厳格に取り締しまっているため、そういった抜ぬけ道、裏道は即そく座ざに塞がれる。

　そのため──。

「もうひとつは、『吸血姫』ちゃんが『大奥』地下監かん獄ごくから脱だつ出しゆつする際に使用した抜け穴。でも、たぶんこれは塞がれてる」

『阿呆鳥』の語るとおりだ。抜け道の封ふう鎖さは急務だったため、急ぎ行われたはずである。秀影自身がその工事の手配を行い、判子も押したので間ま違ちがいない。そもそも『大奥』からの脱だつ走そうなど本来は許されることではないのだ。『吸血姫』たちが脱だつ出しゆつできたのが奇跡だ──二度目はないだろう。

　それに、『蠅王』も間ま抜ぬけではない、警けい戒かいしていないわけがなかった。歩ほ哨しようぐらいは配置しているだろう。歩哨の戦力にもよるが、こちらも直接戦闘はなるべく避さけたい。

　荒あら事ごとにならないよう、誰にも気づかれないよう潜入するためには──。

「だからこそ、『大奥』の背後にある山からこっそりと紗幕に乗り移り、そこを登とう攀はんする──なんて面めん倒どうな手順、最後のひとつの経路を用いるしかなかったわけ」

「でも実際、この紗幕は硝シヨー子ケー壁スと同じ強度があるんだろう。登ったはいいが、これからどうするんだい？　穴をあけて忍しのびこもうにも、俺には無理だよ？」

「あたしにも無理だよ、硝シヨー子ケー壁スに穴あけられるのは『銀ぎん狼ろう』とかの規格外だけさ。でも、わざわざあらためて穴をあけなくても──すでに、穴がある」

「どういうことだい？」

「ふふん、現役の将軍さまでも知らないなら可能性はあるかもね。そこは、誰にも知られてない、あるいは勘かんづかれてない抜け穴かも」

『阿呆鳥』はもういいよ、と優しく肩を揉んでいた秀影の手を遠ざけると。

　立ちあがって、柔じゆう軟なん運動をする。

　休きゆう憩けいがてらの無駄話は終わりだ。

「先日の将軍御ご前ぜん試合で、『大奥』の天井──紗幕に張りついてた『金きん獅じ子し』の居住区、通つう称しよう『獅子宮』は崩ほう落らくした。『金獅子』の異能力で紗幕に張りついてたそれは、彼女の死と同時に剝はがれ落ちたんだ」

　それは知っている。将軍御前試合は『大奥』に多大な被ひ害がいをもたらした。大おお阪さか城そのものも半はん壊かいしたが、激戦のなかで『大奥』内部はあちこち壊こわれ、また『獅子宮』の落下によって酷ひどい有り様になったのだ。

　工事のものが集団欠けつ勤きんしたりして、その修復は遅ち々ちとして進んでいない。将軍御ご座ざ所しよですら壁かべがいちぶ崩くずれたままで、隙すき間ま風が吹ふいていたぐらいだ。

「そうか」

　秀影は得心いって、頷うなずいた。

「『獅子宮』は崩落すると同時に『大奥』の紗幕を傷つけた、あるいはともに剝がれ落ちさせて穴をあけている可能性がある──のか。天井は修復が難しい、補修もされていないはずだ。人間ひとりぶんぐらいの穴があいていれば、あるいは脆もろくなっている箇か所しよなどがあればそこを崩すなりして侵入できる」

「確かめたわけじゃないから、あくまで可能性だけどね。『金獅子』の能力は分子操作──分子単位でくっついてたもんが剝がれたんだから、紗幕も『べりっ』といってればいいな？　みたいな？」

　あやふやな可能性だが、他ほかに侵入経路がない以上──賭かけてみる価値はある。

　もちろん、無む駄だ足に終わる可能性もあるが。何となく、あの英えい雄ゆう的な大人物──『金獅子』ならば、そのぐらい見み越こして行動していてもおかしくないと信じさせられた。まぁいかに彼女とはいえそんなわけがないのだが、希望はあった。

　自分の生みの親であるらしい、『金獅子』。彼女の遺のこした可能性、希望が自分の未来を切り開いてくれる突とつ破ぱ口こうとなる。それは、何だかとてもありがたい話だった。

「生みの親の助力を借りて、育ての親と対決ってか──なかなか洒落しやれがきいてるじゃん、ねぇ『鴉』ちゃん？」

『阿呆鳥』が仮面の奥で片目を瞑つぶって、あらためて紗幕のしたに広がる少女たちの戦国──『大奥』を、肌はだ身みに感じたように震ふるえた。

「懐なつかしの古巣だね」

　やはり死んだように静まりかえった『大奥』へと、秀影たちは潜せん入にゆうを試みる。
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　幸いなことに、見立てどおり『大奥』を覆おおう紗しや幕まくには侵入可能な穴があった。

『獅子宮』落下の際に剝がれ落ち、脆くなっていた部分があったのだ。そこを苦労してこじ開け、今度は『大奥』のなかに登攀にも用いた縄を垂らした。それを慎しん重ちように、迅じん速そくに滑り降りる。

『獅子宮』はちょうど『大奥』で最も背の高い建物である時計台の真上あたりに位置している。就寝時刻だ、夜空を見あげる浪漫ロマンちっくなものがいないことを信じて、気づかれぬように夜や陰いんにまぎれて時計台を目指す。

　たいした距きよ離りではない、素す早ばやく行動すれば数分もかからない。けれど、最も人目につきやすい──危険な行程だった。知らず、秀影の縄なわを摑つかむ手のひらにも汗あせがにじんだ。

『大奥』は、紗幕の外から確かめたとおりに、やけに静かだ。紗幕には防音効果もあるので、虫の音ひとつも聞こえてこない。『大奥』内部にいたっては、死に絶えたような無音だ。秀影たちに対しての何の罠わなも反応もなく、拍ひよう子し抜ぬけするほどだった。

　あの『蠅王』のことだ、自分たちが思いつくような潜入経路などは想定しており、警けい邏らの兵隊ぐらいは配置しているものかと思ったが。自分たちは、取るに足らない存在と思われているのか。あるいは、こちらに人手を割さけぬ事情があるのか。

　不気味だったが──。

　考えるまでもなく、すぐに異変は察せられた。

「何だ、これは……？」

　秀影は呻うめいてから、思わず息を吞のんだ。

　遅おくれて縄を降りてくる『阿呆鳥』も、さすがに声がだせないようだった。

『大奥』には、大量の屍し体たいが累るい々るいと転がっていた。

　すべて『大奥』の生徒だろうか、制服姿だ。

　まだあどけない年若い少女が首を引きちぎられ、あるいは穴だらけにされて転がっている。もの言わぬ骸むくろとなっている。高熱で炙あぶられたか強酸でも浴びたのか、可哀かわい想そうにとろけて互たがいがくっついた状態で折り重なっているものもいる。高々度から叩きつけられたように地面に広がって挽ひき肉にくとなっているもの、散乱している血と骨と内臓──。

　なかには日本刀や槍やりなどで武装しているものもいた。戦ったのだろうか。何と交戦した？　どうして？　殺しあいが禁じられていたとはいえ『大奥』の少女たちは誰だれもが死線を潜くぐりぬけてきた猛も者さだ、それがこうも容易たやすく虐ぎやく殺さつされるとは……？

　刀折れ矢や尽つきて、『大奥』の少女たちは無む惨ざんに損そん壊かいした屍体と成りはてている。

　誰もが苦く悶もんし、恐きよう怖ふに顔を歪ゆがませ、息絶えている。この世の終わりのようだった。理り不ふ尽じんな天災に、あるいは神の裁きによって蹂じゆう躙りんされたみたいだ。這はい回って逃にげたのか血の痕あとをひいて倒たおれているもの、身体からだの半分が抉えぐれているもの、怯おびえて自ら命を絶ったのか手を繫つなぎあって互いの喉のど元もとを搔かき切ったようなふたりの少女──。

「なぜ、こんな？　どうして、皆みな殺ごろしにされている……？」

　新将軍を迎むかえ、『大奥』は平和になったはずだった。

　無論、内ない憂ゆう外がい患かんの予断を許さぬ状じよう況きようではあったが──すこし目を離はなしているうちに、『大奥』が死に絶えているとは。予想もしていなかった、秀影は慄りつ然ぜんとする。同時に、強い自責の念にかられた。

　場ば繫つなぎとはいえ、将軍の地位を与あたえられたのに。職務を果たせなかった、『大奥』の生徒たちをこんなにも死なせてしまった。もちろん最愛の少女を放っておけなかったから、彼女とともに幕府の外にでたのだ。最優先すべきは、さくらだった。

　だが、こんなふうに『大奥』を踏みにじられて──冷静な顔をしてはいられない。秀影は吐はき気を催もよおして、仮面越ごしに口元を押さえた。

　思いだすのは、己おのれの原風景だ。焼き尽つくされた、屍体が転がったさくらの故郷──また、逆ぎやく戻もどりか。繰くりかえしてしまったのか。己の無力さ愚おろかさのために、おおくの犠ぎ牲せいを生んでしまったのか。平へい衡こう感かん覚かくを失い、秀影は縄を握にぎる手を離してしまいそうだった。

　右を見る。左を見る。夜の闇やみに包まれた『大奥』には、どこにも動いているものはいなかった。生きて動いているものはひとりもいない。

　冗じよう談だんじみた、悪夢のような光景──。

　いったい、何があったのだろうか。

『大奥』には影かげ武む者しやの『蛍』を残してきた、彼女はこんな悲ひ惨さんな状況を見過ごしはしまい。『蠅王』とて、己の手て駒ごまとなりうる『大奥』の生徒を徒いたずらに死なせたりはしない、はずである。『大奥』内部で変事があって互いに殺しあった、とも思えないのだが。

　ならば外敵が攻せめてきたのか。だが『黒船』の本ほん拠きよ地ちは遠く、さくらたちが抑おさえてくれているはずだ。では倒とう幕ばく派だろうか、『新しん撰せん組ぐみ』を旗印にして幕府を転てん覆ぷくせんと目もく論ろむものども──。

　だが、あくまで倒幕派は怒いかれる一いつ般ぱん人の群れだ。戦争の経験もなく、また装備もないはずである。守りに長たけた大阪城に踏ふみこみ、『大奥』内部に突とつ入にゆうして生徒たちを皆殺しに──など、できるのだろうか。

　一般人が徒党を組んだだけの集団が、強力な異能力者たちをこうも簡単に弑しいすることができるのか。それに倒幕派の仕し業わざならば、『大奥』を全ぜん滅めつさせた時点で目的は達成されている。勝利の凱がい歌かを高らかに歌いあげ、全国にその事実を発布し、宴うたげなど催していても不思議ではない。

　なのに、倒幕派らしき一般人の姿がない。彼らだとすれば撤てつ収しゆうが早すぎる。屍体の腐ふ敗はいぐあいからいって、虐殺があったのはつい数刻前といったところだ。『大奥』には金品も多い──暴徒の集団が略りやく奪だつもせずに、躾しつけの行き届いた軍隊のようにすぐ立ち去るか？

　考えれば考えるほど、異様な事態だ。

　意味がわからない。秀影は、混乱する。

　不気味な静せい寂じやくと闇のみが、『大奥』には漂ただよっている。

「どういう──こと？」

『阿呆鳥』も、この有り様を咀そ嚼しやくできないようで当とう惑わくしている。経験豊富な彼女すらも理解の及およばない事態なのだろう。当たり前だ、これではほとんど怪かい奇き現象だ。

　秀ひで影かげはとりあえず無言で縄を滑すべり降りていく。もう目立ってはいけない、などと考える意味もない。どれだけ騒さわごうが悪目立ちしようが、それを指し摘てきするものは『大奥』にはいない。誰もが物言わぬ屍体だ、姿を隠かくすだけ馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　とりあえず地上におりて、屍体などを調べるなりして状況を把は握あくしなくてはいけない。

　検分し、考察し、解かい釈しやくを得なければ。落ちつかないし、幕府を──『大奥』を任されたものとしてあまりにも不ふ甲が斐いない。

　すでに手を打っても遅おそい、みんな殺されてしまった。それでも、なぜ生徒たちが死ななければいけなかったのか知ることができれば、次善策ぐらいはとれるかもしれない。

　何かができるはずだった。

　だからこそ『大奥』へと舞まい戻もどってきた。

『蠅王』と相対し、打ち倒して──平和な未来を切り開くために。

　だが、今のところそれ以前の問題だ。わけもわからぬまま屍体の山を見て驚おどろいただけだ、これではあまりにも情けない。幼児だ。征せい夷い大たい将しよう軍ぐんなどと偉えらそうに名乗れない。

　翻ほん弄ろうされるのは、懲こり懲ごりだった。

「………!?」

　だが、秀影は異様な寒気を覚えていったん停止した。縄をしっかりと握り直し、周囲を警けい戒かいする。遅れて慌あわてておりてきた『阿呆鳥』が止まれずにお尻しりから突つっこんできて、変な声をあげた。

「ど、どしたの『鴉』ちゃん？」

　さすがの彼女も、声が上うわ擦ずっている。

　だが秀影にも応こたえられない。何か、嫌いやな感じがしたのだ。それは殺さつ伐ばつとした『大奥』のなかでも感じたことのない──異様な殺気だった。肉にく食しよく獣じゆうの口のなかに放ほうりこまれたような、生物的な危機回かい避ひ本能である。

　視線を、感じた。

　誰かに見られている。

　刃やいばで刺さすような、痛みすら覚える視線だ。

　その大元を、秀影はしばし目線を彷徨さまよわせてから突きとめる。弾はじけるように顔を背そむけて、向かって後方──『大奥』の敷しき地ちの片かた隅すみを、見た。

「あれ、は……？」

　そこに、異様な空間があった。

　秀影は一いつ瞬しゆん、見まちがい──目の錯さつ覚かくかと思ったぐらいだ。

　それは砂さ丘きゆうである。

　そこには屍体のひとつも転がっておらず、むしろ建物も頑がん丈じような硝シヨー子ケー壁スも抉りとられたように消え去っており、ただ月光を弾はじき神秘的に輝かがやく大量の砂だけが累るい積せきしていた。黄こ金がね色の砂は微び風ふうでさざめき、奇き怪かいな風ふう紋もんを描えがきだしている。

　それなりの広さの空間が、ごっそりと抉れている。建物も中ちゆう途とから消失し、まるで絵画のいちぶを鋏はさみで切り取ったみたいだ。そこに砂が広がっている。別々の空間を繫ぎあわせたみたいに、唐とう突とつにその砂さ漠ばくはあった。

　乾かわいた砂の中心──ほんのわずかに小高くなった砂丘に、座しているものがいる。

　屍体ではない。だが、生気がない。遺い跡せきから発はつ掘くつされた土器のように、その人物はただ置かれるようにそこにいた。

　少女である。

　異国風の、古ぼけて赤茶けた紙のような──羊皮紙色の肌はだ。毒々しく赤黒い髪かみは短く切り揃そろえられているが、頭の側面から一ひと房ふさだけ細長い三つ編みが垂れている。

　砂丘にちょこんと体育座りをしていて、膝ひざに頰ほおを押しつけて退たい屈くつそうにしている。

　あまりにも微び動どうだにしないので、その少女も屍体かと思ったが──それにしては、どこも損壊していない。血の一いつ滴てきも浴びていない。古代の神像のように、ただ粛しゆく然ぜんとそこに座っている。

　髪と同色の、旧式の『大奥』の制服。

　やはり、自身の血も返り血もない──地じ獄ごく絵図のような死し屍し累るい々るいのなか、浮うきあがるようにして神こう々ごうしいほどに、彼女のみがきれいだった。

　ほとんど飾かざり気はなく、裸足はだしだ。手首と足首、そして首には調教器具のような革帯ベルトが巻かれている。制服は寸足らずなのかそういう着フアツこシなヨしンなのか、お腹なかや太ふと股ももがおおきく露ろ出しゆつしている。体型は華きや奢しやで、色いろ香かはなくどこか少年的だった。

　売られてきた奴ど隷れいのような少女は、ただ砂丘でそよ風に吹ふかれていた。

　その視線が、真っ直すぐにこちらに向けられている。

　おおきな時計台が視界をなかば塞ふさいでいるので、直接は目と目があうことはなかった。だが、遠目からでもはっきりと確かく認にんできた──奇き妙みような、目つきをしている。

　片目は白はく濁だくしており、もう片目に瞳ひとみがふたつある。見たことのない造作である。伝でん奇き物語などに描かれる悪の覇は王おう──奸かん雄ゆうの、相だ。異相である、だが美しかった。

　飾り気のない羊皮紙色の少女は、おもむろに片手をあげてこちらに向けた。

　そうして動いてもなお、生き物という感じがしなかった。

　だからこそ、秀影たちは反応が遅れてしまった。

　少女は手のひらをいちど握りこんで、おおきくまた開く、という動きをした。そこにどんな魔ま術じゆつ的な意味があったのか──瞬しゆん間かん、秀影たちと少女を隔へだてる巨きよ大だいな建造物、時計台がおおきく吹っ飛んだ。

　破は壊かいされたというより、抉りとられた。

　最初からそのようなかたちであったかのように、時計台が半ばから消失している。破壊音もほとんどなく、ただ砂の蠢うごめくような潮しお騒さいのような音がちいさく響ひびいた。

　否いな、実際に時計台のいちぶが砂に変じて、飛び散ったようだった。砂の混じった風が秀影の身体を叩たたく。あの羊皮紙色の少女の異能力なのか。物質を砂にする能力……？

　彼女の周りに累積している砂は、建物や硝シヨー子ケー壁ス、もしかしたら『大奥』の生徒などが砂に変えられたものなのか。それが堆たい積せきしたものなのか。

　あらゆる物質を、遠えん距きよ離りからでも砂にできる。

　地味だが、恐おそろしい異能力だ──硝シヨー子ケー壁スなどの頑丈な物体も、生き物すらも砂にできるなら、無敵だ。派手な破壊力はないが、防げない。狙ねらわれたら死ぬしかない。

「『鴉』ちゃん」

　秀影の頭に尻をのせたまま、やや間ま抜ぬけな姿勢で『阿呆鳥』が呻うめいた。

　そのくちびるが、ほのかに震ふるえている。

「あいつ──やばいよ」

　彼女は『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』で、そして『大奥』で生き抜ぬいてきた強つわ者ものだ。そんな彼女でなくても、秀影も感じとっていた。あの少女は、よくない生き物だ。捕ほ食しよく者だ、狙われたら死ぬしかない。そう細さい胞ぼうのすべてが、警告してくるようだった。

『絲妃』、『冥土鳥』──つまり『蠅王』に、本気の殺意を向けられたときのような寒気が、秀影の全身を震わせる。あの羊皮紙色の少女には、序列一位と同等の禍まが々まがしい邪じや悪あくさがあった。雰ふん囲い気きがあった、風格が。

　できるなら、一秒でも早くこの場を逃にげだしたい。

　すべての道理を忘れ、ただただそう祈いのるしかない──圧あつ倒とう的な格差があった。

　先ほど少女が時計塔とうを抉えぐりとったのも、おそらく攻こう撃げきでも何でもない。視界を塞いで邪じや魔まだから、取り除いただけだろう。

　ようやく──よく見えた、というように少女の異相がわずかにゆるんだ。

　片目に宿ったふたつの瞳が、こちらを見た。

「初めまして」

　不意に、声が響いた。

　羊皮紙色の少女の声なのだろうか。

　砂の混じったような、ざらざらした声だった。

「あたしは『蟲むし兵へい』筆頭『蠍さそり姫ひめ』です──まぁ、どうでもいいですね。あたしのことなんか、どうせすぐ死にますし。みんな、死ぬんですからね」

　ぶつぶつと、独り言のようにつぶやいている。

『蠍姫』。それが、羊皮紙色の少女の名前なのか。秀影は、すこし引っかかった。どこかで聞いた名前のような気がしたのだ。

　だが、考えている余よ裕ゆうはない。

「読みが当たりましたね、『妖こう魔もり』」

『蠍姫』がつまらなそうに、こちらから視線を外した。

「あなたが取り除いてください、あなたのほうが近いですから」
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「いやぁ、お恥はずかしい！　まぐれ当たりというものですね！」

　陽気な声が、真上から降ってきた。『蠍姫』に、そして『大奥』の惨状に注目していて秀影は反応が遅おくれた。慌てて顔をあげる、『阿呆鳥』も同様だった。

　いつの間にか。

　秀影が手がかりにしていた黒い縄なわに、何かが垂れさがっていた。驚くほど間近に、それは存在していた。気配もなく、影かげのように忍しのび寄っていた。

　闇やみから溶とけでるようにして出現していたそれは、朗ほがらかな少女の声で嗤わらった。

「褒ほめるにも値あたいしないかんたんな推測です──経験則ですかね、ききき！」

　蝙蝠こうもりが囀さえずるような、耳みみ障ざわりな声で。

「『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』とやらは諜ちよう報ほう、工作、潜せん入にゆうなどの──つまり、忍びの類でしょう。時代が変われど人が変われど、忍びは忍びで御ご座ざ候そうろうっ♪」

「『鴉』ちゃん！」

『阿呆鳥』が瞬しゆん時じに動いた。相手の姿をきちんと確認する前に、後回しにして緊きん急きゆう回かい避ひ。

　秀影を抱かかえて、『阿呆鳥』が素す早ばやく跳ちよう躍やくした。

　その寸前、闇からでてきた何者かが黒い縄を切断していた。こちらの命いのち綱づなを。まだかなりの高度だ、ふつうに落下すれば受け身をとっても死ぬ。そう判断し、『阿呆鳥』は自ら飛びおりることで最悪の事態を避さけたのだ。

「お見事です」

　傍ぼう観かんしている『蠍姫』が、無ぶ愛あい想そうにつぶやいた。

　そんな彼女からは遠く離はなれた位置──『大奥』の敷地内では彼女の逆方面に、『阿呆鳥』は秀影を抱えたまま飛びおりていく。自然にそちらに落ちたというより、『蠍姫』を警戒しできるだけ離れた位置に向かったようだった。

　勢いよく錐きり揉もみ回転し、重力に従って猛もう烈れつに落ちる。

　建物などを足場にして、蹴けりつけて、勢いを殺しながら。それでも咄とつ嗟さに動いたためにか姿勢は定まっておらず、いま狙われたら防ぼう御ぎよは難しい。落下の制せい御ぎよは『阿呆鳥』に任せ、秀影は舌を嚙かまぬよう気をつけながら攻撃に備えた。

　だが、不思議と追つい撃げきはなかった。

　それを疑問に思ったのか、遠く砂丘のうえで『蠍姫』が小首を傾かしげた。

「仕留めないのですか、隙すきだらけですけど」

「ご命令とあれば！」

　応こたえたのは、先ほど闇からにじみでてきた何者かだ。

　あらためて、秀影はその姿を確認する。

　こちらも異様な風ふう体ていだ。中途から切断された黒い縄の先せん端たんに逆さまにぶらさがっている、それこそ蝙蝠のように。衣服の類は身にまとっておらず、代わりに全身が塗と料りようをぶちまけたように真っ黒だ。

　どうもその黒くろ塗ぬりは薄うすい生き地じのようだ。全身を黒い薄布で覆おおっている。両手両足やかなり立派な乳ち房ぶさだけでなく、顔面も黒色で塞がれている。あれでは呼吸どころか前も見えまい、全身が薄布で圧あつ迫ぱくされて息苦しいどころではないだろうし。

　けれど黒塗りの少女──『妖魔』という名前なのだろうか、彼女は平然として楽しそうにぶらぶらと左右に揺ゆれている。

　顔面に、ぎざぎざの歯並びに見える奇怪な模様が描かれている。

　その模様が、笑えみのかたちをつくった。

「けれど見たところ『大奥』の生徒とも思えぬ──『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』のものでしょう、攻撃していいものか判断に迷いました！　問題があったでしょうか、ききき！」

「命令されたことしかやらないの、あなたの悪い癖くせですよ『妖魔』──臨機応変とか、そういう……あぁ、喋しやべるのが面めん倒どうです。いいでしょう、あなたが殺さなくてもみんな死にますから。どうせ、死にますからね」

　譫うわ言ごとのようにつぶやく『蠍姫』を困ったように見て、『妖魔』は両手を広げた。

　いちど手首を返して、戻もどしたときにはそこに無数の苦ク無ナイが握にぎられていた。苦無、忍びの道具である。どこから出現したのだろう、まるで手のひらから生えてきたみたいだ。

「今からでも殺せますけど？　お命じになりますか？」

「あなたの出る幕でもないでしょう──彼らの落ちた方向には、『竜たつ巻まき』がいます」

　きれいな屍し体たいも残りませんね、と『蠍姫』は哀あい愁しゆう漂う小声でぼやいた。

『妖魔』は残念そうに、また手首を返した。苦無が消える。どういう手品なのか。

「そりゃあ残念ですな、男のほうは煮にても焼いても食えませんが──女のほうはなかなか見み栄ばえのいい肉体ですよ、欲しいなぁ。飾ってもいいし繫つないでもいいし、ききき！」

「他人の肉体なんか集めてどうするんです、すぐに腐くさりますよ。なくなります」

「『蠍姫』さまとちがって、わたくしたちは屍体ですからな──定期的に交こう換かんしないと瑞みず々みずしさを保てないんです、『蟲兵』の欠点のひとつですな。腐るに任せてもよいのですが、代わりに体内を蠅はえが蠢くことになりますからな、気分もよろしくありませんな？」

「ま、そうですね。『蠅王』の肉人形になるのもつまらない──」

　興味なさそうに語りながら、『蠍姫』が顔をあげる。

「それより、あなた──何か任務があったのでは？　こんなところで油を売っていてもいいんですか？」

「そうですな！　きききっ、もちろん忘れてはおりませんて！　では、わたくしはこのへんで失礼して──あとはお任せいたします！」

「任されても。まぁ、『竜巻』が何とかするでしょう」

『妖魔』の姿がこれもどういう理り屈くつなのか、闇にとろけて消えた。全身が黒塗りのため闇に同化しやすいのだろうが、それにしても煙けむりのように気配も何もかも失うせた。『蠍姫』はそちらを見もせずに、吞のん気きに欠伸あくびなどをしている。

　何がなんだか、わからない。

　皆みな殺ごろしにされた『大奥』の生徒たち。

　奇き妙みような、見知らぬ『蟲兵』──というらしい、少女たち。

　気になることは多く、疑問は尽つきないが、それよりもまず現在進行形で落下中だ。そちらへの対応が優先である、秀影は『阿呆鳥』にしがみついた。

「よいしょ！」

『阿呆鳥』は空中で器用に水ペツト容器ボトルを取り外すと、蓋ふたを開けてなかみをいっきに飲み干した。そしてくちびるに手を添そえて、体液操作の能力を使用する。口内から吐はきだされた唾だ液えきは空中で在りかたを変じさせ、細長い水の縄とする。

　その縄には粘ねん着ちやく力もあるらしく、建物のひとつに貼はりついた。ふたりはその縄に揺られておおきく弧こを描えがく。破壊され尽くした屍体だらけの『大奥』のなかを、横切った。

　そうして勢いを減じさせて、直接、地面に叩きつけられるのを避ける。

　途と中ちゆうで縄から手を離し、『阿呆鳥』は秀影を抱だきかかえて跳躍。地面を、ごろごろと転がった。無傷とはいかないが、それなりに衝しよう撃げきは抑おさえられた。

　すぐさま顔をあげる。

「す、すまない」

　痛みに呻うめいている『阿呆鳥』に感謝してから、秀影は慎しん重ちように身を起こした。『阿呆鳥』の手を取って立たせてあげながら、思案する。

「何なんだろう、彼女らは──『蠍姫』？　『妖魔』？　聞いたことがない名前のはずだが、制服も着ていたし『大奥』の生徒なのか？」

　だが、やはり考えている余裕はなかった。

　ここは屍体が転がる戦場である。気を抜けば死ぬ。秀影は、唐とう突とつに寒気をおぼえてせっかく自ら立たせた『阿呆鳥』を抱だくと、地面に押し倒たおした。

「うひゃっ!?」

『阿呆鳥』が悲鳴をあげたが、構ってはいられない。

　微び風ふうを感じた。嫌いやな、風だった。そのまま地面を転がるようにして建物の陰かげまで退たい避ひする。さくらの故郷で畑仕事を手伝っていたとき、知ったことがある。この世には、人じん智ちの及およばぬ災害がある。そのひとつの前兆を、感じたのだ。

　それに巻きこまれれば、どうしようもない。抗あらがうこともできず、田畑も建物ももちろん人間も粉ふん砕さいされ破は壊かいされる。非情な天災──それが、巻き起ころうとしている。

「ど、どしたの？　『鴉』ちゃん？」

『阿呆鳥』もこちらの深刻な顔色を察して、いまだ当とう惑わくしながらも表情を引きしめる。

　水ペツト容器ボトルを片手に、慎重に周りの様子を窺うかがった。

　この付近は、建物が壊かい滅めつしている。抉えぐれ、巨きよ人じんに踏ふみ荒あらされたみたいにめちゃくちゃに粉砕されている。転がっている屍体も原形を留とどめぬぐらい損そん壊かいしているものが多く、ほんとうに天災の直後のようだった。

　だが、吞気に眺ながめている場合ではない。

　先ほどまで秀影たちが転がっていた位置を、爆ばく風ふうが撫なでた。『大奥』の地面が、並んでいた樹木が建物が、見えない何かに圧迫されるようにぐしゃぐしゃに凹へこみ、砕くだけて、猛烈に巻きあげられる。粉砕されながらそれらは『大奥』の天てん井じよう付近まで吹ふっ飛び、雨のように落下してきた。

　尋じん常じようではない破壊力である。

「もっと丁てい寧ねいにできないのですか、『竜巻』」

　遠く──風圧で砂が巻きあげられて迷めい惑わくそうに、『蠍姫』が目を細めた。

　潔けつ癖ぺき性なのだろうか、服に飛び散った砂つぶを苛いら立だたしげに払はらっている。だがやがて諦あきらめたのか、どうでもよくなったのか──溜ため息いきをついて。

　奸かん雄ゆうの瞳ひとみで、こちらを見み据すえてくる。

「現代の『大奥』には、大量破壊兵器のような──などという枕まくら詞ことばをもつ異能力者がいるようですね。現在は所属していないんでしたっけ、どうでもいいんですけど。それが現代の『大奥』における最大戦力、と聞いていますよ」

　誰だれに向けて発した言葉かもわからぬ、やはり独り言のような口調だった。

　大量破壊兵器のような女。それは当然、かつての序列二位『赫あか竜とんぼ』であろう。さくらの故郷を焼き尽くした、強大なる異能力者。単独で国ひとつ滅ほろぼせる彼女は、たしかに大量破壊兵器のような、という枕詞がよく似合っている。

　実際そう呼ばれてもいた。秀影は彼女に比ひ肩けんしうる破壊力を『黒船』の隕いん石せき落としぐらいしか知らない。人智を超こえた、大破壊──それを為なしうるからこそ『赫竜』は兵器と呼ばれ、畏い怖ふされていたのだ。

「けれど大量破壊兵器、なんてものがあまり馴な染じみ深くなかった時代。一昔前には、そういった常人離ばなれした異能力者は単純に、天災と呼ばれていました。超ちよう越えつ的な破壊を振ふりまき、理解の及ばぬ超ちよう常じよう現象を個人で体現しうる、そんな化け物はね」

『蠍姫』はむしろ穢けがらわしそうに、その名を呼んだ。

「『蠅王』が回収し、己おのれの手て駒ごまに──『蟲むし兵へい』に選んだのも頷うなずけます。たいした破壊力ですね。『大奥』に名高い破壊神、人呼んで天災『竜巻』」

　素そ朴ぼくに、思ったことを語っているだけのようだった。

　譫うわ言ごとのように。

「でも、聞いていたとおり優やさしすぎますね──あなたの不幸は、気質が戦士に不向きであることです。でもま、『蠅王』なら蠅にそういう愛とか同情とか、食わせてますかね」

　途と切ぎれ途切れに、疲つかれたような弱々しい声こわ音ねで。

「それでも他人に情けをかけてしまう、この『大奥』すべてをまとめて吹き飛ばすこともできたでしょうに。勿もつ体たいないことです。もともと『大奥』はあなたには狭せますぎる──ゆえに真価を発揮できずに、生前の序列も低かった。まぁ、どうでもいいですけど」

　異相を歪ゆがませ、ふらりと立ちあがると。

「天災に巻きこまれても文句は言えません、つまらないですしね──あたしは、ここいらで失礼しましょう。『雹ひよう虎こ』を捜さがさないといけませんし、……あぁ面倒くさい」

　砂すな埃ぼこりで汚よごれるのが嫌なのか、それだけ語ると舞ぶ台たい役者のように、『蠍姫』はさっさと立ちあがってどこぞへと去っていった。こちらに攻こう撃げきを仕し掛かけてくるつもりはないらしい。

　やる気がないのか──『竜巻』とやらの戦せん闘とう力を、信しん頼らいしているのか。
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『蠍姫』と『妖魔』が立ち去り、けれど圧あつ迫ぱく感かんは消えなかった。

　秀影と『阿呆鳥』は、同時にある方向を振り向むいた。

『大奥』と大おお阪さか城の敷しき地ちが面した位置、厚い扉とびらに閉とざされた出入り口付近に──ひとりの、可哀かわい想そうなぐらいぼろぼろな少女が立っていた。

「う、うぐう──ふぐっ、ぐうう」

　その少女は、泣きじゃくっている。

　むしろ慟どう哭こくしていた。

「うぐう、あぐうう──ぐう、ううう」

　苦鳴をあげる少女は、小こ柄がらである。ちいさい。『銀ぎん狼ろう』や『鎌切』と同じぐらいの幼さだ。『大奥』の制服は擦すりきれ破けて失われており、ほとんど丸まる裸はだかだ。革帯ベルトを包帯のように手足やお腹なかのあたりに巻いているが、頑がん丈じようそうな革帯ベルトも破損して垂れさがっている。

　下着すらもちぎれており、局部もあからさまに見えている。

　むしろ痛ましいぐらいの、暴行された直後のような見み栄ばえであった。

　頭にも、片目を隠かくすように、これも包帯のように革帯ベルトをぐるぐる巻きにしている。

　露ろ出しゆつしているほうの目からは、絶え間なく血の混じったようなぷくぷくとした涙なみだを零こぼしている。全身、涙と血でぐちゃぐちゃだ。

「ぐ、うぐう、ふぐううう──」

『蠍姫』の言葉どおりなら、これが天災と呼ばれた『竜巻』なのだろうか。

　だが、そんな恐おそろしげな異名が似合わぬ、むしろ哀あわれですらある印象だ。『竜巻』は激痛に身み悶もだえするみたいに頭を抱かかえ、立っていられずその場に伏ふした。

　土下座するみたいに。

　地面を、がりがりと引っ搔かいている。

　嗚お咽えつを漏もらし、くちびるからは涎よだれを垂らしている。

「うぐう、ぐうう──ぐぐぐ、うううう」

　身をよじりながら、声帯が壊こわれているようなしわがれた声で泣き喚わめいている。異国の伝承にある、死を告げる不ふ吉きつな訪問者──泣き女バンシーのようだった。

　そんな『竜巻』のもとに、先ほど巻きあげられた建物が落下してくる。瓦が礫れきが大量に、降り注いでくる。思わず危ない、と助けに入りたくなる弱々しさで、『竜巻』は顔をあげた。

　けれど不気味なことに、瓦礫は『竜巻』に触ふれる寸前に激しく回転し吹っ飛ぶ。再び巻きあげられて、遠ざかっていく。異能力を用いたのだろうか。さらに苦しげに、『竜巻』は激しく咳せきこんで身を折って悶もだえた。

　何だ、この現象は。眼前で起きていることが、まるで理解できない。

　こんな異様なちからをもっているなら、秀影が知らぬわけがない。『大奥』の生徒ならば──その素す性じようや能力は、知りうるかぎり調べたのだ。だが『竜巻』なんて名前も、このような異能力も、聞いたことがない。

　強しいて言うなら『鎌切』の異能力に近いように見える、彼女なら暴風を発生させて建物を吹き飛ばすことは可能だろうが。どうも、単純に風を起こしているわけではないらしい。『竜巻』の周囲に見えない渦うずのようなものがあり、そこに彼女の周りのすべてのものが引きずられて、巻きあげられて、吹っ飛ぶ──ように見えた。

　名状しがたい、異能力だった。

「あぁ、思いだした」

『阿呆鳥』が血の気を失いながらも、囁ささやいた。

「『蠍姫』、『妖魔』、『竜巻』──聞いたことがある名前だと思ったんだよ。あたし『大奥』にいたころ歴史の授業とかで教わったし、『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』の権能で調べたりもしたんだ。歴代の、『大奥』の戦士の名前とか異能力とかをね」

　不可解そうに、眉まゆをひそめて。

「『大奥』で血まみれの殺しあいが行われたのは『絲妃』の時代から──と思われてるけど、実際はちがう。むしろその前、『金獅子』が安定した平和な『大奥』をつくった時代こそが異質で、それ以外のころはたいてい陰いん惨さんな殺しあいが行われてた」

　それは、秀影も知っている。

『大奥』の少女たちの、大名たちの代理戦争の趣おもむきのある殺しあい。それはたびたび空白を挟はさみながら、また『絲妃』が体系化してまとめるまでも、何度も繰くりかえされてきた。

　そのたびに『大奥』には血が流れた。

　異能力のたいはんは他人を殺傷する方向に研とぎ澄すまされている。殺しあい、ちからの比べっこというのは見比べる際にわかりやすくもある。異能力者を宝として集め競きそわせる際には、どうしても程度の差はあれ殺しあいの趣が強くなる。

　少女たちの戦国は、『大奥』での殺しあいには──そんな長年の積み重ねが、歴史があったのだ。豊臣幕府が成立してから四百年、何度も何度も目を覆おおいたくなるような陰惨な生存競争が、繰りかえされてきた。

「そんな『大奥』の歴史における、強大な異能力者や、高位の序列の持ち主はひととおり調べたんだ。そのなかに名前があったよ、『蠍姫』、『妖魔』、『竜巻』──さっきちらっと聞こえた『雹虎』ってのもね。みんな歴代の、高位な、あるいは特異な異能力者だ」

「歴代の──」

「うん。そこが変なんだ、いわばそいつらは歴史上の人物なんだよ。過去のひとだ。とっくのむかしに死んでるはずの人間なんだ。『蠍姫』なんか、数百年前の人物だよ」

　お化けでも見たかのように、『阿呆鳥』がわずかに震ふるえた。

「生きて動いてるわけがない、この現代にいちゃいけない人間なんだよ。過去の偉い人じんの名前を騙かたっている？　でも異能力まで似せられるわけがない──直系の子孫が、ご先祖さまにあやかって同じ源氏名を自分につけたとか？」

『阿呆鳥』も、さすがに混乱している。常識の及およばぬ、異常な事態だ。

　だが、秀影には彼女といっしょに考えてやることもできなかった。

　気づいてしまったのだ。

　先ほどからずっと泣きじゃくり、地面に突つっ伏ぷして呻うめいている『竜巻』の後方──『大奥』と大阪城を繫つなぐ巨きよ大だいな門に嵌はめこまれた扉、そこに何かが磔はりつけにされている。

　それは、絶望そのもののようだった。

「『蛍』……さん？」

　秀影は、その名を呼んだ。

　己が影かげ武む者しやとして残してきた、『大奥』序列三位『蛍』──合流できれば、頼たのもしい戦力になってくれるかもしれないと、期待していた。

　短い黒くろ髪かみ。優しげな顔立ち。年ねん齢れいに似合わぬ立派な胸むな元もと。

　すべて、見覚えのある『蛍』だった。

　だが彼女は、胸の真ん中をおおきな五ご寸すん釘くぎで貫つらぬかれて、扉に磔にされている。

　晒さらしものにされていた。

『大奥』の制服は血でしとどに濡ぬれ、真っ赤な雫しずくが垂れている。鎧眼鏡ゴーグルや補聴ヘツド器フオン、手て甲こうも破損し、むごたらしい有り様だった。

　その肩かたに腹に、頭部に、乳ち房ぶさにまで同様に五寸釘が突き刺さされ──さらに、鋭えい利りな刃は物もので切断されたみたいに、上半身と下半身が泣き別れしている。

『蛍』には胸元から腰こしまでしかなく、胴どう体たいの真ん中から──腰や両足あたりは見当たらない。真っ二つだ、無む惨ざんすぎる。内臓などが零れていないのが不自然だが、身体からだを両断されて生きていられるわけがない。

『蛍』は死んでいた。

　薄うすく開かれた双そう眸ぼうには、光はない。血の巡めぐりもないのか、いつでも健康的だった『蛍』とは思えぬほどに顔色が青ざめている。

　嫌いやな表現だが、釣つり餌えのようだった。

　目立つ場所に晒された『蛍』に気づいて、せめて降ろしてあげようと手を差しのべたものがいるとする。そこを、門戸の前で待ちかまえている『竜巻』が撃げき滅めつする。純情可か憐れんな『蛍』は、そんな罠わなのいちぶとして有効活用されているようだった。

　実際、『竜巻』は『蛍』のそばから動かない。

　そしてまたも落下してきた飛来物に獣けもののように反応すると、身をよじる。そのよじれが、見えない力場となって彼女の周囲に展開する。彼女に接近するあらゆる瓦礫が、屍体が、不自然に回転して巻きあがっていく。

　同時に地面が抉えぐれ、建物が粉ふん砕さいされ、さらに瓦礫は増えていく。大量の土ど砂しやのようになったそれは、まさに竜巻に搦からめとられるように宙へと躍おどりあがっていく。

　やはり、強風で吹ふき飛ばしているように見えるが。もっと広義の、回転力、遠心力──そのものを操あやつっているように思えた。過か剰じような破は壊かい力が、『大奥』のすべてを揺ゆり動かし粉砕し巻きあげて、瓦礫に変えていく。

『竜巻』は、見たところあまり正気ではない。泣き喚いているだけで、理性のある行動や発言をしていない。おそらく、近づいてきたものに自動的に反応して、異能力をぶつけている。

　秀影たちはかろうじて彼女の攻こう撃げき範はん囲いの外にいるので、その標的になっていないだけだ。『竜巻』からは当然こちらも見える距きよ離りだ。彼女に自分の意思があるならこちらにも何らかの攻撃を仕掛けてきてもよさそうなものだが──近づかないかぎり、彼女は何もしてこないようだった。

　それに早めに気づけてよかった、あんな破壊力の渦に巻きこまれたら酷ひどくむごたらしい死にかたをすることになる。全身が粉砕され、瓦礫とまざってぐちゃぐちゃになり、屍体すらも残らないかもしれない。

　だが、己おのれのことはどうでもよかった。

　あまりにも『蛍』が哀れだった。彼女は何も悪いことはしていない。『絲妃』の時代には彼女に脅きよう迫はくされ悪事に手を染めさせられていたようだが──それを悔くい、反省し、平和な未来のために尽じん力りよくしていた。努力していた、健けな気げな少女だった。

　そんな彼女が、こんな末路を晒していいわけがなかった。

　せめて身体からだ中じゆうに刺さった五寸釘を抜ぬいて、降ろしてあげたい。丁てい重ちように、荼だ毘びにふしてあげたい。それが彼女を危険な『大奥』に影武者として残した秀影の、せめてもの償つぐないだった。できることのすべてだった。

　だがそれすらも、おそらくは邪じや悪あくなるものたちの思おも惑わくどおりなのだろうか──手のひらのうえで、弄もてあそばれているだけなのか。『蛍』は、お人好よしを招き寄せるための釣り餌となっているのだ。

　何も考えられず、ただ『蛍』のもとへと駆かけ寄ろうとした秀影に──。

　噎むせび泣いていた『竜巻』が歯は嚙がみしながら顔をあげて、おおきく身をよじった。やはり自動的に反応した。王手をかけられた、この将しよう棋ぎは秀影の負けだった。

『蛍』は愛すべき少女だった。

　素す直なおで、真ま面じ目めで、前向きで──。

　将軍さま、とこちらを呼び、命いのち懸がけで守ってくれた。その煌きらめくような笑え顔がおを、覚えている。忘れない。子犬のように従順に、けれど立派な戦士として『大奥』の地じ獄ごくを戦いぬいていた。大事な仲間だった、可愛かわいらしい年下の女の子だった。

　それが汚お物ぶつを浴びせられ、陵りよう辱じよくされ晒しものにされている。

　許せない。

　秀影のなかに、真っ黒な感情が噴ふきあがった。

　それすらも、すべてを裏から操る『蠅王』の意図どおりなのだろう──。

『竜巻』の周囲に、あらゆるものを踏ふみにじる凶きよう悪あくな破壊力が、遠心力が渦うず巻まいた。

　善意のすべてを粉々にして巻きあげ、悪意と血の雨を降らせるために。







　第五幕　幕末　せんたく
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　山は、悪意のかたまりのようだった。

　憤ふん怒ぬ、怨えん恨こん、憎ぞう悪お……もろもろの負の感情が、蠢うごめいているみたいだ。

　天下を統一し四百年の泰たい平へいを築いた豊とよ臣とみ幕府は盤ばん石じやくな政権を維い持じするため、その本ほん拠きよ地ちたる大おお阪さか城を攻せめにくく守りやすい難所に築きあげた。城下町を虫の卵のように抱かかえた城の四方は天然の要害に囲まれ、さらに川や海が外敵の侵しん入にゆうを阻はばむ。細い道には間断なく関所が設けられ、防備も手厚い。

　だが、そんなふだんは幕府の盾たてとなり鉄てつ壁ぺきとなる山々に、その幕府に向けられる悪意が充じゆう満まんしていた。全国から幕府憎にくしと集まってきた大衆が、『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』などが密輸した武具・防具で身を固め、またあるものは『黒船』の『モモ』がばらまいた粗そ製せい濫らん造ぞうの劣れつ悪あくな『才サイ古コ銃ガン』を装備している。

　浪ろう士し、食くい詰つめた破落戸ごろつき、そして幕府に不満をもつ夥おびただしい数の一いつ般ぱん大衆が──いまや倒とう幕ばく運動の本拠地と化した山々へ、集結しつつあった。

　山は古来、神社・仏閣などが多く、聖地とされていた。だがそれらの寺社などはすでに制圧され、あるいは喜んで門戸を開いて暴徒どもの拠きよ点てんとなった。神こう々ごうしさはかき消えて、ひたすら血なまぐささのみが漂ただよっていた。

　あちこちで篝かがり火びが焚たかれ、簡易な物見台や櫓やぐらが配置されている。武具甲かつ冑ちゆうや銃じゆう器きを装備したものたちが座りこみ、よく平和な時勢にこれだけの数を製造できたものだと感心するほどの砲ほう台だいが並ぶ。それらの狙ねらいはぴたりと、夜よ闇やみのなかでも異様に目立つ華か美びな大阪城へと向けられている。

　戦せん陣じん、そのものである。

　山は巨大な怪かい物ぶつのように、牙きばと爪つめを研とぎ獲え物ものに襲おそいかかる瞬しゆん間かんを待っていた。

　一いつ触しよく即そく発はつの、物々しい空気のなか──大阪城の真正面に位置する、ひときわ小高い山のなかを『吸ばん血ぱい姫あ』たちは歩いていた。舗ほ装そうもされていない険しい山道を、転げ落ちぬように気をつけながら。

　梢こずえの隙すき間まから夜なお明るい八百八町──そのさらに向こうに大阪城が見える。眺ながめはよいが、とてもそれを楽しんでいられる余よ裕ゆうもなかった。

「思った以上に軍備が整ってますね、倒幕派は。過剰なぐらいっすよ、冗じよう談だんじみてる」

　むしろ浮うき浮うきした様子で、青せい竜りゆう刀とうで藪などをかきわけながら『血ち眼まなこ』が言った。

　体格のよい、筋肉質な女である。中ちゆう華か風ふうの装束。かさぶた色の髪かみはひっつめている。特とく徴ちよう的な糸目は吊つりあがっている。吞のん気きに散歩しているような風ふ情ぜいだが、その足取りに乱れはなく音もなく、また細めた両目の隙間から常に周囲への警けい戒かいを怠おこたらない。

　野生の獣のような彼女は、重たげな青竜刀を肩に担かついだ。

「あたしらの盗とう賊ぞく時代とは、さすがに規模がちがいやすね。こんな軍勢、前ぜん代だい未み聞もんじゃないっすか──むしろ、関ヶ原以来かもしれませんね」

　月明かりに照らされた他ほかの山々などを、遠目から確かく認にんする。

「炊たきだしの煙けむりの量からいって、百や千じゃききませんね──壮そう観かんっすよ、よくもまぁかき集めてきたもんだ。それでも見てくださいよ姫さま、武器・弾だん薬やくがあきらかに余ってる。こんなに要いらないと思うんすけどね、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

『血眼』が手のひらで示した先には真新しい倉庫──おそらく武器庫が並んでいる。門もん塀ぺいのなかにはこれも新品だろうぴかぴかの槍やりや銃器などが陳ちん列れつされていて、いま到とう着ちやくしたらしいどう見ても農民ふうの風ふ情ぜいの男たちに次々と手て渡わたされている。

　こんなもの、すぐに用意できるわけがない。おそらくかなり以前から秘ひ密みつ裏りに山々を支配する神社・仏閣などと協同し、武器庫が設営されていたのだろう。たぶん、すべてを裏から操るようなあの女──『蠅べるぜ王ぶる』によって。

　泰平の世の中のど真ん中で、人知れず悪意は芽め吹ぶき、生おい茂しげっていたのだ。

「うへぇ、軍馬までありますよ。前時代的っすね──でも見てくださいよ、どいつも武器の扱あつかいかたなんか知らないんだ。あちこちで鎧よろいの着方とか、銃器の扱いかたの講義が行われてますよ。吞気なもんだ。武器の質は最高、でも兵の質は最低だね。昨日まで算そろ盤ばんや鍬くわを握にぎってた連中っすからね」

　語りながら歩く『血眼』たちを、生まれて初めて握ったような槍に興奮して気勢をあげている連中が、睨にらみつけてくる。人間は、武器を手にすると使いたくなる。一般大衆とはいえ数が多いし、武器は最さい新しん鋭えいの良質な代しろ物ものだ。これらが統制された動きで攻めてきたら──否いな、気ままに襲いかかってきただけでも大変な事態になる。

　無む秩ちつ序じよな群衆ほど恐おそろしいものはない。しかも統一された目的もある──倒幕、そんな言葉の意味をほんとうによく理解しているのだろうか。それによって歴史が、この国がどう変へん貌ぼうしてしまうのか、想像できているのだろうか。

　ただ手に取った槍や銃器を用いたいだけの、子供のごっこ遊びのようなのに。そのために、この国は、幕府は風前の灯ともし火びとなっている。

「とりあえず有う象ぞう無む象ぞうをかき集めたって感じっすかね、質より量っていうか──あたしらを『新しん撰せん組ぐみ』だって知らない連中のほうが多そうっすよ。どいつも殺気立ってやがる、迂う闊かつに喋しやべりかけたら嚙かみつかれちまいそうだ」

　情報操作の結果ゆえだろうが、幕府はほんとうに酷く怨うらまれているようだ。倒幕の気運は情報の扱いに長たけた『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』によって高められている。ふだん幕府のことや政治のことなど考えず目の前の生活に追われている連中だ、ころりと言われたことを信じる。

　無知ゆえに、情報が操作されていることにも気づかない。夢にも思わない。生活が苦しい、その原因は幕府だ、だから幕府を倒たおせば生活がよくなる。たとえばそう言われたりしても、疑いもしない。そんなわけがないのに──国の政治の中心を滅ほろぼすということの意味が、ちっとも実感されていない。

　もちろん、『黒船』の隕いん石せき落としで町を破壊され、悲ひ嘆たんに暮れていた連中もいるだろう。でも、ならば『黒船』に敵意を向ければいいのに、そこも感情を誘ゆう導どうされて倒幕派に──幕府を打ち倒す流れに、組みこまれている。

　誰だれもが全体を俯ふ瞰かんできず、将棋の駒こまのように動かされていた。

　そこには愛も希望も、憎悪や怒いかりすらもない。人間性が剝はく奪だつされたおおきな流れがあるだけだった。みんなそれに流されている。

　最後に笑うのは、駒をじょうずに動かして目的を達する、『蠅王』だけだ。

　当然、自分も妹も──その敬愛する主あるじたる『吸血姫』すらも、駒のひとつなのだろう。誘導され、おおきな流れに組みこまれている。

　腹立たしい。

　苛いら々いらしながら、『血眼』が視線を向けてくる連中を睨みかえした。

　歴戦の武人を相手に、いかにも相手は素人しろうとだ。竦すくみあがって、目を逸そらした。

　一般人をいじめても仕方ない、「ふん」と鼻を鳴らして『血眼』は頭を搔かいた。

「気に食わないっすね」

　倒幕派は練兵もされていない、武器を握っただけの民衆だ。同じ数の本物の軍隊が相手では、勝負にならないだろう。一いつ揆きのようなものだ、だがいかんせん数が多すぎるし装備もいい。今のところ、手がつけられない。

　迎むかえ撃うつ幕府側が戦備を整えられていなければ、倒幕派は難なく勝利するはずだ。

「それでも強大な異能力者が数十人もいりゃあ、それこそ先日の隕石落としみたいな圧あつ倒とう的な武力があれば、蹴け散ちらせそうなもんすけどね。そうだなぁ、この連中を勝たせるためには、たとえばあたしが指揮をとるなら──」

「悪い冗談はやめなさい、『血眼』」

　むっつりと顔をしかめて、すぐ後ろを歩いていた『吸血姫』が咎とがめてきた。

　鮮あざやかな彼岸花色の髪。洋風の学生服。その肩かたには燦さん然ぜんと輝かがやく『誠まこと』の文字。先日までは諸事情あって猫ねこになっていたのだが、さすがに火急の事態だ、元に戻もどっている。まだすこし名残なごりがあって、顔を洗うような仕草をしていたりするが。

　天皇家の末まつ裔えいにして、『新撰組』局長たる『吸血姫』は──ちいさな身体からだをおおきく見せようとするように胸を張りながら、のしのしと歩いている。

　やや太めの眉まゆが、愛らしく歪ゆがんでいる。

「何すか姫さま、ご機き嫌げん斜ななめっすね」

　思わず頭を撫なでてやりたくなりながら『血眼』が言うと、『吸血姫』は腕うで組ぐみした。

「機き嫌げんがよくなる理由がないわよ、皆かい無むよ。あぁ、むしゃくしゃする」

　歩きながら器用にも地じ団だん駄だを踏み、肩を怒いからせて驀ばく進しんしている。

　篝火に照らされるその表情は、強こわばっていた。

「だいたい何なのよこの集団は、こんな夜よ更ふけに何やってるのよ。明日あしたも仕事があるでしょうに、生活があるでしょうに──いい歳としこいたおとなが戦争ごっこで遊んでるんじゃないわよ、責任者をだせっていうのよ」

　髪をかきあげて、『吸血姫』は居い丈たけ高だかに周囲を睥へい睨げいした。

「何よ倒幕派って、どうしてそんな冗談みたいな集団をあたくし様の『新撰組』が率いてることになってるのよ。聞いてないわよ、どこのどいつがあたくし様たちの名前を騙かたってるのよ。『新撰組』は民たみのため平和のために戦う正義の集団のはずなのに！」

「だから、こいつらにとっては幕府を倒すのが正義なんじゃないすか？」

『血眼』はてきとうに返事をしながら、主の心情を慮おもんぱかった。

『吸血姫』がちいさな善意のためにつくった『新撰組』は、おそらくは『蠅王』の悪意によって歪められ、その有り様を変貌させている。

『新撰組』は幕府から脱だつ走そうした『吸血姫』をはじめとした『大奥』の生徒で構成されており、基本的には幕府にとっては目め障ざわりな存在だ。幕府に反感をもつものも多かった、でなければ脱走などしない。

　けれど、武装して殺しあいを始めるほどの反感ではなかったはずだ。

　今から思えば『新撰組』が当初、『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』に住居などを世話してもらい協力関係になったのがよくなかったのだろう。そのときからすでに、『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』頭領でもあった『蠅王』の悪意に満ちた罠わなは仕し掛かけられ、絡からみついていたのだ。

　どんどん見知らぬ顔が増え、『新撰組』の人数も増え、まるで制せい御ぎよしきれなくなった。隕石落としを命いのち懸がけで防いだ『吸血姫』の名声は高まり膨ふくれあがり、すっかり救国の英えい雄ゆうに仕立てあげられ、知らぬうちに『新撰組』は──『吸血姫』は、倒幕派の旗印にされてしまっていた。

　乗っ取られ、見知らぬ怪物に育てあげられてしまった。

　勝手に。『吸血姫』の思おも惑わくからは外れたところで、『新撰組』は得体のしれぬ存在へと様変わりしてしまっていたのだ。

　それが、『吸血姫』には気に食わないようだ。当然だろう、大事なおもちゃを兵器にされてしまったようなものだ。まだ幼い彼女の純情は、踏ふみにじられた。

「これじゃあ、あたくし様は道化ピエロよ。いいだしに使われただけじゃない、『蠅王』とかいうやつ絶対に許さないわよ──あたくし様を誰だと思ってるのよ！」

　頰ほおを膨らませて怒っている『吸血姫』を、やっぱり抱だきしめて「よし、よし」してあげたくなりながらも、『血眼』はふと茂みの奥に視線を向けた。

　凸でこ凹ぼことした山道の両りよう脇わき、鬱うつ蒼そうとした樹木と茂みの陰かげから誰かが姿を見せる。




　　[image: まーく]　[image: まーく]　[image: まーく]




「わっ──」

　ぎょっとしたように身構えてから、『吸血姫』がすぐに胸を撫でおろした。

「驚おどろかさないでよ、帰ったのね『血ち祭まつり』」

「ただいまぁ」

　のほほんとした態度で、『血眼』の双ふた子ごの妹──『血祭』が手をちいさく振ふった。

　双子だけに、『血眼』と顔立ちや背せ丈たけは瓜うり二ふたつだ。だが糸目は優しげに垂れており、身体つきも女性らしくふくよかだ。手にも武器はなく、どこからくすねてきたのか不明な焼き菓が子しを抱かかえて「もぐもぐ」と食べている。

「ちょこっと全体を見回ってきたよぉ、武器庫とか兵ひよう糧ろうの倉庫とかの位置も把は握あくできたかな。いやぁ、広いうえに夜の山道だから苦労したよぉ？」

「ご苦労さま、『血祭』。おいで、こっから先はいっしょに行動しましょう」

『吸血姫』が両手を広げて迎えいれるので、嬉うれしそうに『血祭』は歩み寄ってきて己おのれの主に抱だきついた。『血眼』は戦せん陣じんにおいても吞のん気きな妹に呆あきれつつも、肩をすくめる。

「あんた、相変わらずそういうのは得意っすね」

「猪いのしし武む者しやのお姉ちゃんにはできないよねぇ、こういうの♪」

　焼き菓子をぺろりと食べ終えて、口元を拭ぬぐいながら。

「情報収集ってか、こんな斥せつ候こうの真ま似ね事ごとなんか簡単簡単──盗とう賊ぞく時代はわたしの仕事だったしね。偉えらそうにしてるひとを見つけたら草むらんなかに引きずりこんで、おねだりすればいいだけだもん？」

「またそういう、外げ道どうなやりくちを」

「え～、真っ当じゃない？　いちいち歩いてらんないもん、こんなだだっ広ぴろい山んなかをさ──服が汚よごれちゃうよ。要所要所で男のひとたらしこむほうが楽だよ、お姉ちゃんにもやりかた教えてあげよっか？」

「怒るぞ。あたしゃ武器を振り回まわせればいいの」

「だろうね、堅かた物ぶつだなぁ。そこがお姉ちゃんの可愛かわいいとこだけど──でも実際、みんな口ゆるゆるだよ。聞いてもないことまでいろいろ教えてくれちゃった、拍ひよう子し抜ぬけするぐらいだったよぉ？」

　語りながら、『血祭』は最さい後こう尾びにつく。双子が『吸血姫』を挟はさんで前後を警けい戒かいする。細長い山道だ──これがいちばん、主を守りやすい位置取りだった。

　太平楽な雰ふん囲い気きながらも、きちんと周囲を警戒しながら。

『血祭』がやや乱れていた服を直しながら、笑えみを浮うかべる。

「ほんとの軍隊だったら、こうはいかないだろうけどね──やっぱりみんな武装しただけの一いつ般ぱん人だよ、戦法も何もあったもんじゃないよ。ほんと、ただ集まってるだけって感じ。逆に聞かれちゃったよ、いつになったら戦いくさが始まるんだってさ」

「諸大名まで蜂ほう起きしたら、またちがうんだろうけどね。それでも泰たい平へいの世の中が長かったしね、戦の経験者なんかほとんどいない──最後の戦争は関ヶ原だ、四百年前っすから」

　今のところ、集まっているのは城下町の一般大衆がほとんどだろう。交こう通つう網もうや電信などは大おお阪さか城から離はなれるごとに未熟で、未発達になっている。この機に乗じて幕府転てん覆ぷくを目もく論ろむ大名などがいたとしても、到とう着ちやくにはまだ時間がかかるだろう。

『蠅王』が大名などを動かすかどうかは不明だが──可能ではあるだろう、警戒しておくに越こしたことはない。まぁ、大名家とはいえ刀狩がりなどで武装を没ぼつ収しゆうされている。戦の経験がないのも同じだ、戦力としては一般人とどっこいどっこいだろうが。

　どうも『蠅王』は一般人が武装して幕府を倒す、という筋書きにしたいような気もするので、諸大名を動かすとも思えないのだが。

　正統なる王族たる天皇家を新たに立てて新国家をつくる、という大義名分によって、正義によって民を動かし、悪である幕府を打ち倒たおして革命。そんな構図にしたいのではないか。歴史は、そういう流れになっている。

　ともあれ大名家でなくても、その支配地域の大衆がでてくる可能性はある。そうなれば、倒とう幕ばく派はさらにおおきく膨れあがる。日本中の民たみ草くさがすべて武装して襲おそいかかり、大阪城を、幕府をすりつぶす。

　敵意と悪意で蟻ありの這はいだす隙すき間まもないほどに、大阪城の周囲は埋うめ尽つくされる。

「でもまぁ、今んとこほんとに烏う合ごうの衆しゆうだよねぇ──倒幕派は。武器や装備はちゃんとしてるのに人材がいないね。お祭り気分だよ、みんな。がんばれば、わたしとお姉ちゃんだけで皆みな殺ごろしにできるかも？」

「侮あなどっちゃいけないよ、『血祭』。こいつら士気だけは高い。どういう情報操作がされてんだか──幕府に対して恨うらみ骨こつ髄ずいに徹てつしてるっぽいからね、戦うときは死にものぐるいだよ。『才サイ古コ銃ガン』とかで武装してるやつもいる、あたしらだけじゃ抑おさえられないっすよ」

　個人の武力で覆くつがえせる戦力では、時代ではないのだ──もはや。数の暴力は恐おそろしい。超ちよう人じんがひとりかふたりで一いつ騎き当とう千せんの大だい活かつ躍やくをしようとも、大局は変わらない。

「『蠅王』ってのはやり手なんでしょ。どうして倒幕派に戦術を仕込むとか──練兵しとくとか、そうでなくても軍師とかそういう戦争の専門家を配置しなかったのかなぁ？」

　つまらなそうに、『血祭』はくちびるを尖とがらせる。

「うっかり忘れてた、わけがないと思うけど。なぁんか、そのへんすっぽりと抜ぬけ落ちてる気がするんだよね？　他ほかはだいたい完かん璧ぺきなのに、そこだけ物足りないっていうかさぁ──画が竜りよう点てん睛せいを欠いてない？」

「あたしが思うに、その戦争屋っていうか──軍隊を指揮する専門家とかって、たぶんあたしらが殺しまくった『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』の連中だったんじゃない？」

「あ～、『池いけ田だ屋や』でちょめちょめした連中ね？　そういや『蠅王』は『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』頭領『冥土ほとと鳥ぎす』と同一人物だし、『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』はこのご時世でも武装を許された武ぶ闘とう派は集団だもん。たしかに、そいつらを倒幕派に組みこんで指揮をとらせてたら完璧だったかも？」

「そうそう、そういう筋書きだったと思うんすよね。つまり、あたしらが『池田屋』で『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』の連中をぶっ殺したのは、いま思えば正しい行こう為いだったわけっすよ。そこで『蠅王』の計算に乱れが生じたんすよ、一ひと泡あわ吹ふかせてやったわけっすよ」

「結果おうらい、ってやつだね～♪」

　きゃっきゃと楽しげにわりと血なまぐさいことを語っている双子を、『吸血姫』は呆れながらも口を挟まない。もちろん『よくやったわね♪』などと褒ほめてやることでもないが。『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』は名目上は幕府直属の国家機関だ、その構成員を殺しまくったせいで『新しん撰せん組ぐみ』と幕府は明確に敵対関係になってしまったのだから。

　それに、『池田屋』にいたのは『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』の精せい鋭えいだろうが──全ぜん滅めつはしていないはずだ、生き残りもいるだろう。それらが、倒幕派の指揮をとっている可能性は高い。精鋭に比べて精せい彩さいを欠いているため、倒幕派が烏合の衆になっているが。

『腐ハ肉ゲ食タ堂カ』の連中は頭領『冥土鳥』──『蠅王』の部下、ひょっとすると端たん末まつだ。仲間を殺された怨うらみ、などと言い張って双子に刃やいばを向けるかもしれない。そういう建前でこちらに危害を及およぼす可能性もある、倒幕派は弱体化したがこちらの危険は高まったのだ。

　まぁ緊きん張ちよう感かんのない雑談をしているように見えて、双子はしっかりと周囲を警戒もしている。ならば問題なし、優ゆう秀しゆうな部下たちを褒めてやりたいぐらいだ。

『吸血姫』は信しん頼らいする双子に守られている喜びを味わいながら、会話にくわわる。

「まぁ倒幕派が戦争の素人しろうととはいえ、数が数よ。油断大敵よ。永らく戦争を経験していないのは幕府も同じ──攻せめこまれたら、あっさり幕府の負けもありえるわ」

　胸むな元もとに手を添そえて、その名を口にする。

「幕府も一枚岩ではないしね。倒幕派を迎むかえ撃うつ準備ができるかどうかはびみょうなところ──秀ひで影かげさまが、間にあえばよいのだけど」

　すこし複雑そうに、しょんぼりと。

『吸血姫』は征せい夷い大たい将しよう軍ぐん・豊臣秀影こと『鴉からす』に恋こいをしていた。だがその正体を知ってしまい、びみょうな心持ちなのだった。『鴉』は好きだ。だがその『鴉』は『吸血姫』の敬愛する憧あこがれの少女、『百手むかで姫ひめ』と恋こい仲なかなのだ。

　愛するふたりの間に入る度胸もなく、またふたりの間にある絆きずなや繫つながりを理解しているからこそ──己の恋が決して実らないことも理解している。

　でも、恋しい。愛いとしい。そんな色いろ恋こい沙ざ汰たにうつつをぬかしている余よ裕ゆうもないし、いまは気持ちを押し殺して己の宿命に立ち向かっているけれど。

　ふと気を抜くと思いだしてしまい、そのたびに溜ため息いきをつくのだ。

「まぁ、惚ほれて通えば千里も一里よ──好きだ嫌きらいだのの話は平和になってからでもできるわ。『新撰組』はあたくし様がつくったのよ。それがこの国に亀き裂れつをいれる倒幕派と成りはてた今、それに向きあうことが最優先。けじめをつけるわ、必ず」

　そう決めて、『吸血姫』は己の気持ちを振り払はらって悪意渦うず巻まく山中に身を置く。己の戦場へと。まだすぐに心の整理がつくほど達観してはいない、幼い少女である『吸血姫』だが、何を優先すべきかはわかっているつもりだ。

　誇ほこり高く前を見み据すえて、『吸血姫』はいちどだけ大阪城を振り向むいた。

「あたくし様に惚れられるなんて、三国一の幸せものよ──あたくし様に恥はじをかかせるんじゃないわよ、秀影さま。ちゃんとこの動乱を、歴史の節目を乗りこえてね。あたくし様もできるかぎりのことはする、己の宿命に決着をつけてやるわよ」

　それから、あらためて彼に会いにいこう。

　たくさん泣くことがあっても、さくらと秀影にきちんと向きあい──気持ちをぶつけて、戦おう。恋という、乙女おとめの聖戦を。負け戦が決まっている、その決けつ闘とうへと。その前ぜん哨しよう戦せんと思えば、倒幕派の処理などお茶の子さいさいだ。

　むしろ気楽だ。こんなところで挫くじけている場合ではない。勝って生き残って幸せな──好きだ嫌いだで悩なやめるような、平和な時代に向かって突つき進もう。

　そのために、全員がそれぞれの戦場で、奇き跡せきを起こさなくてはならない。

『黒船』に挑いどむさくらたち。幕府で、『大奥』で『蠅王』と対たい峙じする秀影たち。

　そして、『新撰組』局長として──倒幕派を抑える、自分たち。

　ひとつとして一ひと筋すじ縄なわではいかぬ、けれどすべてが成功しなくては坂道を転げ落ちるように過か酷こくな運命がこの国を引き裂さく、正念場なのだ。

　決死の覚かく悟ごで役目を果たさねば、未来はない。

「でも実際、どうするんすか？　後先考えずに倒幕派の戦陣に突とつ入にゆうしちまいましたけどね。こいつら姫ひめさまのことなんか知らないっぽいすよ──『新撰組』局長とか天皇家の娘むすめとか、そういう威い光こうも通じないかも？」

「無知な群衆だからねぇ、ある意味では厄やつ介かいだよね。頭をつぶしても意味ないんだもん、押し留めるのはちょっと骨かも？」

　姉の言葉を引き継ついで、『血祭』が優やさしく微笑ほほえんだ。

「わたしとしては、姫さまが超ちようがんばってこいつら皆殺しにすれば簡単かなぁ──なぁんて思うんだけど」

「却きやつ下か」

『吸血姫』は何てこと言うの、とびっくりして目を丸くした。

「倒幕派はこれでぜんぶじゃない、次から次へと集まってるのよ。この山にいる全員を殺しても高まった倒幕の気運が消えなくちゃあ、延々と終わらないもぐら叩たたきをする羽目になるわよ。根本的解決にならないし、そこまで体力もたないわよ」

　天皇家の血筋には、強大な異能力がある。他人の血液を摂せつ取しゆし、遺伝子情報を読みとってその異能力を模も倣ほうする、というものだ。『吸血姫』は『大奥』にいたころ、地下監かん獄ごくで面おも白しろがった当時の序列一位『絲妃あらくね』によってあらゆる異能力を刻イン印ストールされている。

　やりかたによっては、この山にいる倒幕派のすべてを吹ふっ飛ばすことも可能ではあるだろう。だが山はここだけではない、大阪城の全方位に倒幕派はいる。さらにどんどん集結している、それらすべてを皆殺しにはできない。

『吸血姫』の異能力は超人的だが、使用には多大な負ふ担たんがかかる。異能力を切りかえるたびに体たい細さい胞ぼうが猛もう烈れつに変質し、ガン化するのだ。地じ獄ごくの苦痛を味わうことになる、異能力を使いつづければ間ま違ちがいなく死に至る。

　これまでも皇居で血を抜かれたり、さくらの治ち療りようをしたり──それ以前にも隕いん石せき落としを防いだりで、異能力を使いすぎた。体調は万ばん全ぜんではないのだ。異能力を連発すればすぐにでも限界がきて、『吸血姫』は志半ばで果てることになる。

「それに、あなたたちには甘いって言われちゃうかもしれないけど──倒幕派は、ほとんどが一般市民よ。暴徒と化しているけど、本来はふつうのお父さんお母さん、家庭があり生活があるあたくし様の国の民たみよ。手にかけたくはないわ、できるかぎり」

　血は流せば流すほどに、その何倍もの、何十倍もの血を求める。憎ぞう悪おの応おう酬しゆうとなれば、一いつ般ぱん市民を巻きこんだ倒幕運動はさらに過激化し、さいあくこの国の民すべてが死に絶える。この国の未来を、死し屍し累るい々るいの地じ獄ごく絵図にしてはいけないのだ。

　そんなことのために『大奥』を飛びだし、『新撰組』をつくったわけではない。

　もっと清らかで、崇すう高こうで、他人に誇れる正義のために──。

「あたくし様の理想としては、あたくし様たちが倒幕派を抑えているうちに秀影さまが『蠅王』と対峙し、倒す。諸悪の根源をつぶすのよ。そして秀影さまが幕府を統とう括かつする。あたくし様も『新撰組』局長として、あるいは天皇家としてそんな秀影さまと和平交こう渉しようをする。終戦を宣言するの──それで、流血は最低限にできるはずよ」

　知ち恵えを振ふりしぼって、『吸血姫』はそんな未来を夢想した。

　もちろん、理想論だ。現実は、そううまくは事が運ばないだろうけど。

「倒幕派の中心は民の英えい雄ゆう──『新撰組』ってことになってるわ。そして『新撰組』の局長はあたくし様よ、最高指導者のはずよ。敵対勢力である幕府の親玉と、将軍と交渉するぐらいの権利はあるはずよ。いいえ、その権利を、立場を摑つかみとるわ」

　そのために山を登り、倒幕派の渦か中ちゆうに身を置いているのだ。

　まずはこの集団を牛ぎゆう耳じり、最高権力者となる。そして和平にむけて動く。命いのち懸がけで町を救った英雄──そんな名声がどこまで通じるかわからないが、『新撰組』の、『吸血姫』の名前が重みをもっているうちに、倒とう幕ばく派のなかで発言力を得たい。

　できるはずだ。否いな、やらなくてはいけない。そのために己おのれの身体からだには天皇家の血が流れている、『新撰組』の誠まことの文字が肩かたに光っている。

　己のすべてをかけて、未来のために『吸血姫』は奮戦する。

「当面は、倒幕派の軍事的な指揮権を得ることを目指すわ。交渉次し第だいだと思うんだけどね、こいつらが烏う合ごうの衆しゆうならじょうずに言い含ふくめれば何とかなるはずよ。軍事力を制せい御ぎよできれば、それを動かさない、という判断もできるわ。そうして倒幕派を山中に留めおいているうちに、時間を稼かせいでいるうちに、秀影さまが『蠅王』を倒たおしてくれるはずよ」

「どうかなぁ、あのひと頼たよりない感じだったしなぁ──」

『血祭』がのほほんと、わりと酷ひどいことを言った。

「言うは易やすし行うは難し、だよ。『蠅王』の端末がどこに潜ひそんでるかわからない、あたしらはいつ後ろから刺さされてもおかしくない。慎しん重ちように動かないと、また良いように利用されてあとで泣き寝ね入いりだよ？」

　そもそも、『蠅王』に一いつ杯ぱい食わされていなければ、『新撰組』の名声が倒幕の気運を高める要因のひとつにはならなかったはず。すでに一敗地にまみれているのだ──次こそうまくいく、次こそだいじょうぶ、などという保証はない。

　また、手のひらのうえで弄もてあそばれるだけかもしれない。

「倒幕派は導火線がめらめら燃えてる、ちょっとの刺し激げきで爆ばく発はつするからね。その暴力の矛ほこ先さきが姫さまに向いたら、わたしは国の未来とかどうでもいい──姫さまの身み柄がらを最優先にして、この場から離り脱だつさせる」

「まぁ、やるだけやりましょ。将軍さまも、みんなも、戦ってる。あたしらだけ吞のん気きに寝ねてるわけにもいかんでしょ。姫さまはやりたいことをやってください、あたしらが全力で補ほ佐さしますんで」

「ありがとう、あなたたち」

　双ふた子ごの心こころ遣づかいに感謝し、『吸血姫』は正面を見据える。

「だいじょうぶ、きっと何もかもうまくいくわ──なぜならあたくし様は運命に愛されたこの国の正統なる王なのだから。あなたたちも、いるしね」

　最後にぎゅっと双子の手を握にぎりしめて、己の宿命へと立ち向かう。
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　山道を、延々と登って。

　やがて正面に、厳おごそかな仏閣が見えてきた。樹じゆ齢れいの高そうな分厚く太ましい木々に取り囲まれた、えらく年季の入った建物だ。そこは倒幕派の、この山における本ほん拠きよ地ちらしい。荒あら々あらしい筆ひつ致ちで『本ほん陣じん』と書かれた立て札があり、あちこちに砲ほう台だいが並べられている。

　篝かがり火びが煌こう々こうと輝かがやき、寺社の敷しき地ち内では兵の訓練が行われているのか掛かけ声が響ひびいている。扉とびらはかたく閉とざされていて、内部の様子はわからないが。

　本陣ならば、倒幕派の指導者──すくなくとも現場指揮官ぐらいはいるはずだ。そいつに接せつ触しよくし、『新しん撰せん組ぐみ』局長の地位を明かして交渉し、立場を得る。

　それが第一歩だ。

　ここで躓つまずくわけにはいかない。

　さすがに警備が物々しく、それなりに訓練されていそうな連中が警けい邏らしている。すぐに、いかにも目立つ『吸血姫』一行は目をつけられ、荒々しく呼びとめられた。

「止まれ！」

　さぁ、ここからが本番である。

　ここまでの道行きにたむろしていた倒幕派の暴徒たちは、何気なくやりすごすことができた。ちょっかいをかけられても、双子が睨にらめば逃にげるか、かるくあしらえた。だがここから先はそうもいかない、気を引きしめる。

　緊きん迫ぱくした態度のしかつめらしい連中が、武器を手に手に集まってくる。

　すぐに取り囲まれた。

「怪あやしいやつらめ、何者だっ!?　ここから先は立ち入り禁止だ！」

　きちんと鎧よろい具足をつけた大男が、これも装そう甲こうに覆おおわれた軍馬に跨またがって威い嚇かくしてきた。手には長なが柄えの三つ叉また槍やり。時代錯さく誤ごも甚はなはだしい出いで立ちなうえ、山中で乗馬しているとむしろ不便だろうに──。

　滑こつ稽けいともいえたが、本人たちは大おお真ま面じ目めなのだろう。

　まさに戦争ごっこだ。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　双子が敬愛する主あるじに向かって馬上から、高圧的に誰何すいかされたのが気に食わないのか──殺気立つ。『血眼』が青せい竜りゆう刀とうを握る手にちからをこめ、『血祭』すらも眉まゆをひそめている。

　双子にかかれば、こんな見かけ倒だおしの鎧武者──赤子の手をひねるように倒せるだろうが。それを見み越こして、挑ちよう発はつしてきているのかもしれない。

　先に手をださせて、正当防衛、という名目で攻こう撃げきされるかもしれない。この鎧武者が『蠅王』の端たん末まつならば、交渉を仕し掛かける前につぶしにくるのも当然である。

『蠅王』の端末は他ほかのものとの見分けが難しい、見知らぬ顔のすべてが怪しく思える。疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚とらわれそうになるが、ただの一般人の可能性もあるのだ。

　ここで乱らん闘とうになるのは、うまくない。

　すでに戦せん陣じん深くまで踏ふみこんでいる。周りには武装した倒幕派がごろごろといる。先ほどは冗じよう談だんめかして皆みな殺ごろし云うん々ぬんと言っていたが、数が数だ──そう容易たやすくはなかろう。

　そもそも、喧けん嘩かをしにきたわけではないのだ。

「頭ずが高い！」

『吸血姫』が思案しているうちに、直情径行の『血眼』がもう怒ど鳴なっていた。

「このかたを誰だれと心得る！　世が世ならあんたらみたいな平民が口をきくことも憚はばかられる尊きおかただ、控ひかえおろう！」

「な、何だと……？」

　鎧武者はよく聞きとれなかったようだが、わずかに怯ひるんだ。

　厳いかめしく飾かざりたてているが、この大男もまたもともとは一般人なのかもしれなかった。

　あきらかに気け圧おされている、だがそれを振り切るように鎧武者は語気を荒あららげた。

「な、何だ──女か？　女が戦場に足を踏みいれて何とする、邪じや魔まなだけだ！　とっとと家に帰って炊すい事じでもやっておるがよいわ！」

「おうおう、女だから何だっつうんだこの野や郎ろう？　四百年の長い泰たい平へいに胡座あぐらをかいて骨の抜ぬけきった男どもよりも、女のがよっぽど頑タ健フだね！」

　完全に野や次じの飛ばしあいになっている。挑発されるとむきになるのは『血眼』の悪い癖くせだ──主を侮ぶ辱じよくされたから、いつもより熱くなるのが早いのだろうけど。

『吸血姫』は鎧武者を睨んでたじたじにしている『血眼』の服を引っぱり、三歩ぶん後ろにさげると──自ら前にでた。

　騎き馬ばにくらべて、あきらかにちいさい。

　けれど、『吸血姫』にはひとを惹ひきつける、注目される独特の雰ふん囲い気きがある。

　みんなの視線が一いつ斉せいに、彼岸花色の少女に向けられた。

「な、何だ貴様は──その髪かみの色、は？」

　鎧武者が、身を乗りだしてこちらを見てきた。月光と篝火に照らされて、寺社の周囲は昼よりなお明るい。『吸血姫』の顔も髪も、よく見えるだろう。そして『黒船』の隕石落としを命懸けで防いだ英雄は、『新撰組』局長は大衆に有名である。

「この顔を、髪の色を──まさか見忘れたとは言わせないわよ？」

　豪ごう快かいに髪をかきあげて、『吸血姫』は名乗りをあげた。

　ちいさな胸を限界まで反らして、両目を爛らん々らんと輝かせて。

「こういう言いかたは好みじゃないけど、ほんとに頭が高いわよおまえたち！　あたくし様がみんなご存知『新撰組』局長『吸血姫』さまよ！　この戦陣の指導者に会わせなさい、誰の許可を得て愉ゆ快かいに戦争ごっこやってんのか問いつめてやるんだから！」

「ば、『吸血姫』……？　まさか、でも──こんな子供が？」

　鎧武者が、何だ何だと集まってきた仲間たちと顔を見あわせる。

　手て応ごたえは、あった。

『吸血姫』は派手に、城下町をけっこう自由に歩き回っていた。有名人だったのだ。顔を見知っているものもいるだろう。それで本人確かく認にんがとれれば正しよう真しん正しよう銘めい『吸血姫』は『新撰組』局長なのだ、ある程度の横暴は通せる。

　すくなくとも、こんな見回りの下っ端ぱではなく──もっと上のものに、運がよければこの戦陣の指導者に面通しができるはずだ。あとは交渉次第で、倒幕派を押さえこめる。

　ここが、踏んばりどころだ。

『吸血姫』は決意を固めて、周囲を睥へい睨げいする。

　できるかぎり高貴に、華か美びに、おとぎ話のように。

　そのほうが──『吸血姫』を英雄視する大衆には、響くはずだった。

『吸血姫』は歌か舞ぶ伎き役者のように髪を振り乱みだして、見み得えを切った。

「ぐずぐずしないの！　あたくし様はけっこう苛いら々いらしてるのよっ、こうしてる今も歴史は猛もう烈れつに動いてるの！　今よ今っ、今が日本の夜明けなのよ！」

　言い放つと、驚おどろいて馬がのけぞり──鎧武者が落下した。

　頭を抱かかえて、怖こわ々ごわこちらを見てくる。

　もう、一押しか。

「まだるっこしいわね、あんたの対応ひとつでこの国の未来が変わるかもしれないのよっ？　あんたのせいで夜明けがこなくてもいいの？　その責任がとれるの？　あたくし様は責任がとれる！　いつだって、この国を丸ごと背負って立つ覚かく悟ごがあるわ！」

　駄だ目め押しの、決め台詞ぜりふだ。

「なぜなら、あたくし様は運命に愛されたこの国の正統なる王なのだから！」

　いつもの言葉を、いつもより堂々と口にした。

　この瞬しゆん間かんに口にするために、何度も練習をしてきたかのようだった。すべてが予行練習だったみたいだ。けれどこのとき、『吸血姫』が何度も繰くりかえしてきたその輝かしい言葉は、現実的な重みを帯びた。歴史に刻まれたのだ。

　双子が眩まぶしそうに、そんな主を眺ながめている。

『吸血姫』の大だい音おん声じようは、深い山に轟ごう々ごうと響き渡わたって──。

　それが、決定打となった。

　冗談のように、小こ芝しば居いのように鎧武者をはじめ集まっていた倒とう幕ばく派の面々が一斉にひれ伏ふし、騎き乗じようしていたものは馬から転げ落ち、みんな潮が引くように後退していく。

　倒幕派はたしかに数が多いが、ひとりひとりは昨日まではふつうに田畑を耕し、あるいは商あきないなどをしていた一いつ般ぱん人だ。

　高貴な、畏おそれ多い身分のものと接したことなどない。

　歴史の節目に立ったことのない、その他大勢だ。

　この国の未来を背負う責任感など、立場など、ない。一般人であることが、彼らの強みであり弱みでもある。ふつうの人々は歴史上の登場人物などになりたがらない、なれっこない。そういうものとは関係のない、日常で生きているからだ。

　ゆえにこそ、彼らは怯んだ。

　物語の主人公のような『吸血姫』の、雰囲気に飲まれたのだ。

　畏かしこまった。まさに、尊いものに接したとき当然そうするように。

　だが、これは危険な綱つな渡わたりだ。一いつ笑しように付される可能性もあったのだ。そうなれば打つ手がなくなってくる。緊きん張ちよう感かんに、『吸血姫』は冷や汗あせをかいていた。

　己おのれがもうちょっと背が高く、威い圧あつ的で、うつくしく成長したおとなならばよかったのだが。歴史は、それを待ってくれなかった。だが、自分自身のすべてを結集し、おおきく胸を張ってちいさな身体からだを立派に見せて、英えい雄ゆう的に振ふる舞まわなくてはならない。

『吸血姫』の、一世一代の大見得だった。

　これが、本番だった。

「しょ、少々お待ちを──いいい、今っ！　上のものを呼んでまいります！」

　鎧武者が可哀かわい想そうなぐらい震ふるえあがって、這ほう々ほうのていで尻しりもちをついたまま後ずさっていく。縋すがりつくように寺社の壁かべを叩たたき、開門させる。ゆっくりと、分厚い門が開いていく。

　未来そのもののように。
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　うまくいった。

　ほっとして、『吸血姫』は吐と息いきを漏もらした。

　賭かけだったが、『吸血姫』はそれに勝利した。己の名は、風格は、役に立った。まだここからが勝負だが、おおきな一歩を踏みだせたのだ。その実感があった。

　憎にくらしいと思うこともあった、己の立場が今こそ己の武器となった。

『新しん撰せん組ぐみ』局長という役回りが、天皇家の娘むすめという血筋が、ようやく自分のものになった気がした。身の丈たけにあったような──空くう虚きよな張りぼてではなく、自分自身になった。

　じわじわと喜びが湧わきあがってくる。

　役に立てる。

　自分にもできることがある。

　この国のため。未来のため。愛した人々のために。

　だが、達成感に身を震わせていたのも、束つかの間。

　まるで、そうしてわずかな手応えを得て『吸血姫』が気を抜く間かん隙げきを、狙ねらったかのように。悪意すら感じる時タイ機ミングで、近づいてくるものがあった。

　足音がしたのだ。ぎょっとして、『吸血姫』は振り向むいた。

　背後から、誰かが駆かけ寄ってくる。

　いいところなのに。

　邪魔をするみたいに。

　鎧武者たちを警けい戒かいし、また主の晴れ姿に惚ほれ惚ぼれとしていた双ふた子ごも──間を外されて、反応できなかった。まさに、狙いすましたようだった。

　当然、ひれ伏している倒幕派のものたちも、咄とつ嗟さには動けない。

　誰もが停止していた舞ぶ台たいに、そのものは鳴り物入りで飛びこんできた。

「『新撰組』局長──『吸血姫』さまとお見受けします！」

　それは、見覚えのない少女だった。

　とりたてて特とく徴ちようがなく、あまり印象に残らない風ふう貌ぼうだ。けれど地味ながら顔立ちは整っており、それもそのはず──『大奥』の制服を着ている。『大奥』は全国から美少女が集められた愛の巣ハーレムだ、容姿もそれなりに重要視される。

『吸血姫』も『大奥』に所属してはいたが、地下監かん獄ごくに幽ゆう閉へいされて他の生徒との交流はあまりなかった。交友関係も広くはない、『大奥』の生徒は三千人もいたため見知らぬ顔であっても仕方がないが──。

　おとなしそうな見た目に反して少女の胸むな元もとは立派で、制服の生き地じがおおきく膨ふくらみ、はちきれそうだ。毛玉のような髪かみ飾かざりで、闇やみ色の髪を結ゆっている。制服も黒地だ。見たところ武装はしておらず、両手に封ふう書しよを抱えている。

　そこまで刹せつ那なのうちに観察してから──まずい、と『吸血姫』は判断した。

　ここは倒幕派の戦陣である、そして彼らにとって幕府の関係者は不ふ俱ぐ戴たい天てんの怨おん敵てきだ──そこに、幕府と関かかわり深い『大奥』のものがきたのだ。嬲なぶり殺しにされても仕方ない。

　それに、『吸血姫』がようやく己の立場を明かし、寺社の門戸を開かせたところである。ここで『大奥』のものと会話を交かわし、あるいはその保護などをすれば、せっかく得た信しん頼らいと手応えをすべて失ってしまう。

　どうするべきか、咄嗟にわからなくて。

『吸血姫』が言葉を失っているうちに、『大奥』の少女は必死に近づいてくる。

　だがその歩みが、ぴたりと止まった。

「それ以上、近づくんじゃないっすよ」

『血眼』である。

　彼女は青せい竜りゆう刀とうを瞬しゆん時じに少女の顔面に突つきつけて、威圧している。青竜刀の刃やいばが少女のおでこを浅く傷つけ、血が零こぼれた。よい判断だ。いま『大奥』の生徒と接せつ触しよくするのはたいへんまずい、用向きは気になるが追っ払ぱらうなりしておくべきだ。

　倒幕派のものたちが、疑ぎ惑わくの目でこちらを見ている。

　やはり『新撰組』局長だの何だのは噓うそで、幕府の関係者なのか。あるいは裏で幕府と繫つながっており、悪わる巧だくみをしているのか。そんな不信感と疑いを、肌はだ身みに感じる。

　よくない流れだ。空気が、再び張りつめていく。

「武器をお収めください、とは言いませぬ！　このままで結構！」

　だが『大奥』の生徒は誰だれもが血まみれで戦いぬいてきた猛も者さだ、刃ぐらいでは怯ひるまない。まずいことに。少女は垂れてきた血を拭ぬぐうことなく、封書を差しだしてくる。

「こちらを警戒されるのは、しごく当然！　けれど、斬きり捨てるならばこの封書を見てからでも遅おそくありますまい！　火急の用件でなくては、このような場所に単独で馳はせ参じたりしませぬ──どうか！　お目通しを！」

　彼女も、決死の覚悟でこの場にきたのか。

　そうだろう。ここは倒幕派の根城である、山道にも幕府に敵対心を抱いだくものが無数にいた。容易ならざる過か酷こくな道行きを越こえて、彼女はここにきたのだ。

　何か、重要な使命を帯びているのか。

　そして少女は、こちらの無視できぬ名前をだした。

「『大奥』序列四位、『百手姫』さまからの密書です！」

「『百手姫』──って、さくらよね？」

　思わず、『吸血姫』は反応してしまった。

『百手姫』──さくらは、『吸血姫』の憧あこがれだ。英雄だ。自分の人生に希望を与あたえてくれた恩人だ、もしほんとうに彼女からの密書ならば放っておけない。

「さくらが、あたくし様に？　密書？　どういうことよ──さくらは『黒船』へと向かったはずよ、そこで何かあったの？」

「待って、姫さま。落ちついて、わたしが見てみるから」

　身を乗りだしそうになる『吸血姫』を制して、『血祭』が動いた。奪うばい去るように『大奥』の少女から密書をとりあげると、丹たん念ねんに調べる。まずは外から微び細さいに検分し、毒物や刃は物ものなどが仕込まれていないか確かく認にん。

　慎しん重ちように密書の封ふうを切ると、なかみを改めた。

「ん～、宛あて名なとかの文字なんかはたしかに『百手姫』ちゃんの筆ひつ致ちだね。地下監獄でわたし読み書きとか教えてもらったから、知ってるの。……ん？　何だろこれ？」

　封書のなかから、『血祭』が何かを拾いあげた。

　それは、一輪の花である。

　彼岸花だ。

　さくらに聞いたことがある。地下監獄から脱だつ走そうする際に、『吸血姫』は彼女に置き手紙を残した。それを幕府のものなどに見られぬよう処分するため、さくらは己の異能力で彼岸花に変えたという。

　さくらと『吸血姫』しか知らぬだろう、思い出だった。ゆえにこそ、『吸血姫』は確信を得た。この密書は、たしかにさくらからのものだ。彼岸花はその証しよう拠こだ、間ま違ちがいない──いったい、さくらは自分に何を伝えようとしてくれているのか？

　夢中で、『吸血姫』は『血祭』の手元を覗のぞきこもうとした。

　さくらが自分に伝えたいことがあるなら、知りたい。大好きだから。それは『吸血姫』の純情そのものだった、息を吸ったら吐はくぐらい当たり前の反応だった。

「──姫さま！」

『血眼』が、引きつった声をあげる。

　歴戦の武人である彼女のみが、その瞬しゆん間かんに起きた変事に対応できた。『血祭』も顔をあげたが、彼女は手紙のなかみを検あらためるのに集中しており、やや遅おくれた。

『吸血姫』にいたっては、手紙しか見ていなかった。

　だから動けたのは、『血眼』だけで──。

　彼女に不意に抱だきしめられ、地面を転がって、『吸血姫』はむしろびっくりした。何がなんだかわからなかった。困こん惑わくして、思考が真っ白になった。

「ち、『血眼』……？　どうしたのよ？」

　そこまで口にして、不意に気づいた。

『血眼』の背中に、見慣れぬ漆しつ黒こくの日本刀が突き刺ささっている。否いな、『吸血姫』を狙ったその刃を、『血眼』が身体を張って防いだのだ。主あるじを庇かばって、自ら刃を受けた。

　百ひやく戦せん錬れん磨まの『血眼』ですら、そうして我が身を投げだすことしかできなかった。日本刀を払はらいのけることも防ぎきることもできなかった。

　そのぐらい計算し尽つくされた、不意打ちだった。

　黒い日本刀は『血眼』の脇わき腹ばらから深く、その体内に潜もぐりこんでいる。外からでは柄つかの部分しか見えないぐらいに深々と、突き刺さっているのだ。刃が分厚い『血眼』の身体を貫かん通つうし、胸のあたりから抜ぬけていた。

　返り血が飛び散り、『血眼』に抱きよせられた『吸血姫』の顔を汚よごした。

「あ、え──？」

　まだ事態が理解できず、『吸血姫』は間の抜けた声をあげた。

『血眼』が刺された。自分の代わりに。どうして？　誰にやられた？　何で？　意味がわからない、涙なみだすら溢あふれてくる──当とう惑わくしたまま、顔をあげた。

「咄嗟に急所だけは避さけたかな？　いやぁ、すごいすごいすごいですねぇ……？」

　そこで、『大奥』の少女がにこやかに笑っていた。

　月光のもと、その顔は屍し体たいのように生気がなかった。

　無む邪じや気きに拍はく手しゆをし、正体不明の彼女は──。

「さすがです、やっぱり鍛きたえかたがちがうんでしょうかね？　あやかりたいもんです、いやぁ素す晴ばらしい！　わたくしなどは不意打ちも満足にできぬ未熟者でして！」

　照れくさそうに、頰ほおを染めて。

　能面のような笑えみのまま。

「あぁ、すみませんすみません──また、失敗しちゃいました。先ほどの自分の発言、すこし訂てい正せいしてもよろしいでしょうか？　伝令もまともにできずにすみません！」

　やけに卑ひ屈くつに、ぺこぺこと頭をさげながら。

　おそらく、『血眼』を刺した張本人は──返り血を、そっと指先で拭うと。

「その密書、差出人は『百手姫』さまではありませんでした。いけないいけない、そこ重要ですもんね。いやぁ、うっかりしました！」

　その肌はだが、異様に黒ずんでいく。否、制服の隙すき間まから漏もれだすように黒いものが出現し、彼女の肌を覆おおっていく。指先も、ふくらはぎも、目や鼻や口までも。髪かみの毛すらもすっぽり覆われ、顔面の部分にぎざぎざの歯並びが不気味に表示される。

「そちらは序列一位、『蠅王』さまからの密書ですな！」

　異様な見た目と成りはてた『大奥』の少女は、おおげさに両手を広げる。

「その密書も、とくに意味のない内容が書きつらねてあるだけですな。肝かん心じんなことはわたくしが伝えよと、命じられておりまして──おっと？」

『血祭』が密書を放ほうり捨て、先ほど鎧よろい武者が落馬した際に落とした三つ叉また槍やりを拾ってぶん投げた。殺意をこめて。

　いつも穏おだやかな彼女からは、想像もできぬ激げき怒どの声をあげながら。

　だが、その槍やりは黒くろ塗ぬりになった『大奥』の少女の制服のみを貫通する。なかみはすでに制服を抜け殻がらのように脱ぬぎ捨てて、跳ちよう躍やくしている。

　身代わりの術だ。現代では失われたはずの、忍しのびの技術である。

　この黒塗りの少女は、卑ひ劣れつな騙だまし討うちや諜ちよう報ほう活動などを本ほん懐かいとした忍びの末まつ裔えいなのか。

　先ほどまでは制服で隠かくれていた素す肌はだのすべてが、やはり黒い不気味な素材で覆われている。立派な胸元が窮きゆう屈くつそうだ。全身が黒いので、闇によくまぎれた。

　樹木の枝に逆さまにぶらさがり、ぎざぎざした歯並びの模様だけを輝かがやかせて──。

　魔ま物もののように、彼女は言った。

「『蠅王』さまからの伝言です。『ようお姫さま、おまえにはさんざん手こずらされたけどよぉ。今となっては良い思い出だよ──』」

　とびっきりの、悪意をこめて。

「『最後にちょっとばかし、あたしの役に立ってくれよ？』……だそうです！」

　ききき、と歯を軋きしらせるような音をたてて。

　英えい雄ゆうになれたかもしれない純情な少女を──『吸血姫』を、嘲あざ笑わらった。
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『吸血姫』は、やけにおおきな鼓こ動どうを聞いていた。

　己おのれの心臓が忙いそがしく脈打つ、音。けして逃のがれ得ぬ、己の宿命──天皇家の血が、体内を駆かけ巡めぐっている。その音に打ち消されそうな儚はかない鼓動は、いま己を抱きしめてくれている『血眼』のそれだ。ゆっくりと、その優やさしい音は薄うすれて、失われていく。

　彼女は『吸血姫』をそのおおきな身体からだで包みこむように、守るように、抱きよせてくれている。授乳じみた吸血のときに、彼女にこうして密着することも多い。だから、馴な染じんだ体温と、鼓動だった。でもそれは、急速に消え去ろうとしている。

　大事な部下、いいや姉のようだった、つまり家族のようだった彼女は──。

　その命は、鼓動を打つごとに弱々しくなっていく。

　意味がわからない──頭では理解している、けれど心が追いつかない。納なつ得とくしたくない、実感したくなかった。『血眼』が、今まさに死にゆこうとしているなど。

「あ……？」

　顔を汚した返り血を、拭うこともできずに。

　恐おそる恐る、『吸血姫』は地面に倒たおれ伏ふしたまま、己に覆いかぶさった『血眼』の身体を指先でなぞった。全身が震ふるえているのが、わかった。こんなに密着しているのに、指先はふらふらと彷徨さまよい、『血眼』に届かない。

「『血眼』？」

　寒さのためでなく歯が鳴って、うまく言葉も紡つむげない。

　つい先ほどまでは、あんなに堂々と振ふる舞まえたのに。今は、赤ん坊ぼうみたいだ。無力で、何もできない。それが嫌いやで、身じろぎして、『吸血姫』は必死に呼びかけた。

「ねぇ、大だい丈じよう夫ぶ？　刺された、の？」

　親に甘えるように、何度も呼びかけた。

　返事はなかった。

『血眼』はこちらに体重をすべて預けて、動かない。その身体が、急速に冷えていく。体温を探して指先を動かしていたら、べったりとしたものに触ふれた。怖こわ々ごわと、『吸血姫』は己の眼前に自分の手のひらをかざした。

　真っ赤な血で染まっている。

　それを見ても、まだ実感できなかった。

　現実を、認めたくなかった。

「噓うそでしょ？」

　己の顔に触れている『血眼』の頰に、そっと己のそれを擦こすりつけた。涙がいつの間にか溢れていて、それを拭ぬぐうようだった。『吸血姫』はあらゆる異能力を使いこなすが、身体能力はさほど高くはない。体格のいい『血眼』を抱だきあげて起きあがることもできない、いまはその気力もなかった。

　ただ仰あお向むけに倒れ、山の梢こずえから覗く星々に照らされたまま──悲劇の主役のように、啜すすり泣ないた。怖こわくて、嫌で、もう動けなかった。

「冗じよう談だんはやめてよ、『血眼』。あなた、岩をぶつけたってぴんぴんしてそうじゃないの──ちょっと刺されたくらいで、どうにかなっちゃうわけないわよね？」

　震え声で言ったが、知識では理解していた。人間はかんたんに死ぬ。刃物で臓ぞう腑ふをかきまぜられたら、死ぬ。当たり前だ。いかに回復力が高く頑がん健けんな新ミユ人ータ類ントといえども、例外ではない。生物として当たり前だ、内臓の損傷は死に直結している。

　とくに『血眼』たち双ふた子ごは、諸大名のもとで血統を守られていたお姫さまではない。新ミユ人ータ類ントといえど、おおくの血が混じっており、かぎりなく一いつ般ぱん人にちかい。彼女らがあまり異能力を使わないのは、血が薄まっており、さほど強力な異能力が扱あつかえないからだ。

　ゆえに彼女らは武芸を極きわめ、真っ当に生物として強くなるしかなかった。

　それでも今日まで生き延びてきた。無む双そうの豪ごう傑けつだった。異能力者と比べても見み劣おとりしない、武芸者であった。だが、それだけだ。ふつうの人間だ。不死身だの超ちよう回復だのというずるい裏うら技わざ──便利な異能力をもたない彼女らは、致ち命めい傷しようを負えば死ぬのだ。

　でも、そんな事実は糞くそ食くらえだった。信じたくなかった、納得できなかった。

『血眼』は強いのだ。

　いつでも守ってくれた。

　皇居のそばで暴れ回っていた盗とう賊ぞくだった彼女らと出会ったのは、いつごろだったか。まだ、『吸血姫』がほとんど物心もついていない、己の宿命も知らぬ時分だった。戯たわむれに幼い正義感から彼女らを退治し、屈くつ服ぷくさせ部下とした。おとぎ話みたいに。

　今から思えば、彼女らは酔すい狂きようにも子供のお遊びに付きあってくれていただけかもしれない。暇ひまつぶしだっただろう、最初のうちは。けれど付きあい、寄り添そって暮らすうちに誰だれよりも大事な仲間になった。家族になったのだ。

　己を厭いとい、将軍家に売うり払うようにして嫁よめにだし、挙げ句の果てには汚きたない庶しよ民みんの血が混じったかもしれない──なんて理由で血を抜いて始末しようとした、天皇家よりも。ほんとの家族よりも、ずっと愛していた。

　彼女らといっしょなら、自分は何だってできる気がした。

　だって、ほんとに強いのだ。『血祭』も『血眼』も、彼女らこそが英雄だった。時代が時代ならば、ほんとうにそう呼ばれていただろう。

　戦って負けたところなど、見たことがない。

　傷を負うこともほとんどない、『血眼』はいつでも豪ごう快かいな頼たのもしいお姉さんだった。彼女が死んでしまうなんて、ありえなかった。想像もしていなかった、だから『吸血姫』は震えあがった。見知らぬ町に放りこまれた幼子みたいに、ただ怯おびえた。

　ぽろぽろと零こぼれる『吸血姫』の涙が、『血眼』の頰に触れて。

　ほんのわずかに、『血眼』は目を開いた。いつもそうだった。『吸血姫』が泣いていると、困ったように、面めん倒どうくさそうに──でも、助けてくれた。

「何て顔してるんすか、姫さま」

　浅い息を吐はいて、『血眼』は夢うつつなのか、ぼんやりと語った。

　大事そうに、『吸血姫』の頭を良い子良い子、と撫なでてくれた。

「ほんとに、放っておけない子──」

　そこまでだった。

『血眼』は身体を折って、咳せきこんだ。勢いよく抱きつかれたままの『吸血姫』は圧あつ迫ぱくされて、悲鳴をあげる。『血眼』はそれをすこし申し訳なさそうに見ながら、こんなときでも主あるじを気き遣づかいながら、ぞっとするほどの血を吐いた。

　彼女の鮮せん血けつが、『吸血姫』の顔面を汚よごした。

『血眼』は、尋じん常じようではない苦しみようだった。激痛が走っているのか、脂あぶら汗あせを垂らして嘔え吐ずいている。何度も血を吐いた。おかしい。内臓を損傷しただけでも、血は吐く。でも、ふつうではない量だ。刺さされた刃やいばに毒でも塗ぬられていたのか──。

「ききき！　いやぁ、手て癖くせが悪くてすみません！」

　樹木にぶらさがったまま、悪あく魔まのような黒塗りの女が笑った。

　そんな状態でも、激げき昂こうした『血祭』の投げ放つ太い針や鎖くさりを、軽かろやかに避よけている。真っ黒な装束は闇やみによくとろけて、捉とらえにくい。ぎざぎざの歯並び模様だけが浮うかびあがって見えるので、まるで闇そのものが嘲あざ笑わらっているみたいだ。

「そのひとに刺した日本刀の先せん端たんには、『蠍さそり姫ひめ』さまの血液を仕込んでおきました。彼女は全身が髪の先から体液に至るまで猛もう毒どくでね、あらゆる物質を分解します。どんだけ鍛きたえていても無意味、身体からだ中じゆうがとろけて死にます。ご愁しゆう傷しようさまですね？」

　やたらと慇いん懃ぎん無礼な口調が、不ふ愉ゆ快かいだった。

　だが、むしろ挑ちよう発はつしているのだろうか──黒塗りの女はべらべらと喋しやべった。

「いやぁ、あまりにも毒性が強いので持ち運ぶのも大変なんですよ。何重にも覆いカバーをつけてね、時機を見計らってね、ちょうどよく覆いカバーが溶とけて消える時間を見計らったりしてね──ききき、うまくいったようで幸いです！」

　瞬しゆん間かん、『血祭』が声なき声をあげて突とつ貫かんした。手には、姉の青せい竜りゆう刀とう。いつも優しげな笑えみを浮かべている『血祭』だが、いまは完全に無表情だ。頭が怒いかりに支配されている。

　当たり前だろう、双子の姉が──片割れが、死のうとしているのだ。身体の半分をもがれたような哀かなしみだろう、いつも飄ひよう然ぜんとしていた彼女もさすがに冷静ではいられない。

　だが、そうやって逆上させるのも黒塗りの女の計算どおりだったのか。

　乱れた『血祭』の動きは読みやすいようで、その振り回まわす青竜刀が憎にくらしいほどに当たらない。ずれた斬ざん撃げきが黒塗りの女の留とどまった樹木を真横に両断する。激しい音をたてて樹木は横よこ倒だおしになり、紙かみ吹雪ふぶきのように葉っぱが飛び散る。

　翻ほん弄ろうされながらも、『血祭』は果か敢かんに攻せめた。たとえ徒労でも、暴れに暴れた。歯を嚙かみしめて、激情を振りしぼって。だが、そのすべては闇のなか手て応ごたえもなく空回りをする──無情にも、何の意味もなかった。

　刃が木々を薙なぎ倒す、不協和音が響ひびくなか。

『血眼』が、そっと『吸血姫』の頰ほおに手を添えた。

　彼女自身も、己の命が尽つきようとしていることを悟さとっているようだった。彼女は百ひやく戦せん錬れん磨まだ、何度も死線を越こえてきた。だからこそ、死を熟知していた。己があとどれだけ鼓動を打てるのか、もう理解しているようだった。

「泣かないで。あんたは、笑顔しか取り柄えがないんだから」

　お手本を見せるみたいに、『血眼』は笑った。

　いつも、仏ぶつ頂ちよう面づらをしているくせに。

　こんなときだけ。

「あんたの笑顔が、あたしたちの宝物。くだらない盗賊だったあたしたちが手にいれた、この世でいちばんのお宝」

　掠かすれた、血のあぶくのまじった声は。

　薄れて、擦り消えて、やがて。

「だから、笑ってくださいよ──あたしたちの姫さま」

　それで、終わった。

『血眼』はもう二度とくちびるを開くことは、なかった。

　まだ浅く呼吸をしているから、死んではいない。だが、意識を失っている。放っておけば、もう数分ももたないだろう。彼女は死ぬ。『血眼』は、死ぬ。

　それなのに、何もできない。

「『血眼』？」

『吸血姫』は、弱々しく呼びかける。

「『血眼』……？」

　泣くなと言われたのに。笑えない、泣くことしかできない。

　実際、泣いている場合ではない──次々と、暗くら闇やみの奥、茂しげみの向こうから出現するものたちがいる。闇からにじみでるように、それらは一いつ斉せいに押し寄せてきた。

　大量の、『大奥』の制服をまとった少女たちだ。手に手に刀や槍やりを握にぎりしめ、鬨ときの声をあげて突つっこんでくる。見ると、それらの少女はすべて顔面や腕うでなどを革帯ベルトでぐるぐる巻にしている。

『百手姫』──さくらと同じ革帯ベルトだ。どういうことだろう？　理解できない！

　何もかも、もうわからない。

　見る間に『大奥』の制服姿の少女たちは、先ほど開きかけていた寺社──倒とう幕ばく派の本ほん陣じんの門を蹴けり開けて、突とつ入にゆうしていく。血ち飛沫しぶきと悲鳴があがっていく。どう見ても襲しゆう撃げきだ。『大奥』のものたちが倒幕派に夜や襲しゆうをかけたのだ。

　血の雨が、降った。

『吸血姫』は、理解する。まんまと、また利用されたのだ。構図的には、『吸血姫』が寺社の門を開けさせ、そこに『大奥』の生徒が突入したというもの──つまり、『吸血姫』が『大奥』のものの手引きをした、ように見えるのだ。

　倒幕派の本ほん拠きよ地に、敵である『大奥』のものを招きいれた。

　実際はちがうのに、傍はたから見ればそうなのだ。摑つかみかけていた信用を、すべて失う結果だった。やはり『吸血姫』は『大奥』の味方をしている、裏切りものだ。あるいは、『吸血姫』の名を騙かたる不届きものが、茶番劇を繰くりひろげただけ。

　どう解かい釈しやくされようとも、この場にいる『吸血姫』が倒幕派への敵対行動をとった、と捉えられるのは間ま違ちがいない。先ほどの一世一代の大おお見み得えも、物語の主人公のような輝かがやきも、すべてが汚お物ぶつにまみれた。

　利用され、引っくりかえされ、肥こえ溜だめに叩たたき落とされた。

　寺社のなかでは、悲鳴と、血が飛び散り骨が砕くだけ肉が断たち割られる異音が、響いている。突入した『大奥』の生徒は多くはない、せいぜい十数人だ。倒幕派を全ぜん滅めつさせるには足りないだろう、そのうち全滅する。

　だが、『大奥』のものが倒幕派の本陣を襲撃した、という事実は残る。ただでさえ一いつ触しよく即そく発はつだった倒幕派は、怒り心しん頭とうで大おお阪さか城に攻めこむだろう。仲間の仇あだ討うちだ、やられたらやりかえせ、と熱ねつ狂きように支配され──。

　そして、『吸血姫』にはそれを止めるすべはもうない。

　信用を失い、頼たよれる仲間のひとりを失いつつある、無力な泣きべそ顔の少女ひとりではもう覆くつがえせない。言葉はきっと届かない。希望は、ない。

　先ほどまでひれ伏ふしていた鎧よろい武者たちが、こちらに罵ば声せいを浴びせている。噓うそつき。裏切りもの。卑ひ劣れつ。卑ひ怯きよう。詐さ欺ぎ師し。憎たらしい小こ娘むすめと──。

　ちがう。

『吸血姫』は、弱々しく首をふった。

　こんなはずじゃなかった。血で血を洗う戦争を回かい避ひするために、ひとりでも犠ぎ牲せいを減らすために、血が流れることのないように──ここにきたはずだった。言葉を尽くした、必死で。できるかぎり、がんばったのに。

　どうして、こんなに血と罵声にまみれているのだろうか。

　何がいけなかったのだろう。

　自分はただ、平和な未来を──。

「『血眼』、どうすればいいの？」

　頼れる部下に、もう冷たくなろうとしている『血眼』に、問うた。

　泣きじゃくりながら、縋すがった。

「教えてよ、どうすればいいの──ねぇ、『血眼』？」

　返事はない。

　そうしている間にも、寺社では殺さつ伐ばつとした闘とう争そうがつづいている。騒そう乱らんは膨ふくれあがり、やがては山々を、そして大阪城を、挙げ句はこの国のすべてを飲みこむだろう。あとは地じ獄ごく絵図だ。想像もしたくない血の海だ。死し屍し累るい々るいだ。

　どれだけ洗せん濯たくしても拭ぬぐえない汚れが、この国の未来を埋うめ尽くす。

　そんなのを見たくなかったから、今日まで胸を張ってがんばってきたのに。すこしでも、何かができると信じていたのに。平和のために愛のために、希望のために。

　でも──。

　けっきょく何もできずに、こんなところで放心している。

　心が折れた。

『吸血姫』は、項うな垂だれるしかなかった。

　意い気く地じがなくなった。そうなると、指先すらも動かせなかった。

　親に捨てられるようにして『大奥』にいれられ、血を抜ぬかれ殺されかけて。家族はもはや信じられず、命いのち懸がけで戦っても報むくわれずに。恋こいにも破れ、仲間は死にゆこうとしていて、自分の声はもうどこにも届かない。

　暗闇の底で、蹲うずくまっているしかないではないか。

「………？」

　けれど、すべてを諦あきらめようとした瞬間である。

　奇き跡せきのように、空が煌こう々こうと照った。

　反射的に、導かれるように『吸血姫』は顔をあげた。そっと夜天を振ふり仰あおぐ。

　そこに、光の筋があった。帚ほうき星ぼし、だろうか。それは一直線に、大阪城へと向かっている。

　光のつぶをいっぱいまきちらしながら、迷いなく闇を切り裂さいていく。

　願い星のように。

『吸血姫』は、本能的に理解した。全身が、震ふるえていた。第六感が、察している──あの『大奥』の地下監かん獄ごくで項垂れて、毎日泣いていたころ。己おのれの無力さに、途と方ほうに暮れていたころ。そんな自分に勇気を、希望を与あたえてくれたひとがいる。

　苦しみを痛みを刃にして、愛のために戦っていた──。

『吸血姫』の、英えい雄ゆう。

「さくら？」

　思わず、その名を口にしていた。神こう々ごうしい輝きが、血まみれの世界を照らしていく。

　こんな悪夢のような光景をただ黙だまって見ている『吸血姫』を、叱しかるように。励はげますように。支え、導くように。

「さくらなの……？」

　それが何だったのかは、『吸血姫』にはわからなかった。

　光はすぐに山のうえを通りすぎて、遠ざかって見えなくなる。やはり大阪城のあたりを目指していたようだが、山の木々で上方はほとんど塞ふさがれていて確かく認にんできなかった。

　でも、じゅうぶんだった。

　ほんのわずかでも、輝きを与えてくれた。

　さくらのことを、思いださせてくれた。

　彼女への思し慕ぼが、憧あこがれが──愛が、『吸血姫』を賦ふ活かつさせた。急に身体からだ中じゆうを血が巡めぐったかのようだった。ふつふつと感情がわいてくる。生きていく原動力が。

　そうだ。

　何をうじうじと、泣きじゃくっているのだ。

　さくらは両手両足をもがれ、故郷を焼かれ、愛いとしいひとと離はなればなれになってもなお──挫くじけずに、立ち向かった。己の運命に対たい峙じし、前へ前へと進んでいった。

　自分には、手足がある。まだ、生きている。ならば、不可能なんてない。

『吸血姫』は『血眼』を全身で抱だきあげて、立った。ふらついたが、何とか踏ふん張った。

　ここが自分の戦場だ。倒たおれて動けなくなったものは、戦場では死ぬだけだ。生きなくては。戦わなくては、己自身の運命と。

　頭も働いてくる。己の身体からだに宿った無数の異能力を用いれば、『血眼』は助けられるかもしれない。治ち癒ゆのちからもあるのだ。黒くろ塗ぬりの女が口にした『蠍姫』の毒とやらがどれだけ凶きよう悪あくな代しろ物ものかはわからないが──きっと不可能を可能にする、奇跡を起こしてみせる。絶対に死なせはしない。

『血眼』も『血祭』もみんなみんな、救ってみせる。

　世界のすべてを背負えるなどと豪ごう語ごして、いまは『血眼』ひとりを抱だきかかえているので精せい一いつ杯ぱいだ。けれど、きっといつか──理想を体現し、自分はそうなろう。物語の主人公のように、何度だって奇跡を起こしてみせよう。

「さくら！」

　もはや輝きの名残なごりすらも残さぬ夜空に、今さら宣言した。

　星に、願いをかける。遠く、どこかでいまも戦っているだろう憧れの英雄に──さくらに、誓ちかった。誇ほこりにかけて。魂たましいをこめて。

「負けないわ！　このぐらいで、負けたりなんかしないわ！　あなたはきっと勝つでしょう、どんな戦場でも！　あたくし様も、あなたのように勝ってみせるわ！」

　涙なみだの名残を零こぼしながら、けれど『吸血姫』は必死に笑った。

　声を振りしぼり、気合をいれて、すべてが壊こわれていくような現状に抗あらがった。

「きっとすべてがうまくいくわ！　なぜなら、誰だれもが愛と幸せのために生きているのだから！　あたくし様の理想は、望みは、きっといつか現実になるわ！　その日まで、もう二度と泣かない！　笑え顔がおで勝ち誇るわ、何があっても絶対に！」

　理想と純情を、夜空に解き放って。

『吸血姫』は、前を見た。胸を張って──あまりにも無む慈じ悲ひな現実を、直視した。

　己の宿命に、敢かん然ぜんと立ち向かった。
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　終幕
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　さくらは、化け粧しようを施ほどこされていた。

『大奥』で、死し闘とうの前にいつも姉貴分たちにそうされていたように。『大奥』では、殺しあいを観賞する出スポ資ン者サー──諸大名や富ふ豪ごうたちの見み世せ物ものとしての意味あいもある戦いばかりだった。だから、己を飾かざるのはせめて無様な死に顔を晒さらさないための儀ぎ礼れいだった。

　武具ときれいな衣装に身を包み、戦いくさ化粧を施せば、そのときの気分が戻もどってくる。

　闘とう志しが湧わきあがってくる。

　己は『大奥』の地じ獄ごくを生き抜いた、序列四位『百手むかで姫ひめ』だ。

　負ければ死ぬ。みじめに死ぬ。何も得られずに──いつも、そんな戦いばかりだった。

　けれど目的があった、未来に希望もあった。だから立ち向かった、いつだって。

　困難に打ち勝つため、生き延びるために──前へ進むために、今日も戦場へと赴おもむこう。

　先の見えない闇やみ夜よとて、きっと昇のぼらぬ朝あさ陽ひはない。痛みを苦しみを刃やいばにして、愛のために戦いぬこう。

　決意を固め、遊覧船での短い休息でやや弛し緩かんした心構えを引きしめる。

　そうしている間に、お色直しは終わった。

「うん」

　慣れた手つきでさくらの髪かみを整え、また化粧を施してくれていた『銀ぎん狼ろう』が──満足そうに、微笑ほほえんだ。

「きれい　に　なった」

　誇らしげに。

　彼女の敬愛する母──『金きん獅じ子し』の遺い髪はつでつくられたという鉢はち巻まきを、きちんと締しめてくれる。誰よりも輝かがやいていた、『大奥』の太陽だった彼女が、その遺志が、きっとさくらを守ってくれる。

『銀狼』はちょっと前まえ髪がみのあたりが気にいらないのか、ちまちまと触さわってくる。

「『みずち』ほど　に　は　うまく　できぬ」

「いえ、じゅうぶんですよ──ありがとう姐ねえさん」

　不器用な『銀狼』はすこし己の仕事に不満そうだったが、彼女がかざした手鏡にうつった己は、それなりに見られたものであった。見み栄ばえよりも、こうしてまた偉い大だいな姉貴分に装いを整えてもらえただけで、感無量である。

　これで、誰にも負けない。

　勇気が溢あふれてくる。

「むり　は　するなよ」

　最後に頭をやや乱暴に撫なでてくれて、せっかく整えた髪かみ型がたをわりと台無しにしながら──『銀狼』は、はにかんだ。彼女もまた見慣れた着流し姿だ、やはり水着で戦うというわけにもいかない。

　先ほどのお返しに乱れがちな『銀狼』の衣服を直してあげながら、さくらは微笑む。

「ここで無理をしなくて、いつしますか。無理を通せば道理も引っこみましょう、ここが意地の見せどころですよ」

　ちょっとやせ我が慢まんをして言うと、『銀狼』は嬉うれしそうに髪の房ふさを揺ゆらした。

「なかなか　いうよう　に　なったな」

　えへへ、と頭を撫でてもらってご満まん悦えつのさくらである。
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　ともあれ──。

　休息は終わった。着き替がえて、心を入れ替えて臨のぞまなくては。

　戦装束を整えて、戦化粧をほどこしていざ決戦である。

　懐なつかしい儀礼を終えて、『大奥』で殺しあいをしていたころの己を取り戻せたが。時代は、変わった。戦う意味も、ずいぶん異なっている。すでに命を落としたものは多く、己もまた疲つかれきり万ばん全ぜんな状態ではない。

　別行動をしている秀ひで影かげや『吸ばん血ぱい姫あ』たち、『大奥』に居残っているはずの『蛍ほたる』などとも連れん絡らくがつかない。不安になる。彼女らもまた奇跡を起こさなければ乗りこえられぬような、過か酷こくな戦場に身を置いているはずだ。

　みんな、無事だといいけれど。

　傷つき倒たおれ、命を落としたものもいるかもしれない。

　それを思うと身を切られるほどに歯がゆいが、いまはとにかく戦場に急行し──すこしでも、大事なひとたちの支えにならなくては。

　すべてを救えるとは思えない、けれど自分の手足の届く範はん囲いぐらいは。

　渦うず巻まく悪意を断たち切り、陰いん謀ぼうを叩たたきつぶして、幸せな未来に進むために。

　先行き不明な過酷な戦いに、身を投じなくてはならない。

　きれいに見た目を整えて。

　せめて花はな咲さくような笑顔で、死地に挑いどもう。

　優ゆう雅がに立ちあがり、さくらは慎しん重ちように柔じゆう軟なん運動をする。すでにいちど取り外していた『強化義ぎ肢し』は接続しているが、革帯ベルトで固定をしていないのでやや抜ぬけかけた歯のようにぐらぐらする。

「ちょうし　は　どうだ？」

　最後の腹ごしらえのつもりか、どこで手にいれたのかどおなつなどを囓かじりながら『銀狼』が問うてきた。さくらは愛らしい己おのれの師し匠しようの頰ほおについた食べかすを、指先でつまんで取ってあげる。

「悪くはないですね、ある程度は動けるでしょう」

　実際、それなりに休めたおかげで気力は充じゆう実じつしている。

　短時間ならば、戦せん闘とうには耐たえられるだろう。だが、どれだけもつだろうか。

　胴どう体たいと義肢の接続する位置をよく揉もんで、馴な染じませてからさくらは革帯ベルトを取りだして己の両手両足を緊きん縛ばくする。革帯ベルトには裏にびっしりと細かい針が生えており、それが皮ひ膚ふに食いこむことで固定される。また、神経などを活性化させる。

　痛みはあるが、これもまた慣れた感覚である。

『強化義肢』は特とく殊しゆな技術でつくられた代しろ物ものだ、その専門家でなければちゃんとした修復はできない。『強化義肢』を考案した『水蛇みずち』亡なきあと、その技術と知識を受け継ついだ『阿あ呆ほう鳥どり』と合流しなければ、万全な状態には戻せないだろう。

　当面は、『大奥』に先行した『阿呆鳥』との合流を目指すべきだろう。こんな状態では強者と当たれば抵てい抗こうもできず殺される。

『阿呆鳥』はその異能力で血液を固めた刀もこしらえられるし、『黒船』で刀をすべて失ってしまったさくらは、まず彼女にもろもろ仕立ててもらわなければ戦うのは困難だ。

　ちなみに革帯ベルトや『大奥』の制服などは、『黒船』との決戦でぼろぼろになっていたが──『一ゆに本こ角おん』が修復してくれたようである。

『大奥』では花はな嫁よめ修しゆ業ぎようのような授業が多いため、裁さい縫ほうなども学べるのだ。『大奥』での生活が長かった『一本角』はそれらに秀ひいでていた。そういえば以前──画像を送ってくれた『銀狼』の着ぐるみも、彼女の自作だとか。

　肉体も装いも、あの頼たよれる『大奥』の先達がきちんと戦闘に耐えうるぐらい修復し、整えてくれた。彼女には、どれだけ感謝しても足りない。

「まもなく　とうちゃく　で　ござる」

『銀狼』が腕うで組ぐみし凛り々りしく姿勢を正す横で、さくらも頷うなずいた。

「ええ。決戦の地です──これで終わりにしましょう、血と涙が流れるだけの哀かなしい時代を。この国に平和と、愛を取り戻しましょう」

　うむ、と頷く『銀狼』の見み据すえる先──。

『黒船』遊覧船『紫あめ水じ晶すと』の進行方向に、大おお阪さか城が見えてくる。『紫水晶』は名前のとおりに紫色をした半はん透とう明めいの船体なので、全方位、景色が見えるのだった。前方には、どこまでも華か美びなこの国の中心、大阪城。その内部に抱かかえられた『大奥』が、決戦の地となる。

　ついに帰ってきた。

　ずいぶん長く離はなれていたようにも思えるが、考えてみればさほど月日が流れたわけでもないのだ。その間に、どれだけ状じよう況きようは、時代は揺れ動うごいたことか。動乱を抱えたこの国の未来は、まだ誰だれにもわからない。

　ちなみに──ここは『紫水晶』の操そう舵だ室である。やはり壁かべや天てん井じようや床ゆかは半透明だが、動力部や機関部は目に見えるため、骨格標本のようだ。その機関部と直結したやや高い位置に玉座のような操縦席があり、そこに『黒船』提てい督とく『デンキ』が腰こしかけている。

　相変わらずお人形のような無表情で、喪も服ふくじみた黒こく衣いに身を包み、檸檬レモン色の艶つややかな頭にはちょこんと王おう冠かんを載のせている。その王冠はいくつもの配線で機関部と繫つながっており、彼女の意思によって『紫水晶』は動いている。

　えへんと胸を張って腰かけていた彼女は、こちらに虚うつろな視線を向けてきた。

「準備が終わったなら、突とつ入にゆうするぞ──大阪城の周囲は山や町が犇ひしめいていて着陸する場所を選ぶのが困難だ、やや乱暴な運転になると思うので気をつけるがいい」

　わりと親切に警告してくれながら、『デンキ』は瞑めい目もくして操舵に集中する。

　機関部は海上を移動中に海水を循じゆん環かんさせることで膨ぼう大だいな動力を得ており、それによって『紫水晶』は軽々と空を飛んでいる。巨きよ大だい質量が、不自然に浮うかんでいるのだ。

　異国の超ちよう科学力には感心するしかないが、真っ当に陸路を行くには大阪城は守りに長たけた立地が選ばれている──なかなか大変なので、空路から侵しん入にゆうできるのは助かる。

　船内を循環していた海水は動力を生じさせた後は放出されるので、半透明な床ゆか越ごしに垂れ流される飛沫しぶきが見えた。それらは電力を帯び、また月明かりや星の輝きを反射して目ま映ばゆく光っている。おそらく『紫水晶』を外から見れば、まるで光の尾おを引きながら空を飛ひ翔しようする帚ほうき星ぼしのようだろう。

　目立つような気がするが、あの抜け目のない『蠅べるぜ王ぶる』のことだ──こちらの接近はもとより把は握あくしているだろう。奇き襲しゆうなど無理だというなら、せいぜい威い嚇かくと、景気づけのためにぎらぎらと輝きながら突入するのもよいではないか。

　何だか楽しくなってきて、浮き浮きするさくらを──『デンキ』は呆あきれたように見た。

「ともあれ、無事に大阪城までは送り届けよう。『黒船』提督の誇ほこりにかけて。その後も、われらのことは好きに扱あつかってくれて構わない」

　従順に、かつての敵対者の頭目は請うけあった。

「だが、戦力的にはあまり期待しないでほしい──と言っておくぞ。われらも敗戦の直後で消しよう耗もうしている。兵力が足らん、もとより戦闘的なことは『モモ』に任せておったしな。われらは不慣れだ。『才サイ古コ銃ガン』も『黒曜石』とともに沈しずんだものが多く、ほとんど残ってはいない。支し援えんぐらいはできるが、な」

　淡たん々たんと語る彼女の横には、いまだ治ち療りよう中で包帯だらけの優やさ男おとこが立っている。『黒船』の大幹部、『ピカドール』である。彼は身体からだのほとんどを損傷し失う、という本来ならば生存が難しいほどの大おお怪け我がを負っている。

　戦列に加わるのは無理だろう、生きていただけで奇き跡せきなのだ。

『デンキ』自身も、本人の戦闘力はさほどではない。『才サイ古コ銃ガン』もほとんど残っていないのであれば、ほぼ無力な幼児だ。もとより、これは自分たちの戦いである。『黒船』勢力にあまり頼りすぎてもいけない、ここまで運んでくれただけで感謝しなくては。

　気になるのは、立場が定まらない──ひとりの人物である。

　元『大奥』序列二位、『赫あか竜とんぼ』だ。

　彼女はまるで『デンキ』を守るように、玉座のかたちをした操縦席の背もたれに身体を預け、胡座あぐらをかいていた。『デンキ』と背中あわせの格好である。どうも『デンキ』がしっかりと『赫竜』の腕うでを摑つかんでいる、親に甘える幼児のように。

　ずいぶん懐かれているものだ。ちょっと意外である。

『赫竜』もべつに『デンキ』を振ふり払はらうことなく、『ピカドール』に軽口を叩かれたのか彼を蹴けりつけたりしながら、視線に気づいてこちらを見た。

「何？」

　喧けん嘩か腰ごしで問われたので、さくらは苦にが笑わらいしながら。

「『赫竜』、あなたはどうするのですか？」

「ドウシテホシイノヨ、昨日ノ敵ハ今日ノ友──ッテ一いつ緒しよニ戦ッテホシイノ？　冗じよう談だんジャナイワ、反へ吐どガデルワヨ。ソレハマァ、オ互たがイサマダト思ウケドネ？」

　嚙かみつくように言うと、『赫竜』は尖とがり帽ぼう子しのつばを己の顔に押しつけた。彼女もまた、見慣れた水着姿に外がい套とうを羽織った、魔ま女じよのごとき出いで立ちだ。

『大奥』にいたころのように、太ふと股ももに拳けん銃じゆうまで吊つるしている臨戦態勢である。不思議な形状の拳銃だし──『才サイ古コ銃ガン』なのだろうか、どうも仲良しらしい『デンキ』に借りたのだろうか。

　いちおう武装はしているし、彼女には戦闘にくわわる意志があるのか。

「チョット気ニナルコトガ、アルノヨネ。モシカシタラ姉様ヤ、姐ねえサンガ言ッテタノハ──マァ、セイゼイ背中ニ気ヲツケルコトネ？」

　姐さん、という単語がすこし気になったが。

　さくらは警けい戒かいしつつも、頷いた。

「あなたのような暴れ馬を御ぎよせるとは思ってませんよ、邪じや魔まだけはしないでくださいね。いいえ、せめてあなたが敵対しないことを祈いのりましょう」

「ソレハ、チビクロ──黒くろ姫ひめシダイネ、実際」

『赫竜』は、豊とよ臣とみ黒姫を大阪城に送り届けるのが当面の目的、と語っていた。

　大阪城から離れ、『赫竜』と黒姫はしばらく共同生活を送っていたらしい。その間に、絆きずなのようなものが芽生えたのか。黒姫の名前をだす『赫竜』は──ちょっと意外なぐらいに、優やさしげな表情をしていた。

　彼女がそのまま穏おだやかな雰ふん囲い気きを保って、『大奥』時代の魔ま獣じゆうのごとき形相に戻もどらぬことを祈った。実際、『蠅王』と相対するだけでもきついのに『赫竜』の相手などしていられない。

『黒船』では成りゆきから共きよう闘とうしたが、期待するのもどうだろうか。基本的には、互たがいに怨おん敵てきなのだ。せめて、今回の騒そう動どうが終わるまでは休戦していられたらいいけれど。

　そこまで考えて、さくらはふと気づいた。

「そういえば、その黒姫さまはどこにいらっしゃるのでしょうか──べつに知らぬ仲でもなし、ご挨あい拶さつをしたいのですが。わたしが目覚めてから、いちどもお姿を見ませんね」

「『ゆにこおん』　も　いないな」

『銀狼』がどおなつをぺろりと平らげてから、思いだしたように言った。

「けっせん　まえ　に　さくせん　かいぎ　を　しておきたいけど」

「そうですね、ばらばらに行動しても仕方ありませんから──事前に、ある程度は今後の流れを話しあっておくべきだと思います」

　無策で突つっこむのは、用よう意い周しゆう到とうな『蠅王』に対しては危険すぎる。全ぜん裸らで嵐あらしに突入するようなものだ、血まみれになって死ぬだけだ。

　無論、ここまでの航路のなかである程度は話しあいをしていたが。

　事前にあらためて、意見の統一と再さい確かく認にんのために作戦会議をしておくべきだ。

　頷いて、さくらは授業中のように手を挙げてから発言した。

「わたし、ちょっと捜さがしてきましょうか？　『強化義肢』を馴染ませるために、すこし歩いておきたいですし──」

「うむ　たのむ」

　ぐっ、と親指を立てて『銀狼』がてきとうに命じてくれた。

「そのふたりのものらしい熱源は、甲かん板ぱんの上だぞ」

　話を聞いていたらしい『デンキ』が、教えてくれた。

「なぜそんな場所にいるかは知らんが──着陸時はかなり揺ゆれる、甲板のうえにいたら振り落とされるかもしれぬ。この操舵室まで案内してきてやってくれ、『百手姫』どの」

　それだけ指示すると、『デンキ』は感かん慨がい深そうに語った。

「大阪城は──黒姫の、故郷なのだろう。帰れる場所があるというのは、いいものだ。手前で船から落ちて帰れない、なんてのは間ま抜ぬけすぎるぞ」

　そしてまた、操舵に集中する。

　彼女は永遠に、祖国へと帰れない。すこし、黒姫が羨うらやましいのだろう。

　その心情を慮おもんぱかって、切なくなりながらも──さくらは頷いて踵きびすをかえした。

　操舵室をでて、廊ろう下かを歩く。ここも半透明だ、空を歩いているみたいで変な感じである。

　すぐに甲板にでるための梯はし子ごを見つけたので、そこを登った。

　重たい蓋ふたを開いて、甲板にでる。順調に『強化義ぎ肢し』は動いている、これなら大阪城に到とう着ちやくするまでにだいぶ馴な染じんでいるだろう。

『紫水晶』はそれなりの速度で航行中だ、甲板にでると猛もう風ふうが吹ふきつけてくる。せっかく整えてもらった髪かみが乱れて、さくらは慌あわてて手のひらで頭を押さえた。

　何とか身を乗りだし、立った。

　激しく揺れるので、姿勢を維い持じするのも一苦労だ。

　やはり『紫水晶』は名前のとおりに巨大な宝石のようで、翼つばさもなく、実じつ際さいどうやって浮かんで飛んでいるのか不明だ。考えないことにしつつ、さくらは周囲を見回した。

　かなりの高度だ、地上は遠く──よく見えない。闇やみ夜よでもある、視界は不ふ明めい瞭りようだ。夜なお明るい八百八町の夜景が、もうひとつの星空のように輝かがやいている。豪ごう華か絢けん爛らんな大阪城は、月光などに照らされているのみで、すこしだけおとなしめに見えた。

　静かな夜だ。

　けれど、確実に波乱は渦うず巻まいている。

　闇やみのなかで、血と涙なみだが垂れ流され、悪意が蠢うごめいている。

　さくらは寒気をおぼえて、ごくりと生なま唾つばを吞のんだ。

「『百手姫』さん」

　不意に、呼びかけられる。

　振り向むくと、『一本角』がこちらに向かって歩いてくるところだった。

　彼女は甲板などで何をしていたのやら──神秘的な、死に装束のような和服で悠ゆう然ぜんと闊かつ歩ぽしてくる。その表情はいつもどおり、柔にゆう和わで穏やかだった。

　さくらは暴れる髪に視界を塞ふさがれながら、『一本角』を見る。

「『一本角』さま、こんなところで何をなさっていたのですか？」

「はあ、わたくしがどうというより──この子が、ね」

　見ると、『一本角』は両手で黒姫を抱だきあげている。

　艶つややかな黒い髪はほどかれており、風のなか踊おどっている。両手を縫ぬいとめた独特の振り袖そで。眠ねむっている様子は無む邪じや気きで、「あにじゃうえ～♪」などと言いながら『一本角』の胸むな元もとに頰ほおずりなどしている。

「黒姫さま」

　さくらは驚おどろいて、目を丸くした。

　思ったよりも元気そうな様子なので、ほっとする。彼女は『黒船』に拉ら致ちされる際に猛もう毒どくを司つかさどる『才サイ古コ銃ガン』によって熱病のような症しよう状じようを患わずらい、衰すい弱じやくしていたと聞く。だが、もはやその毒は抜ぬけきったのか──ふつうに眠っているだけ、に見えた。

　よしよし、と赤ん坊ぼうをあやすように『一本角』が黒姫を抱き直して。

　はんなりと溜ため息いきをついた。

「この子のこと、諸事情あってすこし気になって見ていたのですが──何やら甲板に登って怪あやしげな動きをしていましたのでね、追いかけてきたのです。けれど、わたくしを見たら不意にぱたっと倒たおれてしまいまして、よくわかりません」

　困ったように、『一本角』は純白の眉まゆをひそめた。

「気になっていた、と言いますと？」

　さくらが問うと、『一本角』はすこし言い淀よどんだ。

　迷うようなそぶりを見せてから、懺ざん悔げするように重々しく語った。

「わたくしの杞き憂ゆうならば、よいのですけど」

　黒姫を恐おそろしいものでも見るように眺めながら、『一本角』は吐と息いきを漏もらす。

「この子のなかには、どうも『絲あら妃くね』がいるような気がするのです」

「それは──」

　どういう意味だろうか。

　さくらは戸と惑まどって、まじまじと黒姫を観察した。

『絲妃』。それは現代の『大奥』で生きるものにとって、無視できぬ名前だ。あらゆる悪徳を振りまき『大奥』をこの世の地じ獄ごくにした張本人──暴君、毒婦、無数の悲鳴と血を浴びるようにして生きていた、あの女。

　だが、『絲妃』は死んだのだ。

　自分たちが死し闘とうの果てに、倒したのだ。

「黒姫さまと『絲妃』は親子──なのでしょう、そういう意味でしょうか？」

「いえ、わたくしの考えすぎでしょう。すみません、忘れてくださいまし」

『一本角』は『絲妃』に脅きよう迫はくされ、また脳神経を弄いじられるなどして無理やり配下にくわえられた過去がある。敬愛する『金獅子』を裏切らされて、さらには苦痛と死に追いやったあの女を、今でも憎にくんでいるだろうし、怯おびえてもいるだろう。

『絲妃』への恐きよう怖ふは、嫌けん悪おは強い。

　だからこそ、『絲妃』に関連するものには過か剰じよう反応してしまう──という、ことなのだろうか。どうも、『一本角』自身にも己おのれの不安の正体を見み極きわめられぬようだった。

　心配になって、さくらがじっと見ると──『一本角』ははにかんだ。

「そんな顔を、しないでくださいまし。たとえ、この子のなかに『絲妃』が巣食っていようとも──『絲妃』もまた、『大奥』の女でした。『金獅子』さまが、かつて友と呼んだひとでした。きっと『金獅子』さまの理想を穢けがすようなことだけはしないと、そう期待したいです」

　己に、必死に言い聞かせるように。

「わたくしたちは何度も裏切られ、むしりとられてきました」

『大奥』の偉い大だいなる先達は、遠い目をして語った。

「けれど、それでも『金獅子』さまは何度だって他人を信じ、愛して、光り輝いておられました。そんな『金獅子』さまが愛したこの国に、いいえ人間という生き物には、悪意だけが詰つめこまれているのではないと──わたくしは、信じたいです」

　祈るように言うと、「参りましょう」と『一本角』はまだ『強化義肢』が馴染まぬこちらを気き遣づかったのか、そっと寄り添そってくれた。

　彼女の体温を感じながら、さくらは間近から黒姫を眺ながめる。

　この国のお姫さまは、すやすやと──未来に何の不安もないみたいに、眠っている。

　彼女が目覚めたとき、考えたくもない醜しゆう悪あくな出来事が待っているのかもしれない。嫌いやな胸むな騒さわぎが、あった。こちらの積み重ねた希望のすべてを、消し去るような邪じや悪あくがちいさな黒姫のなかに渦巻いているようだった。

　災わざわいの芽は早めに絶っておく、べきなのかもしれない。でも、この子は秀ひで影かげの妹だ。可愛かわいらしいお姫さまだ。罪もない、この国の未来を支えるちいさな子供だ。

　尊いその生命を、拭い去ることはできない。

　たとえ後こう悔かいしても、構わない。
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　顔をあげた。

　時代の移り変わりそのものを表現するような暴風が、轟ごう音おんとともに吹き荒あれている。雲が流され、空は噓うそみたいに晴れ渡わたっている。山の向こうを、うっすらと朝あさ陽ひが照らしていく。血に染まっているようにも、明るい未来を示しているようにも見えた。

「夜明けは、間近──」

　さくらは囁ささやくと、輝きを増していく朝陽のなかで前を見み据すえた。

　向かう先には『大奥』がある。





劇終　　









　あとがき




　こんにちは。日あ日き日らです。

　愛と陰いん謀ぼうの血まみれ歴史大河物語ドラマ『大奥のサクラ　現代大奥女学院まるろくっ！』をお届けいたします。

　だいぶゆったりしたペースで作劇させてもらっておりますが、その間にも巨きよ大だいなエンターテインメント組織たる株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡが誕生したり、スニーカー文庫の形フオー態マツトが変化したり、コミカライズ版が連れん載さい開始したりもう単行本がでたりと目まぐるしく状じよう況きようが揺ゆれ動いておりました。激動の時代です、作品も現実も。

　ともあれ今回は『大奥』『黒船』『新しん撰せん組ぐみ』の三つ巴どもえが一区切りついた後の新展開で、全国各地に散っていたものたちが決戦の地たる『大奥』へと舞まい戻もどっていく流れとなります。その途と上じようで倒たおれるものも多く、将しよう棋ぎの盤ばん上じようとして見ると良いように誘ゆう導どうされて各個撃げき破はされてもう詰つんでる状態なのですが、ここから大逆転はできるのか。たぶん将棋のルールに従っていては勝てないので、裏技を使う必要があるのですけど。




　以下、謝辞です。

　明るく前向きな愛のひとたる新担当の今井さん、愛の鞭むちのひとたる旧担当の山口さん、この両担当さんによって『大奥のサクラ』にはきちんとした基き盤ばんが組まれております。そして日日日がその基盤にドロドロしたものを塗ぬりたくって何か得体のしれぬものに仕立てあげたところに、絵師のみやま零ぜろさんが絢けん爛らん豪ごう華かでかわいらしいイラストをちりばめてくれて完成。こうして、読者の皆みなさまのもとにいつもの『大奥のサクラ』をお届けすることができました。感無量であります。

　そして待望のコミックス第一巻も発売され、ますます美び麗れいかつグロテスクにもうひとつの『大奥のサクラ』を描かいてくれている漫まん画が版の佐さ倉くらはなつみさんたちも含ふくめ、奇き跡せき的なバランスでぐちゃぐちゃとした本作が空中分解することなくここまでやってこれました。感謝と興奮をこめて、今後もさくらたちの死し闘とうを描いていこうと思います。

　次回は空前絶後の『大奥』決戦です、みんな死なないでね（登場人物も関係者も）。





『雹ひよう』については短編『地じ獄ごくの片想い』を読むと理解が深まるかも




日日日　









[image: ]







[image: ]
















カバー・口絵・本文イラスト／みやま零

本文イラスト／佐倉はなつみ

カバー・口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィックス）











大おお奥おくのサクラ




現げん代だい大おお奥おく女じよ学がく院いんまるろくっ！








日あ日き日ら
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